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P2～ 5

締 虚 問 題

(1)イ

(6)イ

(11)イ

(16)ウ

(2)ア

(7)イ

(12)ウ

(3)ウ

(8)エ

(13)ウ

(4)ア

(9)エ

(14)ウ

ウ

イ

イ

同

⑩

⑮

L二壁_1

l   hら    、
L_二_三●_ ∠

編西鵬D
(1)「朝遅くまで寝ていてはいけません。」*助動詞のうしろ

は動詞の原形。

(2)「外出してもよいが, 5時 までに帰宅しなければいけま

せん。」《命令》

(3)「とても暖かいです。窓を開けてくれませんか。」《依頼》

(4)「 ここでサッカーをしてもよいですか。」―「いいえ, い

けません。」《許可》

(5)「 (わたしが)窓を閉めましょうか。」―「はい,お願いし

ます。」

(61「わたしといっしょにコーヒーはいかがですか`」 ―「は

いっ」《勧誘》

(7)「あした,釣 りに行きましょうか.」 ―「はい。 そうしま
しよう。」*相手の意向をたずねる表現()

(8)「野球をしませんかe」 *Let'sの 文の付加疑問文は,

shall weを 用いるぅ

(9)「あなたは今,その店に行く必要はありません。」

(10)「わたしはすぐに行かなければいけませんか。」―「いい

え,その必要はありません。」

01)「わたしたちはここで待たなければいけませんか。」

―「いいえ,その必要はありません。」

(12)「あなたはすぐに出発したほうがいい。」*《had better

+動詞の原形》

(19「あなたはそこへ行かないほうがいい。」*had better

の否定形はhad better notの語順。

(m「あなたは何本か虫歯があります。歯医者にみてもらう

べきです。」

(15)「彼は毎週日曜日にわたしたちに会いに来たものです。」

《過去の習慣》

(16)「 わたしはその会議でタバコを吸わずにはいられません

でした。」

(1) Shall we

(3) WilI[Can / Would / Could] you

(5) don't have[need] to
(7) could

(2) must not
(4) has to
(6) are able

目日園D
(10 「きょうの午後,川へ釣りに行きましょう。」

⑤ 「きょうの午後,川へ釣りに行きましょうか。」
(20C)「あなたに質問をします。本を見てはいけません。」

(3〔)「その本を読み終わったあとわたしに貸してくださ

い。」

① 「その本を読み終わったあとわたしに貸してくれませ
んか。」*助動詞would[could]は ,will[can]の 過

去形のほかに,Would[Could]you～
'の
形で 《丁

寧な依頼》を表す。

(4XЭ⑥ 「彼女はもっと一生懸命に英語を勉強しなければな
りません。」

(5Ю⑥ 「あなたはそれほど一生懸命に働く必要はありませ

(6Ю①

(7)O①

ん。」

「ケイトとわたしはフランス語を上手に話すことが

できます。」

「わたしは昨夜.よ く眠れませんでした。」

11団鰤 |



3

…(2)mustn'tは must nOtの 短縮形。発音注意 [mAsnt]。
(6)助動詞(will)の うしろに助動詞(must)を 続けることは

できないので,mustのかわりにhave toを 用いて未来

の文にする。

(1)

(4)

(7)

(10)

nlust not

should be

Do,have tO

CannOt[Can't]help

may look, mustn't

cannot[can't] be

wou1d, take

Shall I, please

will have to

must be, had better

(2)

(5)

(8)

(3)

(6)

(9)

暉謳畷D
(10 「あなたはわたしにあなたのかばんを運んでもらいた

いですか。」

⑤ 「(わたしが)あなたのかばんを運びましょうか。」
(2)①⑤ 「 1時 に昼食を食べましょうか。」 *Why don't

we～ ?は勧誘表現の1つ。

(3C)「彼女にとって英語で手紙を書くことは難しい。」

⑤ 「彼女は英語で手紙を書くことが簡単にはできませ

C回認鵬
(2)助動詞(may)の うしろに助動詞(can)を続けることはで

きないので,canのかわりにbe able toを用いる。

日

ん。」

(4)ЭC)「あなたは長い時間,テ レビを見ないほうがよい。」

(5XЭ⑥ 「あなたはそのお金を支払う必要はありません。」
*necessary「必要な」

(6XЭ 「彼が病気であることは確かです。」

① 「彼は病気であるにちがいありません。」

(7〔)「だれにとってもその質問に答えるのは不可能です。」

⑤ 「だれもその質問に答えられません。」

(3)「～しないほうがよい」は《had better not十 動詞の原

形》で表す。

..,を

(1)Shall I

(4)better not

(7)Nobody can

(2) Shall we
(5) don't have[need] to

(3) cannot[can't] write
(6) must

(1)

(4)

(7)

ought, as, can (2)

would like (5)

help laughing[but laugh]

may be able

cannot[can't], too

had better not

may well
used to

(3)

(6)

(8)

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

Shall we buy a new bag for her?

(Mary) will be able to play the piano (next year.)

(You) had better take an umbrella with you as it may rain
You had better not take a walk (late at night.)

I would like to live in the town some day.

She may well be proud of her daughter.
(My father) would often tell me to do my best.

一助動詞- 2

「
―
コ
隔
」

発展問ぎ■■■lr・



■回田D
(3)こ のwith youの wthは ,《携帯》を表す。

(5)「いつか」some day

(6)「…を自慢する」be proud of…・

(7)「…に～するように言う」tell… to～

■

□回劃D
(4)「～すべきでない」は,should not～で表す。

(5)Would[Do]you mind～ ing?を用いてもよい。

*「 1杯の…」a cup[glass]of…

(6)「病気で寝ている」be sick[ill]in bed

(1) She will be able to drive a car in a few weeks.

(2) I had to use English in that[the] country.

(3) You had better startfleave] as early[soon] as possible[you can].

(4) You[We] should not[shouldn't] make a noise in a[the] library.

* should not ll ought not to 6 Ef 
"

(5) Will[Can / Would / Could] you bring me a cup[glass] of coffee?

[Would[Do] you mind bringing me a cup[glass] of coffee?l

(6) He must be sick[ill] in bed.

3 -助動詞―
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頓調慶D
(1)「太陽は地球より大きい。」

(2)「 ジャックはわたしたちのクラスで最も速い走者です。」

(3)「彼女は先生と同じくらい上手にバイオリンを弾くこと

ができます。」

(4)「わたしは四季の中で夏が 1番好きです。」

*《hke… (the)best of[in]～ 》「～の中で…が1番

好きだ」

(5)「阿蘇山は浅間山ほど高くありません。」*《 not as[so]

G田畷D
(1)「 トムはクラスの男の子全員の中で1番背が高い。」

(2)「 グリーン夫人はグリーン氏より早く起きます。」

*earlyのように,語尾が 《子音字+y》 の語の比較

級・最上級は,yを iにかえてer,estを つける。

(3)「彼は男の子全員の中で最も上手にテニスをします。」

*well― better― best

(4)「 この木はこの公園で1番大きいです。」 *bigの よう

に,語尾が 《短母音+子音字》の語の比較級・最上級は,

子音字を重ねてer,estをつける。

(5)「 この本とあの本とでは,どちらのほうがやさしいです

か。」

(6)「宏美はわたしのクラスの生徒全員の中で1番幸せな女

の子です。」

+原級+as…》「…ほど～ない」

(6)「わたしのおじはわたしの父より多くのお金を持ってい

ます。」*限定用法の形容詞を比較級で用いる場合は,

《比較級+名詞+than～》の語順になる。

(7)「 ロンドンは世界で最も大きな都市の1つです。」

*《one of the+最 上級+複数名詞》「最も…のうちの

1つ」

(8)「できるだけ多くの本を読みなさい。」*《 as～ as―

can》「できるだけ～」

(7) 「今,沖縄は東京よりずっと暑い。」

「これは5冊の中で最も役に立つ辞書です。」

*usefulの ような長いつづりの語の比較級。最上級は

mOre,mostを用いて作る。

「健は太郎より野球をするのが上手です。」

「『坊っちゃん』と『こころ」とでは, どちらのほうがお

もしろいですか。」

「オーストラリアは日本にとって最も重要な国の1つで

す。」

「世界はますますせまくなってきています。」

*《比較級+and+比較級》「だんだん～,ますます～」

「高く登れば登るほど, ますます寒くなります。」

*《the+比較級…,the+比較級～》「…すればするほ

ど,ますます～」

』画□

(8)

(9)

⑩

ｍ
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(1)

(4)

not, as

Ionger than

younger

best[most], all sports

4

(1)イ

(6)ウ

(2)ウ

(7)ウ

(3)ア

(8)ア

(4)エ (5)ア

(1) tallest
(4) biggest
(7) hotter

0o) more interesting

03) colder

(2) earlier
(5) easier

(8) the most useful

01) countries

(3) (the) best

(6) happiest
(9) better
(12) smaller, smaller

(2)

(5)

(3)

(6)

』画□
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練成問題

1

shorter, mine

cannot[can't], well



(7)InOre,than

(10)best cook

(10 by

(10 you can

硼謳畷D
(1)④  「わたしの鉛筆はあなたのものより長い。」
C)「あなたの鉛筆はわたしのものより短い。」

「地球は月より大きい。」

「月は地球ほど大きくない。」

「メアリーはトムほど年をとっていない。」

「メアリーはトムより若い。」

「孝は花子より上手にテニスをすることができます。」

「花子は孝ほど上手にテニスをすることができませ

ん。」

「信濃川は日本で1番長い川です。」

「信濃川は日本の他のどの川よりも長い。」

「わたしは他のどのスポーツよりもサッカーが好きで

す。」

「わたしはすべてのスポーツの中で1番サツカーが好

きです。」

「健康ほど大切なものはありません。」

「健康は他の何よりも大切です。」

「クラスでビルほどハンサムな生徒はいません。」

「ビルはクラスで他のどの生徒よりもハンサムです。」

「彼女はクラスで 1番上手に英語を話せます。」

「彼女はクラスで 1番上手な英語の話し手です。」

「このクラスでサリーほど上手に料理ができる女の子

(9)the,speaker

(12)than,two

15)half

O①  the best

はいません。」

⑤ 「サリーはこのクラスの女の子全員の中で料理が1番
上手な人です。」

(11て)「 だれも今までにそんなに美しい人形を見たことがあ

りません。」

⑤ 「これほど美しい人形は他にありません。」
02()「マイクはその3人の中で1番年上です。」

① 「マイクは他の2人より年上です。」
03X⊃① 「彼はあなたより3歳年上です。」*このbyは「…
だけ」と《程度・差異》を表す前置詞。

04て)「ジャックは身長が5フ イート6イ ンチです。ヘン

リーは5フ イート4イ ンチです。」

① 「ジャックはヘンリーより2イ ンチ背が高い。」
*1フ イート=30.48cm, 1イ |ンチ=2.54 cin

C5て)「わたしの国はあなたの国の2倍の大きさです。」

⑤ 「あなたの国はわたしの国の半分の大きさです。」
(16X〕Э「できるだけ早くこの手紙を投函してください。」

(動〇 「わたしの父は大よりもねこのほうが好きです。」
C)「わたしの父は大よりねこを好みます。」*pretrス

to β「βよリスを好む」

08〔)「わたしは今までにこのようなよい物語を読んだこと

がありません。」*such～ as…「…のような～」

① 「これはわたしが今までに読んだ最もよい物語です。」

(8)

01)

(10

07)

than any, student

No other

taller
to

(2X3)

①

(3Ю

⑤

(4Ю

⑤

(5XЭ

⑥

(6×Э

1ヽ

(7〉Э

⑤

(8C)

①

(9〉Э

①

(10X⊃

駿塾L■
(l) much[far] better
(4) other, large
(7) prefer

(2) one, most famous
(5) times, heavy
(8) as[so] old as, looks

Nothing, more

hali that
second biggest

(3)

(6)

(9)

■国田D
(1)比韓 を強めて「ずっと～」という場合は‐uchを用

いる.

(3)完成する夫文は「健康 ほど大切なものはあ りません。」

の意味。

(4)完成する英文は「琵琶湖 |ま ど大きな湖は日本にありませ

ん。」の意味。

“'the popl』
ation「 人口」という名目の繰り返しを

避けるために,代名詞thatを 用いて 《that(=the

population)of Japan》 「日本のそれ」とすることに

注意する。

《not as[so]+原 級十as…》「…ほど～ない」を用い

る。「見かけほど」の部分はasの うしろに《主語+動

詞》を続け,as it looksで 表す。このlookは「(…の

ように)見える」の意味。

「…番目に～な」は 《the+序数詞+最上級》で表す。

(8)

5 -比較―

(9)

発展問題



日

(l) Mike is the tallest boy in our class.

(2) Roy does not[doesn't] study as[so] hard as you.

(3) My sister can dance better than I (can).

(4) Jack can run (the) fastest (of all the students) in our class.

(5) Yoko is cleverer than any other girl in the class.

(6) Mt. Fuji is higher than any other mountain in Japan.

[No (other) mountain in Japan is higher than Mt. Fuji-]

幅置慶D
(1)「マイクはわたしたちのクラスで他のどの男の子よりも

背が高い。」→「マイクはわたしたちのクラスで 1番背

の高い男の子です。」

(2)「あなたはロイよリー生懸命勉強します。」→「ロイはあ

なたほど一生懸命勉強しません。」

(3)「わたしはわたしの姉[妹]ほ ど上手に踊れません。」

→「わたしの姉[妹]はわたしより上手に踊れます。」

□圏調D
(2)「あの学生ほど上手に英語を話す人はわたしのクラスに

だれもいません。」という英文を完成させる。

(3)「できるだけ～」は《as～ as― Can》 で表す。過去の

ことなので,canを過去形にする。

(4)「 ジャックより速く走れる生徒はわたしたちのクラスに

はいません。」→「ジヤツクはわたしたちのクラス(の生

徒全員の中)で 1番速く走れます。」

(5)「洋子ほど賢い女の子はクラスにいません。」

→「洋子はクラスで他のどの女の子よりも賢い。」

(6)「富士山は日本のすべての山の中で1番高い。」→「富士

山は日本で他のどの山よりも高い。」[「富士山より高い

山は日本にはありません。」]

(4) 「助け合うこと」はhelping each otherで 表す。

*each Other「 お互い」

(5)限定用法の形容詞なので,《as+原級+名詞+as》 の

語順となることに注意する。

日

(1) My mother gets up earliest in my family.

(2) No one in my class speaks English better than that student.

(3) He walked as fast as he could.

(4) Nothing is more important than helping each other'

(5) He has about three times as many books as I (do.)

(6) (People) say the climate of Tokyo is much milder than that of New York.

左墜二

□

(1) Please speak more slowly. [Speak more slowly, please.]

(2) We have more snow in February than in January.

(3) My father is three years younger than your father.

[My father is younger than your father by three years.]

(4) I want to buy a better dictionary than the[that] old one.

(5) This morning, I got up earlier than usual(,) and took a walk.

(6) It is getting warmer and warmer day by day.

(?) Nothing is more important than to be honest.

[Nothing is so[as] important as to be honest.l

―比較- 6



―(2)「 2月 に雪がたくさん降ります。」はWe have much
8now m Februa″ .と表す。これを比較級を用いて「 l

月」と比較する文にする.

(4)「 その吉い絆書よりよい(辞書)」 は.「 よい絆書」a

good dictionaryを 比較級を用いた形にする。前に出た

名詞はoneで表す。

(5)「 いつもよ り」than usual,「 散歩 をする」take a

walk

7 -比較一



練成問題

1

(1)エ

(6)ア

(2)ウ

(7)ウ

(3)イ

(8)ウ

(4)工 (5)ウ

′/P10

.:ン tl―

(1)イ

(6)イ

(2) ウ

イ

(3)イ (4)ウ (5)ウ

(7)

硼■塵D
(1)「わたしはすでに宿題を終えました。」《完了》

(2)「わたしは1度もこんなに大きな建物を見たことがあり

ません。」《経験》

(3)「彼はちょうど帰宅したところです。」《完了》

(4)「あなたはもう宿題をしましたか。」《完了》

旧□園D
(1)「その図書館は1905年 からそこにあります。」

(2)「わたしは京子を知って5年 になります(わたしは京子を

5年間知っています)。」

(3)「わたしは京都を3回訪れたことがあります。」

*空所の直後にKyotoがあるので,こ れを目的語にと

ることができる他動詞の visitを 選ぶ。

錮□霞D
(1)「わたしは1度も北海道を訪れたことがありません。」

(2)「彼らは5年間,こ の町に住んでいます。」

(3)「あなたは今までにカナダヘ行ったことがありますか。」

(4)「わたしたちはまだ夕食を食べていません。」

(5)「あなたは今までにこんなに大きな魚を見たことがあり

ますか。」

(6)「わたしは長い問,彼から便りをもらっていません。」

*hear■ om・ 「̈…から便りをもらう」

(7)「あなたはもう部屋を掃除しましたか。」

(8)「恵美,あ なたはわたしの父に会ったことがあります

(5)「わたしは彼女を知って 10年になります。」《継続》

(6)「あなたは今までにアメリカヘ行ったことがあります

か。」《経験》

(7)「わたしはまだおばに手紙を書いていません。」《完了》

(8)「あなたはこの町にどのくらい住んでいますか。」《継続》

(4)

(5)

(6)

(7)

「トムは昨夜,その本を読みました。」

*過去を表す副詞(句 )(こ こではlast night)が あるの

で,過去形の文になる。

「彼女はきのう,その箱を作りました。」

「父はちようど今,帰宅しました。」

「いつ彼は学校へ出発しましたか。」*leaveお r・ 「̈…

へ向けて出発する」

3

か。」

(9)「わたしたちは子供のころからの知り合いです。」

*each Other「 お互い」

(10)「わたしの兄[弟 ]はちょうど学校へ出発したところで

す。」

01)「だれかがわたしの腕時計を盗んでしまいました。」

*steal― stole― stolen

(12)「わたしはちようどマイクヘ手紙を書いたところです。」

(13)「わたしは日本に来たときから,京都を訪れたいと思っ

ています。」

(14)「あなたは今までにスミスさんと英語で話したことがあ

(1)

(6)

OD

06)

visited
heard

stolen

came

(2)

(7)

02)

0つ

lived

cleaned

written

saw

(3)

(8)

00

been

met

came

(4)

(9)

04

eaten

known

spoken

(5)

⑩

09

seen

left

been, been

8
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匡 5

りますか。」

(15)「どこへ行ってきたのですか。」―「図書館へ行ってきま

したし」

■回田D
(4)「わたしのおしは2年間.中国にいます。」という英文を

完成させる。

(16)「わたしはちょうど今,帰宅しました。」

(10「わたしが彼に会ったとき,彼はギターを弾いていまし

た。」

(8)「あなたはどのくらいの間.正男を知っていますか。」と

いう英文を完成させる。

イ 「わたしはカメラをなくしてしまいました。」《結果》

ウ「わたしは彼のお父さんに1度 .会ったことがあり

ます。」《経験》

工 「その少年はきのうから何も食べていません。」《継

続》

(5,「わたしは長い問.こ の本を読みたいと思っています。」

《継統》

ア 「わたしは2回 .京都を訪れたことがあります.」 《経

験》

イ 「ケイトは郵便局へ行ってしまいました。」《結果》

ウ 「わたしはまだレポートを書いていません。」《完了》

工 「ジャックは去年から北海道にいます。」《継続》
(6)「春が来ましたc」 《結果》

ア 「メアリーはきのうから学校を休んでいます。」《継

続》*be absent from…「―を欠席する」

イ 「わたしはその市を2回 .訪れたことがあります。」

《経験》

ウ 「わたしたちの市は大きくなりました。」《結果》

工「あなたは今までに英語で手紙を書いたことがあり

ますか。」《経験》

(7)「 どこへ行ってきたのですか。」―「本屋へ行ってきまし

た。」《完了》

ア 「わたしはちようどニュージーランドから帰ってき

たところです。」《完了》

イ「わたしたちは3年 間.山 田さんに会っていませ

ん。」《継続》

●謳慶D
(1)「あなたはどのくらい名古屋にいますか。」《継続》

ア 「わたしはちょうど宿題を終えたところです。」《完
了》

イ 「わたしは今までにこんなに大きな建物を見たこと

がありません。」《経験》

ウ「わたしはベンをなくしてしまいました。」《結果》

工 「恵子と由美は知り合って5年になります。」《継続》
(2)「あなたは今までに酸性雨について聞いたことがありま

すか。」《経験》

ア 「マイクは京都へ行ってしまいました。」《結果》

イ「わたしたちはもう教室の掃除をしました。」《完了》

ウ 「わたしは1度 も富士山に登ったことがありませ

ん。」《経験》

工 「わたしはきのうからずっと忙しい。」《継続》
(3)「 だれかがわたしの新しい自転車を盗んでしまいまし

た。」《結果》

ア 「わたしの父は3回 ,オ ーストラリアヘ行ったこと

があります。」《経験》

イ 「あなたはもうその本を読み終えましたか。」《完了》

ウ 「あなたはどのくらい日本に住んでいますか。」《継

続》

工 「わたしの父は会社へ行きました。」《結果》
(4)「わたしは1度 も外国へ行ったことがありません。」《経

験》

ア 「彼らはちようど日本に着いたところです。」《完了》

9 -現在完了―

(1) Have, ever seen

(3) have just had[eaten / finished]
(5) has gone

(7) Have, done[finished], yet
(9) have been

been to, once

has been[stayed] in
have lost

How long, known

(2)

(4)

(6)

(8)

ウ

ア

工

　

〓ワ

3 (4)ウエ 5 工



(1) has gone

(4) been, since

(7) has been in, for

0o) heard from

(2)

(5)

(8)

has lost

has been, since

have studied, for

(3)

(6)

(9)

have

have lived, for

has, been

6

ウ 「メアリーはどのくらい,病気で寝ていますか。」《継
続》

…(10 「彼はシンガポールヘ行きました。だから.彼は今.
ここにいません。」

0 降 はシン″ポールヘ行ってしまいました。」
(20 「彼は傘をなくして.今は持っていません。」

0 「彼は傘をなくしてしまいました。」
("0 「わたしはカメラをなくしてしまいました。」

0「わたしはカメラをなくしたので.今.持っていませ
ん.」

(4)0 「トムはきのう.忙 しかつた。彼は今もまだ忙しい。」

⑥ 「トムはきのうからにしい。」
(50 「彼女のおしさんは先週のユ暉日に病気になり. まだ

病気です.」

0 「彼女のおじさんは先週の土曜日から病気です。」

自圏睡D
(1)「 わたしは2週間前,病気になりました。わたしはまだ

病気です。」→「わたしは2週間,ずっと病気です。」

(2)「彼女は去年の 12月 に東京に来ました。彼女はまだ東

京にいます。」→「彼女は去年の12月 から東京にいま

す。」

(3)「 わたしの父はきのうから忙しい。」

(4)「 あなたは彼と知り合ってからどれくらいになるのです

工 「わたしは何回もその美術館へ行ったことがありま

す。」《経験》*many times「何回も」

(6)CI「彼らは10年前に大阪に来ました。彼らはまだ大阪

に住んでいます。」

C)「彼らは10年間,大阪に住んでいます。」

(7)C)「 わたしの兄[弟 ]は 3か 月前.北海道へ行き,ま だそ

こにいます。」

c)「わたしの兄[弟 ]は 3か 月間.北海道にいます。」

(8)①  「わたしたちは3年前に英語の勉強を始め,今 もまだ
英語を勉強しています。」

C)「わたしたちは3年間,英語の勉強をしていますc」

(9)①  「彼はその店へ行きました。彼は今,こ こに戻ってき
ています。」

(し,「彼はその店にちょうど行ってきたところです。」

(皿■`、し,「あなたはニューヨークにいるお父さんから手紙を

もらいましたか。」

か。」

(5)「彼は何LI,オ ース トラリアを訪れたことがあります

か。」

(6)「子供たちは学校へ行きました。だから,今はここにい

ません。」→「子供たちは学校へ行ってしまいましたc」

(7)「 スーザンはペンをなくしました。だから,今は持って

いません。」→「スーザンはベンをなくしてしまいまし

た_」

∠」墜生

7

(1) I have been ill for two weeks.

(2) She has been in Tokyo since last December.

(3) My father has been busy since yesterday.

(4) How long have you known him?
(5) How many times[How often] has he visited Australia?
(6) My children have gone to school.

(7) Susan has lost her pen.

一現在完了- 10



(l) How long, been

(4) haven't heard

(2)

(5)

has been dead

How often have

(3)

(6)

have passed, died

ever heard

匡 ■

猛菫二|□

■翻田D
(1)「あなたは日本にどのくらいいますか。」という英文を完

成させる。

(2)「わたしのおばは5年間,亡 くなっている状態です。」と

ロ

目謳慶D
(以〕Э 「わたしの祖母が亡くなってから3年になります。」
(2XD⑥ 「わたしの祖父が亡くなってから5年以上になりま
す。」*more than・ 「̈…以上」

(3〔)「わたしのおじが亡くなってから2年になります。」

⑤ 「わたしのおじは2年前に亡くなりました。」
(4て邁)「わたしがフランスヘ旅行に行ってから1年経って

います。」*take a trゎ to…「…へ旅行に行く」

(5運)「最後に彼に会ってから長い間経っています。」

⑤ 「長い間,彼に会っていません。」
(はЭ「わたしは長いこと彼から便りをもらっていません。」

⑤ 「彼は長いことわたしに手紙を書いていません。」
*write to… 「…に手紙を書く」

(7てて)「東京では2週間,雨が降っていません。」

いう英文を完成させる。

(3)「 わたしの父が亡くなってから 10年が経っていますt」

という英文を完成させる。

(8Ю

⑤

{90

①

(10XЭ

①

*「 雨が降る」は名詞rainを 用いてWe have

raiュ のように表すことができる。

「これはデイックの初めての東京への旅行です。」

「デイックは以前に東京に行ったことが1度もありま

せん。」

「これは今までにわたしが読んだ中で1番おもしろい

本です。」

「わたしはこれまでにこんなにおもしろい本を読んだ

ことがありません。」

「わたしはこのような大きな犬を今まで見たことがあ

りません。」*このlikeは「…のような」という意味

の前置詞。

「これはわたしが今までに見た中で1番大きな大で

す。」

(1) I have been to the station to see her off.

(2) Mike and I have known each other for three years.

(3) (It) has been a long time since I saw you (last.)

(4) How many times have you ever been to America?
(5) Three years have already passed since that day.
(6) How long has he been sick in bed?

(7) (This is) the most beautiful picture I have ever seen

■田田D
(1)「…を見送る」see… off

(2)「マイクとわたしはお互いに3年間,知っています。」と

いう英文を完成させる。

11 -現在完了―

(3)「最後にあなたに会ってから長い間経っています。」とい

う英文を完成させる。

(7)「 これはわたしが今まで見た中で1番美しい絵です。」と

いう英文を完成させる。

(1)

(4)

(7)

(10)

SINCC

has passed

have had

biggest, ever

(2) has been dead

(5) have, seen

(8) neverfnot] been

(3) ago

(6) hasn't written
(9) never, as

発展問題



(1) We have not[haven't] seen[met] him for a long time.
(2) Five years have passed since I came to Japan.

(3) I hear (that) he has been absent from school for a week.

(4) I have just been to the bookstore.

(5) I have never seen such a large[big] fish (as this).
(6) My grandmother has been dead for seven years.

―(2)「わたしが日本に来てから5年が経っています。」という
央文を完成させる。

(6)「わたしの祖母は7年間,亡 くなっている状態です。」と

いう英文を完成させる。

―現在完了- 12
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P16～ 19

練成問題

匡 1

匡 2

(1)ウ

(6)ア

(2)イ

(7)イ

(3)ア

(8)ア

(4)イ (5)ウ

目田慶D
(1)「彼は先生のように上手に英語を話せるようになりたい

と思っています。」《名詞的用法》

ア 「わたしは何か飲み物が欲しい。」《形容詞的用法》
イ 「わたしの父はプラウンさんを訪ねるために札幌ヘ

行く予定です。」《副詞的用法。目的》

ウ 「彼は手紙を書くことが好きです。」《名詞的用法》
(2)「彼は再び歩き始めました。」《名詞的用法》

ア 「彼女はあなたに会えて幸せでした。」《副詞的用

法。原因》

イ「英語で手紙を書くことは簡単ではありません。」

《名詞的用法》

ウ 「京都には訪れるべき場所がたくさんあります。」

《形容詞的用法》

(3)「彼女は留学することに決めました。」《名詞的用法》

ア 「彼の希望は音楽家になることです。」《名詞的用法》
イ 「わたしに何か食べるものをください。」《形容詞的

用法》

ウ 「彼女は貧しい人々を助けるために働いています。」
《副詞的用法。目的》

(4)「 ニューヨークには見るべき場所がたくさんあります。」

《形容詞的用法》

ア 「わたしは映画を見に行くことが好きです。」《名詞
的用法》

イ 「わたしたちには遊ぶ時間がありませんでした。」

《形容詞的用法》

ウ 「わたしはそれを聞いて悲しかった。」《副詞的用

法・原因》

(5)「 わたしはあなたにお話しすることがあります。」《形容

詞的用法》

ア 「彼女はパンを買いにスーパーマーケットヘ行きま
した。」《副詞的用法・目的》

イ 「彼らは来年,日 本を訪れたいと思っています。」《名
詞的用法》

ウ 「彼には話す友達がいません。」《形容詞的用法》

(6)「 彼女は散歩をするために早起きしました。」《副詞的

用法・目的》*take a walk「 散歩する」

ア 「わたしは友達に会いに公園へ行きました。」《副詞
的用法・目的》

イ 「彼女は人形を作ることが好きです。」《名詞的用法》

ウ 「東京には訪れるべき場所がたくさんあります。」

《形容詞的用法》

(7)「彼女はボーイフレンドから手紙をもらい, とてもうれ

しかった。」《副詞的用法・原因》

ア 「彼はとても大きな声で笑い始めました。」《名詞的

用法》

イ 「わたしはそのニュースを聞いてとても残念に思い

ました。」《副詞的用法・原因》

ウ 「わたしはきょう,する仕事がたくさんあります。」
《形容詞的用法》

(8)「彼は成長して偉大な政治家になりました。」《副詞的用

法・結果》

ア 「わたしの祖父は80歳 まで生きました。」《副詞的

用法・結果》

イ 「彼女は何か冷たい飲み物を欲しがっていました。」
《形容詞的用法》

ウ「わたしはケーキとクッキーを作ることが大好きで

す。」《名詞的用法》

*「 …といっしよに遊ぶ」は play with… なので.

withが必要。

(1)ア

(6)イ

(2)ウ (3)エ (4)イ (5)イ

C囮畷D
(1)「 わたしにはいっしょに遊ぶ友達がたくさんいます。」

13

_1不定詞



3

(1) is to travel
(4) lived to be

(2) many books to (3) nothing to eat

(2)「何か温かい飲み物をいただけませんか。」*《‐thing

+形容詞十to～》の語順。

(3)「彼は旧友に会いに,オーストラリアヘ行きました。」

(4)「 わたしはそのニュースを開いて驚きました。」

■麗目D
(1)不定詞が補語の文 .

C回田D
(1)不 定詞が主語(こ こではTo understand d■ fferent

(5)「外は寒い。かぜをひかないように気をつけなさい。」

*不定詞の否定形。

(6)「 7月 にこの川で泳ぐのは危険です。」*「この川で泳ぐ」

はswim in this riverなので,inが必要。

(3)「何も…ない」はnothingを 用いる。

cultures)に なる場合 は単数扱いになることに注意す

る。

4

(1) To understand different cultures is important for us.

(2) He has a lot of things to do.

(3) (I) called her to ask about the (party.)

(4) He grew up to be a doctor.

(1) to do

(4) to eat

(7) Iikes[Ioves] to

(2)

(5)

(8)

(3)

(6)

(9)

to see

nothing to

so, could[would i might]

to hear

sad to

to be

■

曜調慶D
(球Э 「わたしはきょう,た くさんの宿題をやらなければい

けません。」

⑥ 「わたしはきょう,や るべき宿題がたくさんありま
す。」

(泳Э⑥ 「わたしはいつか, またあなたに会いたい。」*some
day「いつか」

(3)①⑥ 「彼が成功したという知らせを聞いて,わたしはと
てもうれしく思いました。」

(4)◎ 「家に着いたとき,わたしはテープルの上に食べ物を
見つけました。」

⑤ 「家に着いたとき,わたしはテープルの上に食べるも
のを見つけました。」

(5遠)「わたしはきょうの午後,ひまです。」

⑤ 「わたしはきょうの午後,やることがありません。」
(6④ 「そのニュースは彼女を悲しくさせました。」
① 「彼女はそのニュースを聞いて,悲 しかった。」
(7運邁)「 わたしの姉[妹]は料理することがとても好きで

す。」*beおnd of… 「…が好きだ」

(8XD⑤ 「彼はその列車に乗るために駅へ走りました。」
(90⑤ 「わたしの祖母は95歳まで生きました。」

∠二壁二

(1)to write on

(4)soIIlething hot to

(7) to

Don't forget

surprised to hear

(3) have, more careful not
(6) to say

(2)

(5)

日

― 不定詞 - 14

囲謝圃



□団田D
(1)こ こでの「書くもの」は紙などを指すので.「 に書く
ものがない」と考え.nothing"w■te onとする.

(2)「毎日.夫語を魃強することを忘れてはいけません。」と

いう英文を完成させる。

(7)「 ～する[した]最初の…」はthe fむ st・。・to～で表すこ

とができる。

日画ヽ日

(1) Will you come to my house to have dinner with us (tomorrow?)

(2) (Would you) lend me something to write with(?)
(3) My sister was very surprised to read E-mail from my mother.
(4) (I) am looking for something interesting to read.
(5) Kamakura has many beautiful places to visit.
(6) We were pleased to hear that he was safe.

(7) Be careful not to drop the vase.

(2)こ こでの「書くもの」は筆記具を指すので,「…で書く」

と考え,something to wnte withと する。

(4)「 …を探す」look br…

(1) I have no time to read a newspaper.

[I don't have (any) time to read a newspaper.]

(2) I have nothing interesting to tell you.

[I don't have anything interesting to tell you.]

(3) Many people lost their houses to live in.
(4) She tried not to make a mistake.
(5) He lived to be eighty-five years old.

…(0,「家に生む」は卜oin a hougeな ので.mが必要。

15 -不定詞―

日



P20～23

1

(1)ウ

(6)ウ

(2)ウ (3)イ (4)ウ (5)ウ

∠ユニ

G囮慶D
(1)「わたしに駅への道を教えてくれるなんて,あ なたはと

ても親切です。」

(2)「わたしはあなたにあなたのことについて教えてもらい

たいです。」

(3)「彼はわたしに,彼に近づかないよう言いました。」

口画畷D
(lX⊃⑥ 「あの山に登ることは簡単ではありません。」
(以ЭЭ 「わたしはとても忙しいので,あ なたを訪問するこ

とができません。」

(3XЭЭ「とても寒いので,わたしは外で遊ぶことができま

せん。」

(4C嘔)「この問題はとても難しいので,わたしには解くこ

とができません。」

(5XD⑤ 「わたしはとても疲れていたので,昨夜は勉強でき

■囲囲D
(2)stupid「愚かな」

*不定詞の否定形。

(4,「彼女は兄[弟 ]に何を買えばよいのかわかりませんでし

た。」

(5)「駅へはどう行けばいいのか.教えてくれますか。」

(6)「 きのうはとても寒くて,わたしたちは泳げませんでし

た。」

ませんでした。」

(6)CC.「そう言ってくれるなんて,あなたはとても親切で

す。」

(π〕Э 「そんな間違いをするなんで,彼は不注意でした。」

(8〔IC'「 わたしに道を教えてくれるなんて,彼女は親切で

した。」

(9C,「彼はとても背が高いので,天丼に手が届きます。」

*asは理由を表す接続詞。

C,「彼は天丼に手が橘くほど背が高い。」

(8)「彼の息子はこんな簡単なことを理解するのに十分な年

齢です。」という英文を完成させる。

た

一

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(It) is difficult to master English in one or two years.

My mother wanted me to be a doctor like my father.

Please tell me where to get the ticket.
(This milk is) too hot for me to (drink.)

He was kind enough to lend us his car.

(1) It,to

(4)that,can't[cannot],it

(7)of hinl to

(2) too, to
(5) so, I couldn't
(8) so, that

(3)

(6)

(9)

too, for

of you to

tall enough

(1) important for you to
(4) what to say

(z) too, for

(2) of[for] him to
(5) learned how to drive
(8) o1d enough

(3)wants me,eat

(6) to

(9)enough to bring me water

4

16

|‐ ||11:量 不定詞を含む構文

練成問題 _・

・2.

3



…(1)「 1年や2年で」in one or tvo years
(2)「―のような」like

匡 ■

(1)

(4)

(7)

easy for, to

want, to

kind enough to

(2)

(5)

(8)

necessary for you

how to

(3)

(6)

not to watch

when to

as

ロ

(l) which way to (2) enough, in
(3) enough for anyone[anybody / everyone / everybody] to play
(4) sure to

□田園D
(1運)「彼はその本を簡単に読むことができます。」

⑥ 「その本を読むのは,彼には簡単です。」
(2)④⑤ 「あなたはきょう,彼を手伝う必要はありません。」
(3()「父はわたしに,『テレビを見てはいけません。』と言

いました。」

⑤ 「父はわたしに,テ レビを見ないように言いました。」
(4()「 7時 にあなたを起こしましょうか。」*wake… up

「…を起こす」

⑤ 「あなたはわたしに7時 に起こしてもらいたいです

□回調D
(1)《which+名詞+to～》の話順。

(2)「 この家は住むのに十分広い。」という英文を完成させ

日日慶D
(1)「わたしたちは彼の英語を理解できません。」

→「彼の英語を理解することはわたしたちには不可能で

す。」

か。」

(5C)「その子供はコンピュータを使うことができます。」

⑤ 「その子供はコンピュータの使い方を知っています。」
(6XЭ  「出発する時間をわたしに教えてください。」
⑤ 「いつ出発すべきか,わたし教えてください。」
(7て)「彼女は親切にもわたしに道を教えてくれました。」

⑤ 「わたしに道を教えてくれるなんて,彼女は親切でし
た。」

(8C邁)「わたしを駅まで連れていってくれるなんて,彼女

は親切でした。」

る。

(3)「 このゲームはだれでもできるほどやさしい。」という英

文を完成させる。

日

(1)

(2)

(3)

It is impossible for us to understand his English.

The weather was so bad that we could not[couidn't] swim.

He is rich enough to buy the car. [He is so rich as to buy the car.]

「天気がとても悪かったので,わたしたちは泳げません

でした。」

「彼はとてもお金持ちなのでその車を買えます。」

→「彼はその車を買えるほどお金持ちです。」

13)

17 -不 定詞を含む構文―



「
之3

(l) I advised him not to tell a lie.

(2) This book is small enough to put in our pocket.

(3) Will you tell me which train to take?
(4) It is time for little children to go to bed.

(5) (It) was kind of you to help me.

(6) I would like you to introduce Mary to my mother
(7) (This) problem is easy enough for you to solve.

日

(l) I want[would like] you to tell[show / teach] me how to use this machine.
(2) I was too surprised to speak for a while.
(3) She is old enough to travel alone.

(4) He has enough money to buy the car.

(5) It is a good habit to keep a diary before you go to bed.

* before you go to bed il before going to bed 6EI.
(6) It is difficult to write English well, but it is more diffrcult to speak it well.

…(1)「 うそを言う」ten a he

(2)「 この本はポケットに入れるのに十分小さい。」という英

文を完成させる。

(5)「 わたしを手伝ってくれるなんて,あなたは親切でし

…(2)「口をきく」→「話す」speak
(4)「買えるだけのお金」→「買うのに十分なお金」

た。」という英文を完成させる。

(6)「スをBに紹介する」lntroduceス to B

(7)「この問題はあなたが解くには十分簡単です。」という英

文を完成させる。

(5) keep a diary il write up your diary {' write in
your diary 6EI"

―不定詞を含む構文- 18

日



P24へ′27

練成問題

匡 1

編□慶D
(1)「スケートをすることはとても楽しい。」*主語の働きを

する動名詞。

(2)「わたしの趣味はテニスをすることです。」*補語の働き

をする動名詞。

(3)「辞書を使わずにこの雑誌を読むことができますか。」

*前置詞のうしろは動名詞。

(4)「恵美は英語を話すことが上手です。」*be good at…

「…が上手である」

(5)「わたしはテニスをするのが好きです。」*be fond of

…「…が好きだ」

(6)「パーテイーに招待していただきありがとうござい

ます。」 *Thank you lor… 。「…をありがとう。」,

inv■teス to B「スを3に招待する」

(7)「お店に買い物に行きましょう。」*go～ ing「～しに

行く」

(8)「わたしは彼と再び会うことを楽しみにしています。」

*look forward to～ ing「～するのを楽しみにして待

つ」のtoは前置詞。

(9)「彼は科学者になることを決心しました。」decideは 不

定詞のみを目的語にとる。

(10)「わたしはいつかニューヨークに行きたい。」*would

like to～ 「～したい」

(11)「ボブはビアノのレッスンを受けることを楽しんでいま

す。」

Ca「その男の子は物語を読み終えました。」

09「わたしの赤ん坊の世話をしていただけませんか。」《依頼》

*take care of¨・「…の世話をする」

(14)「けさ,雪が降りやみました。」*stop～ ing「～する

のをやめる」

0'「彼は疲れていたので,コーヒーを1杯飲むために立ち

止まりました。」*stop to～「～するために立ち止ま

る」

10「あなたは先月,わたしと会ったことを覚えていますか。」

*remember～ ing「〔過去において〕～したことを

覚えている」

(4)「辞書を使わずにこの本を読むことができますか。」

(5)「通りを渡るときには注意しなさい。」*in～ing「～

するときに」

(6)「 ジョンは水泳がとても得意です。」

(7)「母は車を運転することを恐れていました。」

*be aiaid of…「…を恐れる」

目田囲D
(1,「日本の切手を収集することはわたしの父の趣味です。」

*動名詞も不定詞も主薔の働きをする。

(2)「わたしの兄[弟 ]は模型の場を作ることが好きです。」

*ukeは動名詞も不定詞も目的薔にとる。

(3)「家を出る前にわたしに電話をしてください。」

ア
　
ア

ウ

ウ

０

０

０

０

(2)ウ

(7)ウ

(12)イ

(3)ウ

(8)ウ

(13)ウ

(4)ア

(9)エ

ao  τァ

ア

ウ
　
エ

Ｏ

⑩

０

(1) Collecting[To collect]
(4) using
(7) driving

0o) coming

03) buying

06) lyrng

(2\ making[to make]

(5) crossing
(8) dropping

01) shopping
(14) seeing

07) to help

(3) leaving
(6) swimming
(9) singing
(tz) laughing

05) traveling

08) singing

19
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(8)「本屋へ立ち寄るのはどうですか。」

(9)「わたしは歌うのがへたです。」

⑩ 「わたしに会うために来てくれてありがとうございま

す。」

(11)「あなたはきのう,買い物に行きましたか。」

(12)「彼女は彼のことを笑わずにはいられませんでした。」

(13)「わたしは新しいカメラを買おうと考えています。」

⑭ 「わたしは彼に再び会うことを楽しみにしています。」

(15)「 ジャックは1人で旅行をすることに慣れています。」

(16)「彼らは草の上に横たわることを楽しみました。」

*lieの ～ing形はしingと なることに注意。

0つ 「あなたにきょうの午後,わたしの宿題を手伝ってもら

いたい。」

(10「ここで歌うのをやめてください。わたしの赤ちゃんが

眠っています。」

*succeed in¨ 。「…に成功する」

(5XЭ⑤ 「わたしの父は釣りが好きです。」
(6X⊃⑤ 「家に帰る前にあなたはそれをしなければなりませ

ん。」

(7て)「彼はわたしの家の近くまで来たものの,わたしを訪

ねませんでした。」

⑤ 「彼はわたしを訪れることなくわたしの家の近くまで
来ました。」

(1) Getting up
(4) in catching
(7) without visiting

(2)in listening

(5)hnd of

(3) good at
(6) going

∠亜亘

口西日D
(1)①⑤ 「公園で昼食をとるのはどうですか。」

*Let's～ . =How about～ íng? =Shall w・ e

～ ,

(2て)「祖母はローマを訪れることなしにイタリアを発ちた

くありませんでした。」

⑤ 「祖母はイタリアを発つ前にローマを訪れたいと思っ

ていました。」

(3て)「彼はその物語を読み続けました。」*cOntinue tO

ロ

(5X⊃①

(2)at dri宙 ng

could,help laughing  *1lelp laughingは but laughも 面I。

～「～し続ける」

「彼はその物語を読むのをやめませんでした。」

「彼らは長い時間,働き続けました。」

*go on～ ing「～し続ける」

「警官を見かけるとすぐにその男性は逃げ出しまし

た。」*on～ ing「～するとすぐに」

「窓を開けてもいいですか。」

「窓を開けてもかまいませんか。」*《許可》を求める

表現。

⑤

(4XЭ⑤

(6③

⑤

(1)

(3)

looking forward to calling
in crossing (4)

(l) How, having
(4) on working

(2)宙 sit,bebre lea宙 ng

(5)On

(3) stop reading
(6) opening

―動名詞- 20

硼□日D
(1)④⑤ 「朝早く起きることはあなたの健康にとってよい。」
(2C)「彼女はラジオを聞くことが好きです。」

⑤ 「彼女はラジオを聞くことに興味があります。」

*be interested in・ ・・「・・・に興味がある」

(3C)「わたしの母はとても上手に料理します。」

⑤ 「わたしの母は料理するのがとても上手です。」
(4C)「 トムは大きな魚を捕まえることができました。」

⑤ 「トムは大きな魚を捕まえることに成功しました。」

発展問題 ・

「
Ｉ
Ｊ

Ｆ
Ｌ



(5) before going

(8) went[kept] on

(1)「〔人〕を訪れる」ca1l on

(6)《依頼》の表現。

(6)calling

(9)visiting

(7) never goes skiing

(8)au night(long)「 一晩中」

(9)「～する価値がある」worth～ ing

匡 日

(l) Making a good speech needs a lot of practice.

(2) The doctor advised me to stop drinking coffee.

(3) I went out after calling you.

[After calling you, I went out.]

(4) Thank you for helping me with my homework.
(5) They weren't afraid of losing the game.

(6) She is interested in taking care ofold people.

(7) I'm looking forward to talking[speaking] with him again.
(8) How about coming to see me with your (brother?)

(9) Would you mind showing me around the town?

00) The snow kept the train from leaving the station.

01) (I) cannot see you without remembering your mother.
(r2) I want you to finish doing the work in a few days.

(10「雪がその列車が駅を出発することを妨げました。」とい

う英文を完成させる。

*「―が～するのを妨げる」keep… [o■n～lng

01)「会うと必ず思い出す」→「思い出すことなしに会うこ

とはできない」と考える。

(12)want― tO～ の形にする。

(1)「人前で上手に話をすること」を動名詞を用いて主語に

する。

(4)「 (人 )の…を手伝う」《help十 人+with… 》

(9)Would you mind～ ing?は 依頼表現ではあるが,「～

するのを気にしますか。」の意味を表すので,pleaseは

用いない。*「～に…を案内する」show～ around…

21 -動名詞―



P28～31

1

(1)イ

(6)イ

(2)ウ

(7)イ

(3)ア

(8)イ

(4)イ

(9)ウ

(5)イ

∠」墜二

‐ 詳■
=

優認藤D
(1)「次のバスが来るまで待ちましょう。」

(2)「彼はよくうそをつくので,わたしは彼が好きではあり

ません。」*このasは 《理由》を表す。

(3)「わたしは彼に日本料理が好きかどうかたずねました。」

(4)「 わたしが彼から最後に便りをもらってから3年になり

ます。」*sinceは「…以来」の意味。《It is十 年[月

など]+since…》の形で,「…して以来～年[月 ]たつ」

という意味。

(5)「彼はとても疲れているので歩き続けられません。」

*《so… that～》「とても…なので～」,walk on「 歩

優認匪D
(1)「 もし一生懸命に勉強しなければ成功しないでしょう。」

*unlessは 「もし～しなければ」の意味。

(2)「 もし彼が忙しければ, わたしは彼を手伝うつもりです。」

(3)「雨が激しく降っていたので,彼は外出するのをやめま

した。」*go out「 外出する」

曜認慶D
(1)「 わたしはマイクがたくさんの古い硬貸を持っているの

を知っていました。」

(2)「 わたしは彼女がその試験に合格するだろうと思いまし

た。」*従属節に助動詞が含まれる場合は,時制の一致

き続ける」

「バスに間に合うように早起きしなさい。」

*《 so that― may[can]～》「―が～できるように」,

be m ume br…「…に間に合う」

「わたしはトムを訪問しましたが,彼は家にいませんで

した。」

「急ぎなさい, さもないと遅れますよ。」

*《命令文…,or～ .》「…しなさい. さもないと～。」,

hurry up「 急ぐ」

「彼は水曜日か金曜日のどちらかにここに来ます。」

*《 either 4 or B》 「スかBの どちらか」

「彼は子供だったけれども,その状況が理解できました。」

「わたしは彼にそこへ行きたいかどうかたずねました。」

*こ のfは whetherと 同じく「…かどうか」の意味で,

名詞節を導く。

「彼は日本にいる間に,何度も京都を訪れました。」

*many times「 何度も」

は助動詞を過去形にする。

「彼は父親を見送りに駅へ行きました。」*mayの過去

形はmightである。

「田中先生は生徒たちに地球は丸いと教えました。」*時

制の一致の例外(=不変の真理)。

(6)

(7)

{8)

2

(1)エ

(6)オ

(2)ア (3)カ (4)ウ (5)イ

(9)

(4)

(5)

3

(6)

(1)

(2)

(3)

(4)

I knew Mike had a lot of old coins.

I thought she would pass the examination.

He went to the station so that he might see his father off.

Mr. Tanaka taught the students that the earth is round.

(3)

(4)

22
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(1) Though[Although]
(4) When, years old
(7) so, not

00) as well as

(2)

(5)

(8)

(1リ

If you

unless

(3) while
(6) As soon as

(9) both, andor

both,and

目田醒D
(1運)「彼は金持ちだったが,幸せではありませんでした。」

① 「彼は金持ちだったけれども,幸せではありませんで
した。」

(本Э 「あした,ま た来なさい,そ うすればわたしの姉[妹 ]

に会えるでしょう。」

① 「もしあした。 また来れば,わたしの姉[妹 ]に会える
でしょう。」

(取D「彼女はパリに滞在中にフランス語を一生懸命勉強し
ました。」*dunngは前置詞。

① 「彼女はパリにいる間に,フ ランス語を一生懸命勉強
しました。」*句 を節にする問題。whileは 接続詞。

《主語+動詞》が続く。

(4ЭЭ 「10歳のときに彼はパリヘ行きました。」*句 を節
にする問題。at the age of… は「…歳のとき」と

いう意味で,同 じ内容はwhenを 用いた節で表す

ことができる。

(5C嘔)「もしわたしの車を返してくれないのなら,警察を

呼びますよ。」

(翻Э 「わたしはホテルに着いて,す ぐに寝ました。」*get
to…「…に到着する」

「わたしはホテルに着くとすぐに,寝ました。」*as

soon as…「…するとすぐに」

「そのコーヒーは,わたしが飲むには熱すぎました。」

「そのコーヒーはとても熱かったので,わたしは飲め

ませんでした。」*《too… (br― )to～》「(―が)～

するには…すぎる」は,《so― that― can't～》を

用いて書きかえられる。

「もしタクシーに乗らなければ,試験に遅れるでしょ

う。」*be late br・。・「…に遅れる」

「タクシーに乗りなさい, さもないと試験に遅れるで

しょう。」

「彼はテニスをします。彼は野球もします。」

「彼はテニスと野球の両方をします。」*《bothス

and B》「/1も βも両方とも」

「スミスさんはゴルフだけでなくテニスもします。」

*《 not only 4 but(also)β 》「スだけでなくBも 」

「スミスさんはゴルフはもちろんテニスもします。」

*《B as well asス 》「スと同様Bも」

「彼には名声と同様に富もあります。」

「彼には名声と富の両方があります。」

⑥

(7XЭ

⑤

(8XЭ

⑤

(9XЭ

⑤

∞X3)

①

(1lXI)

⑤

爾璽L田
(1) Though[Although]
(4) both, and

(7) since, saw[met]

00) afraid that

03) so that

06) that he took

(2) before, getsfbecomes]

(5) As soon as

(8) while

01) was

04) neither, nor
(tz1 but, was

(3) Hurry,or

(6)either,or

(9)well

(12)iflwhether],will be

(15)if it is

―(1)have a∞ ld「かぜをひいている」
(2)「～しないうちに」―「～する前に」と考える。時を表

す副詞節中では未来の内容も現在形で表すことに注意す

る。

(5'a8800n田 …「…するとすぐに」拿3●¨kは 8tr■e

「打つ」の過去形。

「持っていない」と否定の意味なので,no pen,no

pencnと なっていることに注意。

「〔望ましくないこと〕を思う」は,Iam a"aid(that)

…で表すことができる。a■aidは that節を従えること

ができる形容詞の 1つである。

主節の時制が過去(knew)な ので,従属 (名詞)節の動詞

は時制の一致を受ける。

(9)

(10)

23 -接続詞―
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(12)r[whether]以 下は副詞節ではなく名詞節なので,未

来の内容を表すにはwinな どを用いる。

(15)こ の r節は条件を表す副詞節なので,未来の内容も現

在形で表す。

C臨田D
(4)日 本語は「行きたい」となっているが, ここでは時制の

m takeoff¨ 。「…を脱ぐ」

(lo nOt Only 4 but(also)Bが 主語になる場合は,動詞は

Bの人称・数に一致させる。

一致を受けるので過去形で表す。

(5)「…の世話をする」take care of

timeお r…で表すことができる。

(8)if[whether]節 中の(助 )動詞が時制の一致を受けること

に注意する。

‐ 曰

(1) My sister was so busy that she didn't go skiing (with us.)

(2) Let's go back before it begins to rain.
(3) As soon as he left (high school, he went to Australia.)
(4) (She) said that she wanted to go there.

(5) Who will take care of the dog while you're away (next week?)

ロ

(1)When we got[arr市 ett home,it began[startett raining[tO rai司 .

(2)He was so tired that he could not[couldn't]swirn across the river.

[He WaS t00 tired tO SWim aCrOSS the r市 er・ ]

(3)It isttas been]two years since l last heard[got a letter]from him.

*lastは 文末に置いても可。

(4)ThOugh[Although]it was raining hard[hea宙 ly],they went out.

[It waS raining hard[heaVily],butthey Went Out・ ]

(5) She is not only kind but(also)honest.

(6)I left home at eight so[in order]that l could[n■ ight]catchDe in time br]the bus.

(7) If you don't change your mind,you will fail(in)the exanlination.

[IJnleSS yOu Change yOur inind,yOu Will fail(in)the exalnination.]

(8)The American asked me if[whether]I cOuld speak English(or not).

□回田D
O)「・ から便りをもらう」hear iom…

(6)「 (列車などうに国に合う」はca"h….ま たはbe in

―接続詞- 24

2



P32´ヽ́35

「
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,.....

(1)2

(2)4

(3)1

(4)5

(5)2

(6)3

(7)1

(8)4

(9)5

00) 1

(1⊃   1

0②  5

(13,  2

0→  3

09  4

(10  5

彼は立派な科学者になりました。

父は昨夜,わたしたちにおもしろい話をしてくれ ました。

鳥は森の中でさえずります。

彼女はいつも,部屋をきれいにしておきます。

君は赤いドレスを着るとかわいく見えます。

わたしは歌うことが好きです。

彼は昨年, アメリカ合衆国に住んでいました。

わたしはあなたにかわいいドレスを作りましょう。

わたしたちは東京 ドームをビッグエッグと呼びます。

わたしの姉 [妹]は今,庭にいます。

博物館にはたくさんの人がいました。

その知らせは彼をうれしくさせるでしょう。

暖かくなってきています。

わたしはきのう,お じから手紙を受け取りました。

わたしは毎朝,大に水をあげます。

わたしたちは娘をメアリーと名づけました。

に 1

匡 2

□団田D
(1)he=a great scientistな のでSVCの 文。

(2)「～に(us)…を(an interesting stOry)」 の語順なので

SV00の文。last nightは修飾語句。

(3)in the wOodsは 修飾語句なのでSVの文。

(4)her rOOm=cleanな ので SVOCの文。alwaysは修飾

(5)you=prettyな ので SVCの 文。in a red dressは 修

飾語句。

(6)tO不 定詞はlikeの 目的語になっているので SVOの文。

(7)in the Unites States,last yearはそれぞれ修飾語句

なので SVの文。

(8)「～に(you)… を(a pretty dress)」 の語順なのでSV00
の文。このmakeは「～に…を作ってやる」の意味。

(9)Tokyo Dome=Big Eggな のでSVOCの文。

(10)in the yard,nowはそれぞれ修飾語(句 )なので SVの

文。

(n)There is[are]… .の 文なので第 1文 型(S=many
peOple,V=were)。 in the museumは修飾語句。

(12)him=happyな ので SVOCの 文。ここでの makeは

「～を…にする」の意味。

(13)it=warmなので SVCの文。itは 天候を表す主語。

04)I+a letterな ので SVOの文。from my uncle,

yesterdayは それぞれ修飾語(句 )。

(15)「～に(my dog)…を(water)」 の話順なのでSV00の

文。every morningは 修飾語句。

(16)Our daughter=Miaぅ 7なのでSVOCの文。

(1)イ

(6)ア

(2)ア

(7)イ

(3)ウ

(8)イ

(4)ウ

(9)ア

(5)ア

25
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暉麗匿D
(1)「彼は幸せに見えました。」*SVCの文G《bok+形

容詞》で「…に見える」という意味。happiし は副詞。

happinessは 「幸せ」という意味の名詞。loOk at…

は「…を見る」という意味。

(2)「 彼女の歌は美しく聞こえました。」 *SVCの 文。

《sound+形容詞》で「…に聞こえる」という意味。

sweetlyは 副詞。theが ないので sweetの 最上級

sweetestは不可。

(3)「赤ちゃんが寝ています。静かにしていてください。」

*SVCの 文。《keep+形 容詞》で「…のままでいる」

という意味。quietlyは 副詞。muchは 比較級を強

調するのでmuch quietは 不可。

■函田D
(3)teach… to～を用いて第3文型の文を作る。

(4)buy… br～ を用いて第3文型の文を作る。

(6)youは一般的な「人々」を表す。

(4)「 わたしは彼が親切だと思いました。」 *SVOCの文。

kindlyは 副詞,k■ndnessは「親切さ」いう意味の名詞。

(5)「 彼は子供たちに何かを買ってあげました。」(=He

bought his children something.)

(6)「あなたにわたしの家族の写真を送りましょう。」(=I'■

send you a picture of my fanlily.)

(7)「 この絵が欲しいならば,あ なたにそれをあげましよう。」

*直接目的語が代名詞 itの場合には,ふつう第4文型

はとらない。 (× )I'1l glve you″

(8)「 そのゲームで遊びたいならば,あなたにそれを貸して

あげましょう。」

(9)「母はわたしにコーヒーを1杯いれてくれました。」

(=ヽ4y lnother made ine a cup of Coffee.)

(7X8)第 5文型の文。命令文なのでSは省略。意図的に「…

にしておく」ことを表すにはkeepを ,今までの状態

を放っておくことを表すにはleaveを用いる。

(1) looked, happy[glad] Q) turnfbecomel yellow

(4) bought the dictionary for (5) you tell[give], address

(7) keep, clean (8) leave, open

(3) teaches music to us

(6) do, call

(1) Kyoto has

(4) mine
(?) careful driver
(10) made

03) do, call
(16) lead[take]

are there

taught me

for me

made him

him strong

What brought

had, snowed

good singer

to me

makes us

this book interesting

(2)

(5)

(8)

01)

ao

(1つ

(3)

(6)

(9)

(10

(19

■

籠田躍D
(lXЭ⑥ 「京都には見るべき場所がたくさんあります。」
*There ls[are]¨・ln 4.=ス have[has]・ .̈「ス

には…があります。」

(2④ 「あなたは自分の部屋に何冊の本を持っていますか。」
⑤ 「あなたの部屋には何冊の本がありますか。」
(球Э⑤ 「先週,東京に雪が降りました。」*「雪が降る」は,
名詞 snowを用いてWe have snow.ま たは,天

候を表す itと 動詞 snowを用いてIt snows.の よ

うに表すことができる。

(4×ЭЭ「この本はわたしのものです。」*be10ng tO… 「…

に属する」

(5)C)「 ホワイト先生はわたしのフランス語の先生でした。」

D「ホワイト先生はわたしにフランス語を教えてくれま

した。」

(6)CII「 彼は上手に歌います。」

⑤ 「彼は上手な歌い手です。」
(7)a)「父は慎重に運転をします。」

0 「父は慎重な運転手です。」
(8〔)0 「おじはわたしに模型飛行機を買ってくれました。」

(9)④ C,「今年の夏.健はわたしにカナダからはがきを送っ

てくれました。」

迫堅 二

一文 型- 26
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00運)「なぜ彼女はそんなに幸せだったのですか。」

⑤ 「何が彼女をそんなに幸せにしたのですか。」
01て)「彼はその悪い知らせを聞いて悲しみました。」

⑤ 「その悪い知らせは彼を悲しませました。」
02に)「一生懸命働くことでわたしたちは幸せになれます。」

C)「一生懸命働くことはわたしたちを幸せにします。」

(13運)「あの山の名前は何ですか。」

⑤ 「あの山を何と呼びますか。」
(14｀∞   「わたしたちは彼が強いとわかりました。」

「この本はわたしにはおもしろかった。」

「わたしはこの本がおもしろいとわかりました。」

「この通りに沿っていけば,市役所に着きます。」

「この通りはあなたを市役所へ導きます。」

*lead[take]4 to B「 スをBに連れていく,導 く」

「なぜあなたは日本に来たのですか。」

「何があなたを日本へ連れてきたのですか。」*bring

ス to B「スをβに連れてくる」

を続ける。

「最善を尽くす」do one's best

「新聞はあしたは雨が降るだろうと言っています。」とい

う英丈を完成させる。

「このバスはあなたを町の中心地へ連れていきます。」と

いう英文を完成させる。

05X⊃

①

06XЭ

⑤

O家Э

①

□奎二日

(1)

(4)

leave him

made him

(2)

(5)

made, famous

good speaker of

(3) used to be

G団置D
(2,「その小競は彼を有名にした。」という英文を完成させる。

(3)There旧 い聰卜….の構文を用いる。*「以前は～だo

た」u“d"～

C回ヨD
(3)「 わたしたちは自分たちが取の前にいることがわかっ

た。」という案文を完成させる。

*「 …の前に」m io■ of

(4)「この種類の大をスベイン籠で,と呼びますか。」という

英文を完成させる。

(5)■ を形式目的需として用い.SVOCの後ろにto不定嗣

(4)「 1時間ほどの歩きが彼を空腹にしました。」という英文

を完成させる。この walkは名詞。

(5)「彼女は英語の上手な話し手です。」という英文を完成さ

せる。

(6)

(7)

(8)

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

Will you give me something cold to drink?
(He) said that he would make his son a doctor.

We found ourselves in front of the station.

What do you caII this kind of dog in Spanish?
(I) found it difficult to master English in a few years.

(Many people are doing) their best to make the world (peaceful.)

The newspaper says that it will rain (tomorrow.)

This bus will take you to the center of the town.

27 -文 型―
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∠」型二|

(1)ア (2)ウ (3)エ (4)ウ (5)ウ

一２

嘔囮慶D
(1)「その本は世界中で読まれています。」

(2)「 この橋は6年前に造られました。」

(3)「多くのライオンがこの地域で見つかります。」

(4)「 この花は英語で何と呼ばれていますか。」*疑間詞

●団田D
(2,「 (やさしい)英薔で」me“ y)Eヽ■Sh
(3)～0 助動例を含む文の受動態は く助動詞+boキ 過

=分
訂)の形。

3

窪圏慶D
(1で)「みんなわたしの息子を愛しています。」

⑤ 「わたしの息子はみんなに愛されています。」
(2運)「彼女がこの人形を作りました。」

① 「この人形は彼女によって作られました。」
(3XЭ 「わたしのおじが3年前にこれらの写真を撮りまし

た。」

① 「これらの写真は3年前にわたしのおじに撮られまし
た。」

(4て)「オーストラリアでは英語を話します。」

⑤ 「オーストラリアでは英語が話されます。」*「一般的

Whatは 補語になっている。Whatのあとに疑問文を

続ける。

(5)「 この大きな家を建てるために何本の本が使われました

か。」

(3)「…を招待する」inⅥte¨・

(7)空所の数から判断し,to meと する。

(10)「…に興味がある」be interested in

. P37

(5)O

O
(6XЭ

⑤

な人 」々なのでby themは省略する。

「夜には,わたしたちは空に星を見ることができます。」

「夜には, 星が空に見えます。」

「父がわたしにすてきな腕時計をくれました。」*第 4

文型の文。

「すてきな腕時計が父によってわたしに与えられま

した。」*空所の数から判断し,to meと する。My
ねther gave a nlce watch to me.の受動態と考え

てもよい。

「台所をきれいにしておかなければなりません。」

*第 5文型の文。

(70

(1)

(4)

(7)

(Ю

(3)

(6)

(9)

were painted[drawn] by Q)

will be built (5)

was given to, by (8)

Is, interested

written in
be finished[done]

Are, spoken

be invited

be seen

Was, room cleaned

(1)

(4)

(7)

(10)

00

(16ヽ

is loved

is spoken

be kept

is spoken

were, taken

Do, sell

was, her

can be seen

be elected

were

took us

Did, paint

were taken by

was given to

Were, written
is, called

do

did not read

(2)

(5)

(8)

(1つ

0→

0つ

(3)

(6)

(9)

02

09

08)

28

9 受動態

| 練成問題



⑤

(8XЭ

⑤

(9〉Э

①

(100

①

01XD

⑥

02XЭ

⑤

〔3XD

⑤

(14X⊃

「台所はきれいにされておかなければなりません。」

「生徒たちは彼を議長に選ぶでしょう。」*第 5文型の文。

「彼は生徒たちによって議長に選ばれるでしょう。」

「漱石がそれらの本を書いたのですか。」

「それらの本は漱石によって書かれたのですか。」

「あの国では何語を話すのですか。」

「あの国では何語が話されているのですか。」

「これらのケーキをいつ作ったのですか。」

「これらのケーキはいつ作られたのですか。」

「この列車を何と呼びますか。」

「この列車は何と呼ばれますか。」

「これらの写真をどこで撮りましたか。」

「これらの写真はどこで撮られましたか。」

「この前の日曜日,わたしたちは両親に東京ディズニー

ランドに連れていってもらいました。」*受動態から

能動態への書きかえ。

「この前の日曜日,両親はわたしたちを東京ディズニー

ランドに連れていってくれました。」

「その仕事は彼によってなされるべきです。」*受動態

から能動態への書きかえ。

「彼がその仕事をするべきです。」

「砂糖はあの店で売られていますか。」*受動態から能

動態への書きかえ。

「砂糖をあの店で売っていますか。」

「これらの絵は彼によって描かれたのですか。」*受動

態から能動態への書きかえ。

「彼がこれらの絵を描いたのですか。」

「この本は父によって読まれませんでした。」*受動態

から能動態への書きかえ。

「父はこの本を読みませんでした。」

①

05X⊃

⑤

000

⑤

000

⑤

、ヽリ跡

⑤

|二塁豊塁__4

(1) These computers are used (by us) every day.
(2) This letter was written by Mr. White yesterday.

(3) The cake was cut into eight pieces by my mother.
(4) I was spoken to by a stranger on my way to school.

(5) Was this picture taken by your brother?
(6) When was this car found by Mr. Green?
(7) What is this flower called in English?
(8) His aunt gave the toy to him. [His aunt gave him the toy.]
(9) Do they[you] speak English in Canada?

硼口霞D
(1)「わたしたちは毎日,これらのコンピュータを使います。」

→「これらのコンピュータは毎日,(わたしたちによっ

て)使われます。」*by usは省略可。

(2)「 きのう,ホ ワイトさんはこの手紙を書きました。」

→「きのう,こ の手紙はホワイトさんによって書かれま

した。」

(3)「母はそのケーキを8つに切りました。」→「そのケーキ

は母によって8つに切られました。」

*cutの ,舌用はcut― cut― cut。

(4)「登校中,見知らぬ人がわたしに話しかけました。」

→「登校中,わたしは見知らぬ人に話しかけられました。」

*speak to・ 「̈・・・1こ話しかける」, on one's way to

…・「…への途中で」

(5)「あなたのお兄[弟]さ んがこの写真を撮りましたか。」

→「この写真はあなたのお兄[弟 ]さんによって撮られま

したか。」

(6)「 グリーンさんはいつこの車を見つけましたか。」

→「この車はいつグリーンさんによって見つけられまし

たか。」

(7)「英語でこの花を何と呼びますか。」→「英語でこの花は

何と呼ばれますか。」*by youは 省略。

(8)「そのおもちゃは彼のおばさんによって彼に与えられま

した。」→「彼のおばさんがそのおもちゃを彼に与えま

した。」*前置詞toを用いて第3文型か, または第4文

型に書きかえることができる。

(9)「 カナダでは英語が話されますか。」→「カナダでは英語

を話しますか。」*適当な主語を補う。

29 -受動態―



・5

(1) More than ten passengers were killed in the car accident.
(2) The lost child will be found by the police officer.
(3) (This PC) has not been used (for years.)

(4) Is wine sold at that store?

(5) What is this bird called in English?

…(1)事 故や戦争などで「死ぬ」という場合は,ふつうbe
killedで 表す。*kin… 「…を殺す」

(2)未 来の受動態 《will be+過 去分詞》。*「迷子」10st

child

(3)現在完了の受動態の否定文は,《have[has]not been

+過去分詞》の形。

(1) were

(4) not be spoken

(7) By whom was

(10) was, surprised

03) was made from

06) ought[has], be changed

(2) will be taught
(5) be kept
(8) Who[Whom], made by

01) covered with
(14) born on

(3)known to

(6) laughed at by

(9) at

02 wasinvited

09 old

ロ

目闘鵬D
(1に)「先週,友子はたくさんの本を読みました。」

⑤ 「先週,た くさんの本が友子よって読まれました。」
(2て)「ホヮイト先生が英語を教えるでしょう。」

⑤ 「英語はホワイト先生によって教えられるでしょう。」

(3)④ 「みんながその都市の名前を知っています。」
⑥ 「その都市の名前はみんなに知られています。」

*be known to・・・「…に知られている」

(40 「あなたはこの部屋の中では日本語を話してはいけま

せん。」

⑤ 「日本語はこの部屋の中では話されてはいけません。」
(5て)「あなたは自分の部屋をきれいにしておかなければな

りません。」

⑤ 「自分の部屋はきれいにされておかなければなりませ

ん。」

(6て)「彼らは彼を実いました。」

⑤ 「彼は彼らによって笑われました。」*atを 落とさな
いように注意する。

(7て)「だれがアメリカを発見しましたか。」

⑤ 「だれによってアメリカは発見されましたか。」

(8〔)「だれがそのような間違いをしましたか。」

⑥ 「だれによってそのような間違いはされましたか。」

(9て)「わたしは彼らが突然わたしを訪れてきたことに驚き

ました。」

⑥ 「わたしは彼らの突然の訪間に驚きました。」
*be surpnsed at… ・「…に驚く」

(10)④ 「その戦争に関するニュースはわたしにとって大きな
驚きでした。」*このsurpriseは 名詞。

⑤ 「わたしはその戦争に関するニュースにとでも驚きま
した。」

01て)「地面一面に雪があります。」*a1l over…・「―の至

る所,…の一面に」

⑥ 「地面は雪でおおわれています。」 *be covered

with¨。「…でおおわれている」

02て)「彼女は太郎に彼女の誕生会の招待状を送りました。」

① 「太郎は彼女の誕生会に招待されました。」*inⅥte

A to B「スをBに招待する」

03に)「 ここでイチゴからジャムを作りました。」*make

И into B「スを加工してBにする」

⑤ 「ここでジャムがイチゴから作られました。」

*be made from…「…から作られる」

04に)「 9月 23日 は彼女の誕生日です。」

① 「彼女は9月 23日 に生まれました。」*日付を表す前
置詞はon。

‐
",9-.|

―受動態- 30

.::||111111111.11驚 1雇聞彗11111111111



L旦坐_日

(15〔)「 この建物は80年前に建てられました。」

⑤ 「この建物は建てられてから80年になります。」
06運)「会議の期日を変更すべきです。」

⑤ 「会議の期日は変更されるべきです。」*should=

ought to

れましたか。」

(9)「彼はたくさんの手紙を書いてきました。」→「たくさん

の手紙が彼によって書かれてきました。」

*現在完了の受動態は 《have[has]been+過 去分詞》

の形。

(10)「その事故のニュースはわたしたちを驚かせました。」

→「わたしたちはその事故のニュースに驚きました。」

CO「雪が家々の屋根をおおいました。」→「家々の屋根は雪

でおおわれました。」

O② 「木から紙を作ります。」→「紙は木から作られます。」

(13)「音楽が静かな空気を満たしました。」→「静かな空気は

音楽で満たされました。」*be fined with…「…で満

たされる」

(10「その本は父によって切られてしまいました。」→「父は

その木を切ってしまいました。」 *受動態から能動態ヘ

の書きかえ。

(1'「あの店で塩と砂糖が売られています。」→「あの店では

塩と砂糖を売っています。」 *受動態から能動態への書

きかえ。適当な主語を補う。

CO「だれによってその手紙は書かれましたか。」→「だれが

(l) Nothing about the country is known to them.

(2) His name wasn't[was not] known to us.

(3) Was he elected captain by them?

(4) The radio will be listened to by the boy.

(5) The room should be kept ciean (by you).
(6) Our health must be taken care of (by us).
(7) Why were you laughed at by them?
(8) By whom was the window broken? [trIhofWhom] was the window broken by?l

(9) Many letters have been written by him.

00) We were surprised at the news of the accident.

01) The roofs of the houses were covered with snow.

02) Paper is made from wood.

03) The quiet air was filled with music.

04) My father has cut the tree.

05) They sell salt and sugar at that store.

06) Who wrote the letter?

07) They say that he is honest.

目□畷D
(1)「彼らはその国について何も知りません。」

→「その国について何も彼らに知られていません。」

(2)「わたしたちは彼の名前を知りませんでした。」

→「彼の名前はわたしたちに知られていませんでした。」

(3)「彼らは彼をキャプテンに選んだのですか。」→「彼は彼

らによってキャプテンに選ばれたのですか。」

*captainは 補語なので, 目的語のhimを主語にして

受動態にかえる。

(4)「その少年はラジオを聞くでしょう。」→「ラジオはその

少年によって聞かれるでしよう。」*toを落とさないよ

うに注意。

(5)「その部屋をきれいにしておくべきです。」→「その部屋

はきれいにされておくべきです。」

(6)「自分の健康に注意を払わなければなりません。」

→「自分の健康は注意を払われなければなりません。」

*ofを落とさないように注意する。

(7)「なぜ彼らはあなたを実ったのですか。」→「なぜあなた

は彼らに笑われたのですか。」

(8)「だれが窓を割りましたか。」→「だれによって窓は割ら
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その手紙を書きましたか。」*受動態から能動態への書

きかえ。

(17)「彼は正直だそうです。」*It is said(that)… .=They

日

饉翻譴D
(4) 「庭」yard,「落葉」ねllen leaves

(5)「給料」salary,「 …に満足する」be satisied with…

(7X8)「〔材料〕でできている」はbe made of… ,「〔原料〕

から作られる」はbe made from・ を̈用いる。後者

は「材料」が元の形状をとどめていない場合と考えれ

α回饉励
(2)「ナイフで」with a kniお

say(that)… .で「…だそうだ。」という意味を表す。

前者の主語 itは形式主語でthat以下の内容を表す。後

者の主語は「一般的な人 」々を表す they。

ばよい。

(9)「スをBに連れていく」takeス to B

(10)「 …をひく」run oveF…

01)「…で混む」はbe crowded with… , またはbe filed

with…で表すことができる。

(5)「どの…も」every…で表すことができる。every… は

単数扱いであることに注意する。

∠二墾__

ロ

(1) He is liked[oved] by everyone[everybody].
(2) The bigflarge] cake was cut with a bigflarge] knife.
(3) My father was interested in jazzwlnenhe was young
(4) When was this school built?
(5) Every road[street] is filled with cars.

(1) surprised at
(4) covered with
(7) are, made of
(10) was run over

(2) watch[clock] was given to (3)

(5) satisfied with (6)

(8) made from (9)

0D crowded[filled] with $2)

is known in
spoken to

By whom, taken

said

―受動態- 32
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L里生二 2

□日圏D
(1)「彼は英語で書かれた多くの本を持っています。」

(2)「そこでレポートを書いている少年はわたしの兄 [弟]で

す。」

(3)「フランス語を話している女の子はだれですか。」

(4)「わたしたちは約 100年前に建てられたホテルに滞在し

ました。」

(5)「ベンチにすわっているその少年はわたしの仲のよい友

達です。」

(6)「母によって作られた人形がテーブルの上にあります。」

(7)「バスを待っているその男性は傘を持っていませんでし

た。」*wait br…「…を待つ」

(8)「彼によって語られたその物語は興味深いものでした。」

(9)「そのかごの中で眠っている動物は何ですか。」

⑩ 「あのこわれた椅子を見て。」*修飾される名詞 chair

は「こわされる」ので,break「 こわす」の過去分詞を

選ぶ。

(10「雪でおおわれた通りは危険です。」

(12)「 その山から見えるその島はとても美しかった。」 *修

飾される名詞 islandは「見られる」ので,see「見る」

の過去分詞を選ぶ。

(10「彼を外で待たせて(=待 っているままにして)お きなさ

い。」*SVOCの文。

(10「わたしは姉 [妹 ]がコートでテニスをしているのがわか

りました。」*SVOCの 文。

(1,「わたしは今,けいこの準備をするのに忙しい。」

*be busy～ ing「～するのに忙しい」

00「先週,わたしは何時間も読書をして過ごしました。」

*spend・ ¨～ing「―を～して過ごす」

たです。」

(9)「わたしに与えられた人形はとてもかわいかった。」

(10「木の下に横たわっている大はわたしのものです。」

*heの現在分詞はlying。

01)「そのほほえんでいる子供はなんてかわいいのでしよ

う。」

「こわれた[こ わされた]時計はわたしたちに正確な時間

を教えてくれません.」

「彼女は途中ずっと走りながら家に帰って来ました_」

*colne～ ing「～しながら来る」

「大勢の人々が立って列車を待っていました。」*stand

～ing「立って～している」

硼日慶D
(1)「窓のそばに立っている少女はジェーンです。」

(2)「氷でおおわれた通りを走らないように。」*along…

「…に沿って」

(3)「スペインで話されている言葉はスペイン語です。」

(4)「ここにグリーンさんによって書かれた本が何冊かあり

ます。」

(5)「ジャックはドイツで作られた新車を買いました。」

(6)「その家へ駆け込んでいる女性はわたしの母です。」

(7)「 タイタニック号は今までに造られた最も大きな船の 1

つでした。」

(8)「 きのう,彼によって捕まえられた魚はとても大きかっ

０

　
　

０
　
　
ｍ

(1)ア

(6)ア

(11)イ

(16)イ

(2)イ

(7)ウ

(12)イ

(3)イ

(8)イ

(13)イ

(4)イ

(9)ウ

(14)ウ

エ

　

エ

　

′■

同

⑩

⑮

(1)

(6)

(11,

standing

running

smiling

(2)

(7)

(10

covered

built

broken

(3)

(8)

(10

spoken

caught

running

(4)

(9)

(」

written
given

waiting

(5) nlade

(10) lying
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(r) Iiving in Q) built[made]
(4) painted[drawn] by your friend
(5) Ianguage spoken in your
(6) sitting, written (7) having[with], on

(9) seeing[doing] 00) busy helping

(3) rnade of

(8) Iooking

■園割D
(2)「 18世紀にできた」→「18世紀に造られた」と考える。

13)「紙で作った」→「紙で作られた」と考える。紙は 《材

料》なのでmade of… とする。

(4)「友達が描いた」→「友達によって描かれた」と考える。

(7)「…を身につける」はhave… on。 ここではwith・¨

on「…を身につけた」を用いても可。

(9)「名所見物をする」see[dol the sights

■■■ .

口□目D
(1て)「少年がバス停でバスを待っています。その少年を知っ

ていますか。」

⑤「バス停でバスを待っている少年を知っていますか。」

(2C)「 これがレポートです。ジャックが先週,それを書き

ました。」

⑤ 「これが先週ジャックによって書かれたレポートで

す。」

「わたしはおじから手紙をもらいました。彼は北海道

に住んでいます。」

「わたしは北海道に住んでいるおじから手紙をもらい

ました.,」

「その女性には息了がいます。彼の名前はジャックで

す。」

「その女性にはジャックという名の(ジ ャックと名づけ

られた)息子がいます。」

「ジャックがこれらの写真を撮 りました。それらはと

ても美しい。」

「ジャックによって撮られたこれらの写真はとても美

しい。」

「部屋の中にいる男性はだれですか。彼は窓の外を見

ています。」

「部屋の中で窓の外を見ている男性はだれですか。」

「彼はとてもすてきなカップを持っています。それは

おばさんによって彼に与えられました。」

「おばさんによって彼に与えられたカップはとてもす

てきです。」

「美香は机で手紙を読んでいます。それは英語の手紙

です。」

「美香は机で英語で書かれた手紙を読んでいます。」

「彼女は木造の家に住んでいます。」

「彼女は木で造られた家に住んでいます。」

「わたしは野球に興味があります。」

「野球はわたしには興味深いものです。」

*interestedと interestingの使い分けに注意。

「わたしはその試合でとても興奮しました。」

「その試合はとても興奮するものだとわかりました。」

*excitedと excitingの 使い分けに注意。

(6)Э

⑤

(70

⑤

(8XЭ(3C)

⑤

(4XЭ

①

(5)①

0

⑤

(9)①

⑤

(Ю)0

0

(1lXЭ

⑥

(t) waiting for
(4) named
(7) given to him

00) interesting to

(2) written by Jack
(5) taken by
(8) written in
01) exciting

(3)living

(6)looking

(9)made of wood
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(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

The language spoken in this country is English.

They live in a new house built last month.

AII the guests invited to the party were surprised at the news.

I don't know the girl singing on the stage.

This is the book read all over the world.

編西畷D (4)「わたしは舞台の上で歌っている女の子を知りません。」

「この国で話されている言語は英語です。」(1)

(2)

(3)

「彼らは先月建てられた新しい家に住んでいます。」

「パーティーに招待された客はみんなその知らせに驚き

ました。」*前置詞toを忘れないように注意。

*分詞が修飾語をともなって名詞を修飾する場合は名詞

の後ろに置かれる。

(5)「 これは世界中で読まれている本です。」*all over…

「…中で」

L P45 日

(l) I will buy a used car at this store.

(2) English is a language spoken all over the world.
(3) It's the doll sent by my older sister.
(4) The boy talking with Alice is Mark.
(5) My father has a fountain pen made in England.
(6) (The) airplane flying in the sky looks like a bird.
(7) We found him walking with a dog.

(8) The exciting news made everyone happy.

■

(1) Who is the man reading a[the] newspaper?
(2) I found my brother playing tennis.
(3) He has a watch made in Japan.
(4) Do you know the boy skiing over there?
(5) She is one of the guests invited to the party

■囲劃D
(1)「中古車」→「使われた車」と考える。

(3) 「姉」older sister

…(4, sLの現在分嗣は8kungと なることに注薫する.*「向

(5)「 イングランド製の」→「イングランドで作られた」と

孝える。

(6)「…みたいだ」look like…

I i -Cl over there

@ 1...a 1 A] one of ..

35 -分 詞一



P46へ 4́9

練成簡題

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

He can write Japanese very well.

He is dancing on the stage.

She came here yesterday.

He is playing over there.

It was made in Germany.

It is called Nozomi.

It was told by my father.

1

個田霊壽
(1)「 わたしは日本語をとても上手に書けるアメリカ人の少

年を知っています。」→「わたしはアメリカ人の少年を

知っています。彼は日本語をとても上手に書けます。」

(2)「あなたは舞台の上で踊っている男の子を知っています

か。」→「あなたはその男の子を知っていますか。彼は

舞台の上で踊っています。」

(3)「 きのう, ここへ来た女の子は長い髪をしていました。」

→「その女の子は長い髪をしていました。彼女はきの

う,こ こへ来ました。」*文の主語 the girlが 先行詞な

ので, どこまでが関係代名詞節なのかに注意する。

(4)「向こうで遊んでいる子供はメアリーの兄[弟 ]です。」

2.

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

I know a girl who[that] can speak French very well.
A boy who[that] had a map in his hand asked me the way to the station.
I see a house which[that] has a large garden.

I am reading a book which[that] is hard to understand.

The TV program which[that] told us about acid rain was very interesting.

I P46

翻田麗鰺
(1)「わたしは女の子を知っています。彼女はフランス語を

とても上手に話せます。」→「わたしはフランス語をと

ても上手に話せる女の子を知っています。」*she=a
girlに着目する。a girlを 先行詞 《人》とし,sheを主

格の関係代名詞whoにかえ,先行詞に続ける。

(2)「男の子がわたしに駅への道をたずねました。彼は手に

地図を持っていました。」→「手に地図を持った男の子

→「その子供はメアリーの兄[弟 ]です。彼は向こうで遊

んでいます。」*文の主語 the chidが 先行詞であるこ

とに注意する。

(5)「父はドイッ製のナイフを持っています。」

→「父はナイフを持っています。それはドイツ製です。」

(6)「これはのぞみと呼ばれる列車です。」→「これは列車で

す。それはのぞみと呼ばれています。」

(7)「父によって話された物語はとてもおもしろかった。」

→「その物語はとてもおもしろかった。それは父によっ

て話されました。」 *文の主語 the stowが先行詞であ

ることに注意する。

ので,a boyを 先行詞 《人》とする。文の主語に関係代

名詞節が続く形となることに注意する。

(3)「家が見えます。それには大きな庭があります。」→「大

きな庭のある家が見えます。」*it=a houseな ので,

a houseを 先行詞 《入以外のもの》とする。

(4)「わたしは本を読んでいます。それは理解しづらいで

す。」→「わたしは理解しづらい本を読んでいます。」

*it=a bookな ので,a bookを 先行詞 《入以外のも

の》とする。がわた しに駅への道をたずねました。」 *he=a boyな
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{5)「そのテレビ番組はとてもおもしろかった。それはわた

したちに酸性雨について教えてくれました。」→「わた

したちに酸性雨について教えてくれたテレビ番組はと

てもおもしろかった。」 *it=the TV programな の

で,the TV prOgramを先行詞 《人以外のもの》とす

る。文の主語に関係代名詞節が続 く形となることに注意

する。

ました。」*文の主語the womanが先行詞であること

に注意する。

(4)「 これが父がわたしに誕生日のプレゼントとしてくれた

人形です。」→「これがその人形です。父がわたしに誕

生日のプレゼントとしてそれをくれました。」*as―

「…として」

(5)「あなたが先日わたしに貸してくれた本はとてもおもし

ろかった。」 )「その本はとてもおもしろかった。あな

たは先日,それをわたしに貸してくれました。」*文の

主語the bookが 先行詞であることに注意する。

です。」*it=the reportな ので,the reportを 先行

詞 《入以外のもの》とする。

(4)「 その少年はこの学校の生徒でした。わたしはきのう,

彼に道を教えました。」→「わたしがきのう道を教えた

少年はこの学校の生徒でした。」*mm=the boyな の

で,the boyを 先行詞 《人》とする。文の主語に関係代

名詞節が続く形となることに注意する。

(5)「その辞書は机の上にあります。わたしのおじがわたし

にそれをくれました。」→「わたしのおじがわたしにく

れた辞書は机の上にあります。」 *it=the dictionary

なので,theぬctionawを 先行詞 《人以外のもの》と

する。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

Everybody likes her.

I taught them English last year.

We saw her in the bus.

My father gave it to me as a birthday present.

You lent it to me the other day.

(1) I know a kind boy whom[that] everybody loves.

12) That is the woman whom[that] we saw at the party.

(3) This is the report which[that] Frank wrote last year.

(4) The boy whom[that] I told the way yesterday \Mas a student at this school.

(5) The dictionary which[that] my uncle gave to me is on the desk.

目田園D
(1)「彼女はだれもが好きな親切な女の子です。」→「彼女は

親切な女の子です。だれもが彼女を好きです。」

(2)「わたしが去年英語を教えた生徒たちはとても一生懸命

勉強しました。」→「その生徒たちはとても一生懸命勉

強しました。わたしは去年,彼 らに英語を教えました。」

*文の主語 the studentsが先行詞なので,どこまでが

関係代名詞節なのかに注意する。

{3)「わたしたちがバスの中で見かけた女性は大きなかばん

を持っていました。」→「その女性は大きなかばんを

持っていました。わたしたちは彼女をバスの中で見かけ

G■塵D
(1)「わたしは親切な男の子を知っています。みんな彼が大

好きです。」→「わたしはみんなが大好きな親切な男の

子を知っています。」*him=a kind boyに 着目する。

a kind boyを 先行詞 《人》とし,himを 目的格の関係

代名詞whomにかえ.先行詞に続ける。

(2)「 あちらがその女性です。わたしたちは彼女をパー

ティーで見かけました。」→「あちらはわたしたちがパー

テイーで見かけた女性です。」 *her=the womanな

ので,the womanを先行詞 《人》とする。

(3)「これがそのレポートです。フランクが去年,そ れを書

きました。」→「これがフランクが去年書いたレポー ト

37 -関係代名詞(主格・目的格)一
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(1)

(2)

(3)

(4)

The man who is playing the guitar over there is my uncle.

She showed me a letter which was written in French.

The girl whom you met[saw] yesterday is my sister.

I am listening to the CD which Mike lent (to) me.

□回調D
(1)「 向こうでギターを弾いている男性」の部分に関係代名

詞節を用いる。「男性」を先行詞 《人》とし,「その男性

が弾いている」ので,主格の関係代名詞を用いる。

(2)「フランス語で書かれた手紙」の部分に関係代名詞節を

用いる。「手紙」を先行詞 《人以外のもの》とし,「その

手紙がフランス語で書かれていた」ので,主格の関係代

名詞を用いる。

(3)「あなたがきのう会った女の子」の部分に関係代名詞節

を用いる。「女の子」を先行詞 《人》とし,「あなたがそ

の女の子に会った」ので, 目的格の関係代名詞を用いる。

(4)「マイクが貸してくれた CD」 の部分に関係代名詞節を

用いる。「CD」 を先行詞 《人以外のもの》とし,「マイ

クがその CDを 貸してくれた」ので, 目的格の関係代

名詞を用いる。

(1)

(6)

who

whom

(2)

(7)

which

which

(3)whom (4)which (5)who

ロ

□置慶静
(1)「彼には医者をしている娘がいます。」 *a daughter

が先行詞 《人》で,直後に動詞が続くことから,主格の

関係代名詞が入る。

(2)「これは先週わたしが買った腕時計です。」*the watch

が先行詞 《人以外のもの》で,あ との動詞 (bought)の 目

的語にあたることから,目 的格の関係代名詞が入る。

(3)「あなたがそこで見かけた男性はわたしのおじです。」

*the manが 先行詞 《人》で,あ との動詞(saw)の 目

的語にあたることから, 目的格の関係代名詞が入る。

(4)「わたしはドイツ製の古いカメラを持っています。」

…(3)¨ handま でが関係代名詞節で.先行詞である主語(a

に動詞が続くことから,主格の関係代名詞が入る。

(5)「 この写真を撮った男性はフランス人です。」 *the

manが先行詞 《人》で,直後に動詞が続くことから,

主格の関係代名詞が入る。

(6)「あなたはわたしたちが公園で会った女性を知っていま

すか。」*the womanが 先行詞 《人》で,あ との動詞

(met)の 目的語にあたることから,目 的格の関係代名詞

が入る。

(7)「あなたのお父さんが描いたその絵はとても美しい。」

*the pictureが 先行詞 《入以外のもの》で,あ との

動詞(painted)の 目的語にあたることから, 目的格

の関係代名詞が入る。

boy)を 修飾していることに注意する。

l_P48 '

*an old cameraが 先行詞 《入以外のもの》で,直後

(l) whom[that] we met[saw]
(3) boy who[that] has, is

(2) the house which[that] he built

日

(1)

(4)

(7)

who[thatl works

who[thatl was

who[that] lives

WhiCh[that]

WhOm[that]I met

Aヽ′hiChitha]haS

which[that] was written
who[that] is

(2)

(5)

(8)

(3)

(6)

― 関係代名詞(主格・目的格)- 38
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暉囮慶D
(lXЭ 「わたしにはおじがいます。彼はニユーヨークで働い

ています。」

⑥ 「わたしにはニューヨークで働いているおじがいま

す。」

(2運)「これはその人形です。母がそれをわたしにくれまし

た。」

⑤ 「これは母がわたしにくれた人形です。」
(3〔)「 これは長い手紙です。それはわたしの姉[妹]に よっ

て書かれました。」

⑤ 「これはわたしの姉[妹 ]に よって書かれた長い手紙で
す。」

(4〔)「男性がわたしに道をたずねました。彼はわたしには

見知らぬ人でした。」

① 「わたしには見知らぬ人だった男性がわたしに道をた

ずねました。」

(5)① 「その女の子はメアリーです。わたしはきのう,公園

で彼女に会いました。」

⑤ 「わたしがきのう公園で会った女の子はメアリーで

す。」

(αЭ⑤ 「わたしは向こうで歌っている女の子を知っていま

す。」 *分詞句から関係代名詞節への書きかえ。

(7C短)「大阪に住んでいるあなたの友達があした,再びあ

なたに電話をかけるでしょう。」 *分詞句から関係

代名詞節への書きかえ。

(8XЭ⑥ 「京都は長い歴史を持つ都市です。」*前置詞句から
関係代名詞節への書きかえ。

れたケーキ」と考える。

(6)「…の1つ」one of…

(4)「スをβへ招待する」invite 4 to B

(6)「彼女が好きな外国人の男性」と「最近来日した有名な

ピアニスト」の両方の部分に関係代名詞節を用いる。

(1) The cake which[that] was made by my mother was good.

(2) The library that we visit has many books.
(3) (Do you know) the name of the scientist who invented it?
(4) (This is) a bird that you can see only (in Japan.)
(5) There were few people who were able to finish this work.
(6) (Canada) is one of the countries that I (want to visit.)
(7) (The problem) has one important point that we should (solve.)

ロ

G圏調D
(1)byに着目し,「母が作ったケーキ」→「母によって作ら

□団田D
(1)「…すぎる」tα)・

(2)「スをBへ連れていく」takeス to β

(3)「 (看を)かける」は「建てる」と考える.

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

The hat[cap] which I bought yesterday was too big for me.

He is the kind police officer who took us to the station.

The bridge which is[can be] seen over there was built last year.

[The bridge which we[you](can) see over there was built last year.]

The man whom I met[saw] there invited me to his house.

That is the man who told[showed] me the way.

The foreign man whom she likes is a famous pianist who came to Japan recently

39 -関係代名詞(主格。目的格)一
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練成問題

(1) They are the guests / my parents invited to the party. (whom)

(2) The problem / he solved was very difficult. (which)

(3) He is one of my friends i I played with. (whom)

(4) The car / my brother bought last year often breaks down. (which)

(5) This is the bike i he spoke of often. (which)

畷騒藩勝
接触節は, 目的格の関係代名詞を省略した形《先行詞+主

語+動詞～》なので,先行詞にあたる(代 )名詞とそれに続く

《主語+動詞～》の間に目的格の関係代名詞が省略されてい

る。

(1)「彼らはわたしの両親がパーティーに招待したお客です。」

(3)「彼はわたしがいっしょに遊んだ友達の1人です。」

(5)「これが彼がよく話していた自転車です。」*前置詞(こ

こではof)の 目的語の働きをする関係代名詞。

(2)「彼が解いた問題はとても難しかった。」

(1)

(2)

(3)

(That is) the dog all my famiiy love.

I'lI show you the pictures I took (in Kyoto.)

The building we can see over there is our school.

,/ Pso

2

口□霊D
(1)「わたしは大を飼っています。そのしっぽは長い。」

→「わたしはしっぼが長い犬を飼っています。」 *its

=a dogに 着目する。a dogを 先行詞とし,itsを 所有

格の関係代名詞whoseに かえ,先行詞に続ける。

(2)「木々はとても美しい。それらの葉は紅葉している。」

→「葉が紅葉している木々はとても美しい。」*their

*前置詞 (こ こではwLh)の 目的語の働きをする関係代

名詞。

(4)「わたしの兄[弟]が去年買った車はよく故障します。」

(3)「わたしは辞書を探しています。その表紙は青色です。」

→「わたしは表紙が青色の辞書を探しています。」*its

=a dictionaryな ので,a dictionaryを 先行詞とする。

(4)「あちらは芸術家です。彼女の名前は世界中で知られて

います。」→「あちらは名前が世界中で知られている芸

術家です。」*her=an a■istな ので,an artistを

先行詞とする。

日園劃D
(1)「 うちの家族みんな」はmy allね milyで はなくall

myね milyの 話順。

3・

(1)

(2)

(3)

(4)

I have a dog whose tail is long.

The trees whose leaves have turned red are very beautiful.

I'm looking for a dictionary whose cover is blue.

That is an artist whose name is known all over the world.

=the treesな ので,the treesを 先行詞とする。

40
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(1)

(2)

(3)

I have a friend whose father is a famous baseball player

Do you see the dog whose ears are long?

The building whose wall is white is the new library.

C団謳D
(1)a iiendを 先行詞とし,「父親が有名な野球の選手であ

る友達」の部分に関係代名詞節を用いる。

(2)the dOgを先行詞とし,「長い耳をした大」の部分に関

日田鵬D
(1)曜奎墨■_壁量てし≧二塁_2子はタロウです。」*the bOy

が先行詞 《人》で,直後に動詞が続くことから,主格の

関係代名詞が入る。

(2)「これが彼女がきのうあなたへ送った手紙ですか。」

*the letterが先行詞 《入以外のもの》で,あ との動

詞(sent)の 目的語にあたることから,目 的格の関係

fに名詞が入る。

(3)「わたしが見かけた婦人はグリーンさんでした。」*the

womanが先行詞 《人》で,あ との動詞(saw)の 目的語

にあたることから,目 的格の関係代名詞が入る。

(4)「こちらが母親が偉大なピアニストである女の子です。」

編日題D
(1)「あちらが先週わたしがお父さんに会った男の子です

か。」 * Is that the boy? と I met llis father last

week.の 2文 を関係代名詞 whoseを用いて1文にした

ものと考える。whoseは それが修飾する名詞と結びつ

いた形 《whose+名詞》で用いることに注意する。

(2)「これがわたしが彼女について知っているすべてです。」

*先行詞が allなので,関係代名詞thatを 用いる。こ

の anは「すべてのこと[も の]」 という意味の代名詞。

(3)「これはわたしが今まで見た中で最も大きい動物です。」

*先行詞 animalに最上級 largestがついているので,

関係代名詞thatを 用いる。

(4)「あなたがきのうしたことをすべてわたしに話しなさ

い。」 *先行詞が ever"hingな ので,関係代名詞 that

係代名詞節を用いる。

(3)the buildingを 先行詞とし,「その白い壁の建物」の部

分に関係代名詞節を用いる。先行詞が文の主語であるこ

とに注意する。

女の子の母親」のように所有関係にあるので

格の関係代名詞が入る。

(5)「 目が青いねこがテーブルの下で眠っています。」

所 有

*a catが先行詞で,直後の名詞(eyes)と 「そのねこ

の目」のように所有関係にあるので,所有格の関係

代名詞が入る。

(6)「彼が先日あなたが話していた男性ですか。」

*《前置詞+関係代名詞》の形。the manが 先行詞

《人》。このofは spokeの あとに置くこともできる。

(7)「 これがかつてわたしが泳いだ川です。」

*《前置詞+関係代名詞》の形。the五verが先行詞 《人

以外のもの》。このinは swimの あとに置くことも

できる。

を用いる。

(5)「向こうで走っている男の子と大を見て。」*先行詞 the

boy and the dogが 《人》,《人以外のもの》の両方を

含んでいるので,関係代名詞 thatを 用いる。

(6)「これはその有名なピアニストが生まれた家です。」

*《前置詞 +関係代名詞》の形。the houseが 先行詞

《人以外のもの》。このinは bornの あとに置くこと

もできる。関係代名詞 thatは 《前置詞+関係代名詞》

の形では用いることができない。

(7)「 ここがその有名な歌手がかつて滞在したホテルです。」

*《前置詞 +関係代名詞》の形。「〔ホテル〕に滞在す

る」は stay at・・・なので atが必要となる。この at

はstayの あとに置くこともできる。

*the girlが 先行詞で,直後の名詞(mother)と 「その

(1)ア

(6)イ

(2)イ

(7)ア

(3)イ (4)イ (5)ウ

(1)

(6)

who

whom

(2)

(7)

which

which

13)whOm (4) whose (5) whose
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(1)whOse tOp[summit],with(2)that

(4)whOm[that],with    (5)whoseねther

(3) I wanted to
(6) do everything, wanted

左墜墨生

/P53

暉認畷D
(10 「これはきのう彼によっ

① 「これはきのう彼が撮った写真です。」*接触節。
(2XЭ 「緑色の屋根の家が見えますか。」

① 「屋根が緑色の家が見えますか。」

□回田D
(1)「雪をいただいた」→「頂上が雪でおおわれた」と考える。

(2)先行詞 girlに the firstが ついているので,関係代名詞

はふつうthatを用いる。

(3)「わたしが会いたかったその人は不在でした」という英

文を完成する。空所の数から判断し,接触節(目 的格の

関係代名詞を省略した形)で表す。

ロ

(4)「…といっしよに遊ぶ」はplay with… なのでwithが

必要となる。

(5)「わたしには父親が有名な俳優であるクラスメートがい

ます。」という英文を完成する。

(6)関 係代名詞節中の動詞が過去形 (wanted)に なること

に注意する。everythingは allも 可。

とがありません。」

CI「 これはわたしが今までに見た中で最もかわいい人形

です.」

17)11「わたしたちはその家を訪れました。彼はその家で′L

まれました。」

0 「わたしたちは彼が生まれた家を訪れましたc」

(8,「)0 「わたしにはいっしょに遊ぶ友達がいませんこ」
*不定詞句から関係代名詞節への書きかえ。

(9)● 彼はみんなに知られた偉大な芸術家です
`」

⑤ 「彼はみんなが知っている偉大な芸術家です。」
*接触節。

(10に)「わたしは4つの季節の中で春が1番好きです。」

⑤ 「春は4つの季節の中でわたしが 1番好きな季節で

す。」*接触節。

られた写真です。」

①

(3)①

(4XЭ

⑥

(50

⑤

(60

日

「女性がドアのところであなたを待っています。彼女

は長い髪をしていますこ」

「髪の長い女性がドアのところであなたを待っていま

す。」

「わたしはスミスと名づけられた老人を知っていますt」

「わたしは名前がスミスという老人を知っています。」

「彼は歌手です。多くの人々が彼の歌を愛しています。」

「彼は多くの人々に歌が愛されている歌手です。」

「わたしはこのようにかわいい人形を今までに見たこ

(1) he took
(4) whose name
(7) in which

0o) I like best[most]

(2) whose roof
(5) whose, are loved
(8) with whom

whose hair
prettiest doll that, ever

everybody knows

(3)

(6)

(9)

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

This is a word whose meaning I don't know.

He didn't have to pay them all the money he had.

Is there anything I can do for you?

(Such TV programs are useful for you to) know more about the world you live in.

This is the coldest winter I have ever had.

English is not the only language we should learn.

All you have to do is wash the dishes.

What is the price of that book she took much time (to write?)
(The) pen I am writing with is the one I was given by my uncle.

一関係代名詞(接触節・所有格)- 42
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解説

■

(2)「あり金すべて」→「彼が持っていたすべての金」と考

える。 *payは 第4文型(SV00)を とることができる

動詞である。

(5)「 これはわたしが今までに経験した中で最も寒い冬で

す。」という英文を完成させる。

(6)「英語はわたしたちが学ぶべきただ1つの言葉ではあり

ません。」という英文を完成させる。

(7)「あなたがしなければならないすべてのことは皿を洗う

C回劃D
(3)「わたしが初めて読んだ英語の本」→「わたしが読んだ

ことです。」という文を完成させる。

(8)muchは「多くの時間」の部分で用いるので,「…はい

くらですか。」はHOw much… ?が使えない。そこで

「…の価格は何ですか。」と考えてWhat is the p五 ce

of…?とする

(9)「 わたしが書いているベン」は,「…で書く」が write

with・…なのでwithを 用いて表す。ここでは関係代名

詞が省略されているので 《前置詞十関係代名詞》の形は

とれない。

最初の英語の本」と考える。

(1) A[The] boy whose name was John came to see[meet] me yesterday
(2) (Please) Show me the box (which[that]) you made yesterday.
(3) This is the first English book (that) I read.

(4) This is all the money (that) I have (with me) now.

43 -関係代名詞(接触節。所有格)一



P54へ 5́7

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(I don't know) where my camera is.

(Do you know) when she decided to be a teacher?

(I don't know) what is in the room.

(Do you know) what subject he likes best?

(Do you know) how long they have been friends?
(I don't know) how old your grandfather is.
(Do you know) how many languages there are in India?
(I wonder) what made him angry.

(I wonder) who made such a mistake.

練成問題  ._‐ ___.___

∠」壁=

…(1)「わたしは自分のカメラがどこにあるか知りません。」
*間接疑問文は 《疑間詞+主語+動詞》の語順。主節が

平叙文なので,文末は終止符となる。

(2)「あなたは彼女がいつ教師になろうと決心したか知っ

ていますか。」 *間接疑間文は平叙文の形になるので,

didが不要となることに注意。主節が疑問文なので,文

末は疑間符となる。

(3)「わたしはその部屋の中に何があるか知りません。」

*疑問詞が主語の疑間文は,間接疑間文にしても語順は

変わらない。

(4)「あなたは彼が 1番好きなのは何の教科か知っています

か。」

…(2)「4がどのようなものか」はwhatス is likeで 表す。

C田慶D
(1)「わたしは彼がわたしにあの店で何を買ったかを聞くと

思います。」

*《what+名詞》の部分は間接疑間文になってもその

ままである。

(5)「あなたはどれくらいの間彼らが友達でいるか知ってい

ますか。」 *《how+形容詞[副詞]》 の部分は間接疑問

文になってもそのままである。

「わたしはあなたのおじいさんが何歳か知りません。」

「あなたはインドにはいくつの言語があるか知っていま

すか。」

(8)「何が彼を怒らせたのだろうか。」 *疑問詞が主語の疑問

文。

(9)「だれがそのような間違いをしたのだろうか。」

(5)時制の一致で wasと なることに注意。

(2)「 ロバートはジェーンにどこでその本を見つけられるの

かたずねました。」

(3)「わたしはその湖がどれくらい深いか知りません。」

(6)

(7)

*疑間詞が主語の疑問文。

(1)

(4)

where she lives

what is in
(2)

(5)

what it is
know who was in

(3) wondering why

・2

3

(1)エ

(6)ウ

(2)エ

(7)イ

(3)イ (4)エ (5)ウ
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*《how+形容詞[副詞]》「どれくらい…」

(4)「わたしたちはだれがそのようなことをしたのか知りま

せん。」

(5)「いつその事故が起きたのかわたしに教えてくれません

か。」

…(3)「 ―に遅れる」be lateお r

(6)「 わたしは彼女がお金をいくら持っているのか知りま

(71

せん。」 *お 金の量をたずねる場合は,how much

moneyで表す。

「あなたはわたしが何歳だと思いますか。」*疑間詞を文

頭に置いた間接疑問文。

(5)「どちらの道」which way

(6)「…かしら」はI wonderの うしろに間接疑間文を続ける。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

I don't know who painted the picture.

I don't know how long they are going to stay in Japan.

Do you know why Mike was late for school this morning?

I don't know who that tall man is.

I didn't know which way I should take.

I wonder why he said such a thing.

匡 ■

(1)

(2)

(3)

(4)

No one knows where

wonder who is interested in

many languages are spoken * are spoken it they speak 6II"
What do you think

0回ヨD
(1,「だれも…ない」はno oneを 用いる。no oneは単歎扱

いであることに注意する。

(2, 疑問詞whoは単教扱いであることに注意する。

ロ

旧日題D
(1)「 どこでわたしはあなたに会いましたか。わたしはそれ

を覚えていません。」→「わたしはどこであなたに会っ

たか覚えていません。」

(2)「あなたはどのようにしてそれを見つけましたか。わた

しに教えてください。」―。「あなたがどのようにしてそ

13)

*「…に興味がある」be interested in…

how many languagesは 複数扱い。

「何を…と思いますか。」に対して「はい /いいえ」で答

えられないので,疑問詞 whatは文頭に置く。

(4)

れを見つけたかわたしに教えてください。」

(3'C 「彼はいつ帰宅しましたか。わたしはそれを知りませ

ん。」

6 「わたしは彼がいつ帰宅したのか知りません。」
(4C)「 わたしは彼の名前を知りません。」

⑤ 「わたしは彼がだれであるか知りません。」

(1)

(2)

(3)

(6)

(9)

02

I don't remember where I met you.

Please tell me how you found it.
he came (4) who he

how old (7) when, born

what, means 0o) how long

why,laughed

(5) lives
(8) when, where

01) why
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(5)○  「あなたはベティーの住所を知っていますか。」
① 「あなたはベティーがどこに住んでいるか知っていま

すか。」

(6)C,「わたしはあなたのお父さんの年齢を知りません,」

⑤ 「わたしはあなたのお父さんが何歳か知りません。」
(7)①  「わたしは彼の誕生日を知りません。」
⑤ 「わたしは彼がいつ生まれたのか知りません。」
*「生まれる」be born

(8XЭ 「あなたの誕生の日にちと場所をわたしに教えてくだ

さい。」

IЭ 「あなたがいつどこで生まれたのかわたしに教えてく

ださい。」

(9て)「あなたはこの言葉の意味を知っていますか。」

(1)「だれの本」whose book

(3)「…に出発する」leaveお r…

(4)「わたしは…かわからない」はI have no ideaの うし

ろに間接疑問文を続ける。

(5)「 どんなに空腹か」how hungry

a田調D
(lX3)主節の時制に合わせて,間接疑問文中の時制も過去と

することに注意する。(3)では助動詞の過去形を用いる。

(4)「 ―が～するのに 〔時間が〕・̈かかる。」《It takes十 人

⑤ 「あなたはこの言葉が何を意味するか知っていますか。」
⑩③

⑤

「あなたはそこに着くまでにかかる時間を調べられま

すか。」*find out「調べる」

「あなたはそこに着くまでにどれくらいかかるか調べ

日

られますか。」

任1て)「あなたの欠席の理由を先生に教えなさい。」

*the reason for…・「…の理由」

① 「あなたがなぜ欠席したか先生に教えなさい。」
021〔 )「わたしは彼があのように笑うのを理解できませんで

した。」

① 「わたしはなぜ彼があのように笑うのか理解できませ
んでした。」

*時制の一致で laughedと なることに注意。

+時間+to～ .》

15,「はい /い いえ」で答えられないので,疑間詞は文頭に

置く,

■1■

(1) Do you know whose book this is?

(2) (Do you know) when our teacher will come back (from Canada?)
(3) I don't know what time he left for New York.
(4) I have no idea what you are talking about.
(5) (She) bought a hamburger for the boy when she knew how hungry he was.

(6) (Do you know) what day of the week is good for (visiting the museum?)
(7) What time do you think he will arrive here?

(8) What do you think has happened to (him?)

(6)「何曜日」what day ofthe week

(7)「はいノいいえ」で答えられないので,疑問詞は文頭に

置く。

(8)「彼はどうなった」→「何が彼に起こった」と考える。

*「〔事件などが〕…に起こる」happen to…

(1) He asked me what time it was.

(2) (Please) Tell me who wrote this book.

(3) He did not[didn'tj tell us when he would return[come back].
(4) (Tell me) how many minutes it took you to finish (your homework.)
(5) How old do you think he will be next month?

―間接疑間文- 46
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P58～61

「 練成問題 ・

(1)

(4)

(7)

00)

03)

wasn't she

won't you

did he

shall we

will you

doesn't he

hasn't she

can it
will[won't]you

is there

don't you

are they

have you

will[won't] you

has he

(2)

(5)

(8)

(lD

04)

(3)

(6)

(9)

02)

OD

匡 1

匿■亘二 3

□置霞D
(1)「あなたのお姉[妹]さ んは大学生でしたよね。」*肯定文

なので,否定の疑間形をつける。

(2)「伊藤さんには友達がたくさんいますよね。」*主語が男

性なので,代名詞heを用いる。

(3)「あなたは中華料理が好きですよね。」

(4)「あなたはまた来ますよね。」

(5)「その女の子は宿題が終わっていますよね。」

(6)「あの男の子たちは兄弟ではありませんよね。」*否定文

なので,肯定の疑問形をつける。

(7)「ベンは来ませんでしたよね。」

(8)「彼の話は真実であるはずがないですよね。」

■回訓D
(lЮX4X5, 肯定文なので.否定の疑間形をつける.

(9)「あなたはきょうの新聞を読んでいませんよね。」

(0「チェスをしましょうよ。」*Let.sの文の付加疑間文は

shan we?を つける。

(1」 「ドアを開けてください。」 *命令文の付加疑間文は

w■lEwon't]you?を つける。

(1,「急いで学校へ行ってください。」

09「今, ビアノを弾かないでください。」*否定命令文の付

加疑問文はwill you?を つける。

(14)「ポットの中に水は入っていませんよね。」*noを 用い

た否定文。

(15)「彼は以前に1度 もスペインヘ行ったことがありません

よね。」*neverを用いた否定文。

(2X6)否定文なので,肯定の疑間形をつける。

形はふつう短縮形を用いる。

2

…否定疑問文では.否定の疑間形を文頭に置き.否定の疑問

(1)

(2)

(3)

Isn't she a teenager? - No, she isn't.

Wasn't your mother in the kitchen? - Yes, she was.

Doesn't your brother Iike math? - Yes, he does.

(1)

(4)

(7)

isn't it

didn't he

shall we

(2) was it
(5) can't she

(3)

(6)

don't you

have you

(1)

(4)

(7)

Aren't you

Didn't you

Haven't you

Wasn't he

Can't Ken

Haven't your students

Doesn't her lnother

Won't it

(2)

(5)

(8)

(3)

(6)

47
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(4) Didn't Mr. Yamada read the letter? - No, he didn't.
(5) Shouldn't young people help old people? - Yes, they should.

(6) Can't these birds f1y? - No, they can't.

17) Hasn't he finished his job? - No, he hasn't.
(8) Haven't you heard the news of the accident? - Yes, I[we] have.

口西日D
肯定文から否定疑問文を作るには,短縮形を用いて否定文

を作ってからその短縮形を文頭に出すか,疑問文を作ってか

ら文頭を否定の短縮形にすればよい。疑問文に対する答え

は,肯定であればYes,否定であればNoである。

(1)「彼女はテイーンエイジャーでないのですか。」

―「はい,テ ィーンエイジャーではありません。」

(2)「あなたのお母さんは台所にいなかったのですか。」

―「いいえ, いました。」

(3)「 あなたのお兄[弟 ]さ んは数学が好きではないのです

か。」一「いいえ,好きです。」

(4)「山田さんはその手紙を読まなかったのですか。」

―「はい,読みませんでした。」

15)「若者は老人を助けるべきではないのですか^」 ―「いい

え,助けるべきです
`」

(6)「これらの鳥は飛べないのですか。」―「はい,飛べませ

んc」

(7)「彼は自分の仕事を終えていないのですか.」 ―「はい.

終えていません,」

18)「あなた(た ち)は その事故のニュースを聞いていないの

ですか。」一「いいえ,聞 きましたe」

(1)イ

(6)イ

01) フア

(2)エ

(7)ウ

(3)イ

(8)ウ

(4)ア

(9)ア

(5)イ

(10)ウ

■

硼□霊お
(1)「彼らはいっしょに歌っていましたよね。」

(2)「佐藤さんは去年,フ ランスヘ行きましたよね。」

(3)「あなたはトマトが好きではありませんよね。」

14)「 わたしの父とあなたのお父さんは 10年間ずっと友達

ですよね。」

(5)「パーティーに行きましょうよ。」

(6)「ステレオを消してくれませんか。」*turn o∬ …「…

を消す」

(7)「マイクは来月.15歳になりますよね。」

(8)「あなたは学校に来ませんでしたよね。」―「いいえ,来

…(1)「いとこ」cousin
(4)Why dOn't you～ ?「～してはどうですか。」

ました。」

(9)「デイズニーランドヘ行きませんか。楽しみましょう。」

*Why don't we～ ?「 (いっしょに)～ しませんか。」

(10)「良夫,放課後サッカーをするのはどうですか。」一「そ

うしま1ン よう0」 *Why not?「そうしましょう。」は提

案や勧誘などに同意するときに用いる。

(H)「わたしたちは旅行中,すばらしい時間を過ごしました。」

―「そうだったのですか。わたしはそれを聞いてうれし

いです。」*あいづち表現の 1つ。相手の発言に対し,

肯定文には肯定の.否定文には否定の疑間形を用いる。

(5)「 しましたよ」と肯定なので,付加疑間文に対しYesを

用いて答える。

■

■

(1)cousins,aren't you

(4)Why

aunt, didn't she

didn't, did, Yes, did

(3) Pass, will[won't] you(2)

(5)

―付加疑間文・否定疑問文 - 48
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L亘菫二日

(1) shall we

(4) about swimming

(2)didn't he (3) Why,we

□圏圏D
(1て)「映画へ行くのはどうですか。」

*How about～mg?「～するのはどうですか。」

⑤ 「映画へ行きましょうよ。」

(2()「 わたしは次郎が授業中にその物語をとても上手に読

んだと思います。あなたはそうは思わないですか。」

⑤ 「次郎は授業中にその物語をとても上手に読みました

よね。」

(3(⊃ 「そこへ行きましょう。」

⑤ 「そこへ行きませんか。」

(4XD「今.わたしたちと泳ぎませんか。」

0 「今, わたしたちと泳ぐのはどうですか。」

■

日

(l) Your mother is going to America, isn't she?

(2) You didn't take breakfast this morning, did you?

(3) Isn't there a post office around here?

(4) How long haven't you seen your parents?
(5) Why don't you go shopping (this afternoon?)

a団劃D
(4)疑問詞 How longの うしろに否定疑問文を続ける。

(l) Your school was built fifteen years ago, wasn't it?

[Your school is fifteen years old, isn't it?]
(2) She doesn't know (that) you can[are able to] speak French, does she?

(3) Hasn't it stopped raining yet?

(4) Why didn't he come to the party?

G囲ヨD
(4)疑問詞 Whyの うしろに否定疑問文を続ける。

49 -付加疑間文・否定疑間文―



P62´・ヽ65

(1) classes

(6) countries

01) knives

06) mice

(2) boxes

(7) dictionaries

02) thieves

07) men

(3) foxes

(8) monkeys

03) wolves

08) oxen

(4)benches

(9)photos

(14)belie角

09) deer

(5) stomachs

0o) tomatoes

05) teeth

Qo) sheep

1

□回田D
(1)～(4)語尾がs,sh.ch,xの語はesをつけて複数形にする。

(5)stomachは話尾が chだが[k]と 発音するので,複数形

にするにはただ sをつける。

(6X7)語尾が 《子音字+y》 の語は,yを iにかえてesを

つけて複数形にする。

(8)語尾が 《母音字+y》 の語を複数形にするにはただsを

つける。

(9X10)語尾が oの語はesを つけて複数形にする。radio.

2

□圏証D
不可算名詞である物質名詞の分量を表すときには,可算名

詞である容器や形状を表す語を用いて 《a・…of+物質名詞》

の形で表し,数えるときには 《…》の部分の語を複数形にす

る。

…(1)「わたしはそこへ行くのに3台バスに乗りました。」
*threeが かかるので複数形にする。

(2)「彼女は夕食後,すべてのお皿を洗いました。」*allが

かかるので複数形にする。

(3)「 この町には教会が 2つあります。」

(4)「 これらの腕時計は日本製です。」 *theseがかかるの

で複数形にする。

photoな どは語尾が oの話だが,複数形にするには

例外的にsだけをつける。

(11)～ (13)語尾が f,お の語は fや お をvesに かえて複数形

にする。

(14)roof,behefは ,複数形にするには例外的にsだけをつ

ける。

(15)～ (18)複数形が不規則なもの。

09図)deer,sheepは単複同形。

(lX2)紅茶やコーヒーなどはcupま たはglassを使う。

(3)チ ョークはpieceを 用いて量を表す。

(5)dassの 複数形は glasses。

(6X7)紙 の場合,紙 きれなどはpieceを 使い,A4や B5な

どの規格紙は sheetを使う。

3

∠豊二

ti4,■ ―|

(5)

(6)

(7)

(8)

「きのう,この病院で5人の赤ちゃんが生まれました。」

「東京は世界で最も大きな都市の1つです。」*《 One Of

+複数形》「…の1つ」

「わたしはおじから多くのおもしろい話を聞きました。」

*manyがかかるので複数形にする。

「彼女はスーパーマーケットでジャガイモを5個買いま

した。」

「わたしの家にはラジオが3台あります。」

(1) cup[glass]

(6) piece

(2) cups[giasses] (3) piece

(7) sheets[pieces]

(4) glass (5) glasses

(1)

(6)

(11)

(16)

(2)

(7)

(12)

(10

(3)

(8)

00

08)

(4)

(9)

(14)

(19

(5)

(10)

(19

20

buses

cities

lives

children

dishes

stories

wives

Japanese

churches

potatoes

roofs

boys'

watches

radios

feet

hours'

babies

leaves

geese

glasses
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(10) 「11月 下旬にわたしたちは嵐山を訪れました。本のすべ

ての葉が赤や黄色でした。」

「その自動車事故で3人の命が失われました。」

「2人の夫人がそのレストランで彼女たちの夫に会いま

した。」

「向こうにいくつかの白い屋根を見ることができます。」

*someがかかるので複数形にする。

「このロープは10フ イートの長さです。」*おotは長

さの単位としての意味もある。1おotは 80.48cm。 《数

詞+単位を表す名詞+long》 で「長さが…ある」とい

う意味。

「湖にいるあれらのガチョウを見て。」

「そのとき,公園で何人の子供が遊んでいましたか。」

*《How many+複数形…
'》

「毎年,多 くの日本人が海外旅行をします。」

「彼は男子高の先生です。」*sで終わる複数形の所有格

はアポストロフィだけつける。

「ここから動物園まで2時間のドライブです。」

「彼は本を読むとき,いつもめがねをかけます。」*対を

なすものを表す場合は 《a pair of+複 数形》を用いる(,

{4)「月」も「地球」もただ1つ しかないので,その前には

theをつける。

(5)the sick=sick peOpleで ある。

(6)《the+姓の複数形》で「…一家」という意味。

OD

l10
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4

(1)わたしの両親は同じ年齢です。

(2)彼は 1年に20万 ドル以上稼ぎます。

(3)あ なたの外出中に原さんという人があなたに会いに来ました。

(4)月 は地球の周りを回っています。

(5)看護師は病人を世話する人です。

(6)ブ ラウンー家は去年, 日本に来ました。

■田田D
(1)こ こでのanは「同じ(=the same)」 という意味。

(2)こ こでのaは「…につき」という意味。

(3)《a+固有名詞(人名)》 で「…という名の人」という意味̀
,

匡 |■

(1)

(6)

ladies'

silence

(2)

(7)

meanrng

pianist
(3)

(8)

death

actor

(4) happiness (5) beauty

…(2)8ee「 見る」.8tht「視力」は動同一 名詞の関係.
nlean「意味する」の名詞形を書く.

(3)ヽ西「高い」.haght「高さ」は形容詞―名詞の関係。

よ颯d「死んでいる」の名詞形を書く.

(4)dlme“ nt「違う」.d16emm∝「違い」は形容詞 ― 名

詞の関係.hppyの名諷形を書く。

(5)true「真実の」.tnth「真実」は形容詞― 名詞の関

ロ

(3)「たった 10分の歩行距離です。」と考える。

51 -名詞・冠詞―

係。beautrulの名詞形を書く。

(6)■ee「 自由な」,freedom「 自由」は形容詞 ― 名詞の

関係。silent「 静かな」の名詞形を書く。

(7)art「芸術」,arじおt「芸術家」の関係なので,plaЮ「ピア

ノ」,pianist「ピアニスト(=ピアノを弾く人)」 になる。

(3)wOrk「働く」,worker「 労働者(=働 く人)」 の関係な

ので,act「演じる」,actor「 俳優(=演 じる人)」 にな

る。語尾が orに なるので注意する。

(1)

(4)

(7)

parr

girls'

French

12) glass[cup] of (3) minutes'
(6) cut, a piece(5)an

(7)国民全イ本を指す場合は《the+国籍を表す形容詞》を使う。

発展問題



日

(1)イ (2)キ (3)工 (4)エ

□

G田畷D
(1)正 しくは,sun→ the sun *「太陽」は1つ しかな

いので,その前にはtheを つける。「あなたは太陽は東

から昇り,西へ沈むことを知っていますか。」

(2)正 しくは,them→ it *mathematics「 数学」は単

数扱いなので,代名詞はitで受ける。「わたしは数学が

まったく好きではありません。事実,わたしはそれが大

頓田畷D
(1運)「わたしの父はとても上手に料理します。」

① 「わたしの父はとても上手に料理をする人です。」
(2〔)「わたしにとって彼の事務所を見つけることは簡単で

した。」

① 「わたしは彼の事務所を見つけるのにまったく苦労し
ませんでした。」 *have no difficulty(in)～ ing

「～することにまったく苦労しない」

(3〔)「あなたの計画はわたしたちのものとは少し違ってい

ます。」*ours=our plan

⑤ 「あなたの計画とわたしたちのものとの間には少し違
いがあります。」 *difference between 4 and B

「スとBの間の違い[差 ]」

(4Э① 「彼らは30分でその公園に着きました。」

ロ

□田慶D
ここにインドの地図があります。インドはアジアで最も大

きな国の1つです。北部にはヒマラヤ山脈があります。イン

ドの中部にはデリーがあります。デリーはインドの首都です。

デリーには飛行機で行くことができます。わたしは去年の夏

にデリーヘ来ました。最初はここではだれも知り合いがいま

せんでしたが,今ではたくさんの友達がいます。彼らの中に,

嫌いです。」

(3)正 しくは,111→ illness *前 置詞ofの うしろなので

名詞になる。「きのう,彼女は病気のため学校を欠席し

ました。」

(4)正しくは,sugars→ sugar *「砂糖」は物質名詞な

ので複数形にできない。「わたしは砂糖が2さ じ入った

紅茶を1杯いただきたい。」

⑤

(5Ю

(6Ю⑥

(7Ю

⑤

*「30分」はhalf an hourと 表すこともできる。

「わたしは以前 1度 もこの都市を訪れたことはありま

せん。」

「これがこの都市へのわたしの最初の訪間です。」

「彼女は親切にもわたしに道を教えてくれました。」

*have the kindness to～ 「親切に～してくれる」

「わたしは彼が仕事で成功することを確信しています。」

「わたしは仕事での彼の成功を確信しています。」

*be sure of…「…を確信する」

「大統領は女王の誕生日パーテイーに招待されまし

た。」

「女王は大統領に彼女の誕生日パーテイーヘの招待状

を送りました。」

①

(8Ю

わたしが1番好きな誠実な学生が1人います。わたしたちは

時 ,々テニスをしますし,彼はピアノを演奏したりもします。

② 方角を表す語にはtheを つける。
C)山脈の名称にはtheを つける。

⑥ atfirst「 最初に」

⑨ スポーツ名は無冠詞。
⑩ 楽器の前にはtheを つける。

(1) good cook

(4) half, hour
(7) success

(2)

(5)

(8)

difficulty

first visit

an invitation

(3)

(6)

difference between

kindness

ｔｈ
　
田

③

③

④

⑨

⑤

⑩

①

⑥

the

×

②

⑦

the

a

the

×

×

the
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ロ

(1)

(2)

(3)

(My brother) cleans his room once a week.

How many cups[glasses] of coffee did he have?

Five minutes'walk took us to the station.

C団田D
(1)「 1回」onte

(2)「何杯の一」は《How man,Cupe[gh3sett of… ?)で

表す。

(3)「 5分間の徒歩がわたしたちを駅へ連れていった。」とい

う文を完成する。

53 -名詞・冠詞一



P66´ヽ́69

1

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

It is difficult for me to speak good English.

It is easy for little children to read the book.

It was kind of her to show me the way to the station.

I found it important to help old people.

I think it good for the health to take exercise every day

∠」型二

卜●夕|・
~

編日曜D
(1)「わたしにとって上手な英語を話すことは難しい。」

*形式主語itを用い,It… おr― to～ .「―にとって

～するのは…だ。」の形にする。

(2)「小さな子供たちにとってその本を読むことは簡単です。」

(3)「駅へ行く道を教えてくれたとは彼女は親切でした。」*形

式主語 itを用い,形容詞klndが人の性質を表すので,

2

…(2)「おのおの」はe∝ho eachは単議扱い。
(3)「みな」はaLこ こでのanは く人〉を表すので複数教い。

(4)「 2人のうちのどちらか 1人」はeitheぉ dtherは単獄

3

目田腱D
(1)「 その公園はその美しい花園で有名です。」*itの所有

格 itso The parkを 受けている。

(2)「けさ,通学途中でわたしは旧友に会いました。」

*「 わたしの旧友」はmy old ibndま たはan old

■iend of mineで 表すことができる。

(3)「テープルの上のフルーツをご自由にお食べください。」

*help oneser to…・「…を自由にとって食べる」

(4)「 ここの気温は札幌の気温より高い。」

*同 じ名詞の繰り返しを避けるthat。 ここではthe

It… of― to～ 。「―が～するのは…だ。」の形にする。

(4)「老人を助けることは重要だということがわかりまし

た。」*形式目的語 itを用い.ind it… to～「～する

ことが…とわかる」の形にする。

(5)「毎日運動するのは健康によいと思います。」

*think it… to～「～することは…と思う」

扱い。

(5X6)「 2人 とも…ない」はneithero neitherは単数扱い。

(7X8)《全部・全体を意味する語+否定語》で部分否定を表す。

(9)「～のものもあれ|よ …のものもある」∞me～ ,others・

(5)

(6)

(7)

temperatureを 表す。

「わたしは自分のかばんをなくしてしまいました。わた

しは1個買わなければなりません。」 *前出の名詞を受

ける不定代名詞 one。 ここではa bagを表す。

「もし鉛筆が必要ならば,ナ ンシーは鉛筆を借りること

ができます。」

「わたしはこのドレスは好きではありません。青いのを

見せてください。」

「青い帽子はありますか。― いいえ, しかし白いのが

いくつかあります。」 *前出の名詞を受ける不定代名詞
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(1)

(4)

(7)

another

Either, is

didn't, all

(2)

(5)

(8)

Each, has

Neither

Both, are

(3)

(6)

(9)

Al1, are

Neither, is

Some, others[some]

(1)イ

(6)ア

(lD ウ

(2)ウ

(7)エ

0の  ラ7

(3)イ

(8)イ

(13)ウ

(4)イ

(9)ウ

(14)エ

ア
　
ア
　
イ

同

０

０

(8)

|||‐1lM代名詞

[ 練成問題



oneは,複数のものを表す場合には複数形 onesを 用い

る。

(9)「 この帽子はわたしには大きすぎます。

ください。」

もう1つ見せて

(10)「理論と実践は別物です。」*И is one thing,(and)

B is another.「 スとBは別のことだ。」

(H)「彼には車が2台あります。1台は黒でもう1台は赤です。」

*the other「 (2つのうち)他方」

(12)「ニックは3匹のねこを飼っています。 1匹は黒で,他

は自です。」*the cthers「他の全部」

(13)「女の子たちのそれぞれが人形を持っています。」

*hasに着日し単数扱いの不定代名詞を選ぶ。

(10「わたしの友人の1人は,英語をとても上手に話します。」

*one ofの後には複数を表す(代)名詞が続き,単数扱

いである。

(15)「今夜,テ レビで何かよいものはありますか。」

*anythingの ような‐thing形の代名詞を形容詞が修

飾する場合は 《―thing+形 容詞》の語順をとる。

Lli:壺111___■

□■ヽロ

(lX〕C)

(2XЭЭ

(3XЭ

①

(4Ю

⑤

□理田D
(5)「心の中で思った」‐「自分自身に対して言った」と考

える。

(6)「 自分の力で」by oneser

OO「お互い」e“h otha

(14)「…だそうだ。」It is said(that)・ ….

(15)「自己紹介する」introduce oneser

(16)こ こでのallは 《物事》を表すので単数扱いとなること

に注意する。

に 〔お金が〕・̈かかる。」という意味。なお,cost

はcost― cost― costと 活用する。

(5て)「知っていることは教えることとは違います。」

⑤ 「知っていることと教えることは別のことです。」
(6運邁)「彼はその家をひとりで建てました。」

(常Э⑥ 「そのビアニストは来月, 日本に来るそうです。」
(8〔)「わたしの家族の子供はみな野球ファンです。」

⑥ 「わたしの家族の子供はみな野球が好きです。」
*evewは ,《every+単数名詞》の形で用い,「す

べての…」の意味を表す。《every+単数名詞》は

単数扱い。

(9て)「激しい雨のためにわたしたちは運動会を開催するこ

とができませんでした。」

|「先週は雨が降りませんでした。」《天候》を表す it

を用いて書きかえる。

|「わたしはきのう,楽 しみました。」

*enJoy oneself「 楽しむ」

「わたしはこの仕事を3日で終わらせました。」

「わたしがこの仕事を終えるのに3日 かかりました。」

*《 It takes十 人+時間+to～ .》「―が～するのに

〔時間が〕…かかる。」

「わたしはこのグロープに5千円払いました。」

「わたしがこのグロープを買うのに5千円かかりまし

た。」

*《It costs+人 +金額+to～ .》 で「―が～するの

(1) something cold
(4\ How far is it
(7) All, are

(10) us, other

03) some, others

06) All[Everything], was

(2)

(5)

(8)

(11)

m

that
to myself

One, other

Either, has

It is said

(3) does it take
(6) by himself
(9) one, the others

0z) Neither,likes

0s) introduced himself in

(1) It did

(4) It cost

(7) It is

(2) enjoyed

(5) another
(8) child,likes

(3) took me

(6) by himself
(9) made it impossible

訳と解説

55 -代名詞―
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(1) It will take me an hour to finish (the work.)

\2) It is surprising that he can speak English so well.
(3) (I) think it important for you to tell (the truth.)
(4) The bananas in the box are better than those on the table.
(5) Please help yourself to as much milk as you like.

⑤ 「激しい雨はわたしたちが運動会を開催することを

不可能にしました。」*形式目的語 itを用い,make it

α圏調D
(2)「～であることは…だ。」は,形式主語 itを 用い,It is

…that～ .の形で表すことができる。

(3)「―が～することは…だと思う」は,形式目的語■を用

い,think t・ …おr― to～ の形で表すことができる。

lmpossible(br― )to～「(―が)～することを不可能に

する」とする。

(4)「 テーブルの上にあるバナナ」を,名 詞(こ こでは

bananas)の 繰り返しを避けるために代名詞を用いて表

す。複数なので代名詞はthoseを用いることに注意する。

(5)「 (あなたが)好きなだけ…」はas・…as you l■ eで表す。

一代名詞- 56



P70～ 73

練成問題

肛 1

|二産1_、 2

(1)イ

(6)イ

(11)ウ

(16)ウ

(2)

(7)

02)

ウ

エ

ア

(3)イ

(8)ア

(13)エ

(4)ア

(9)イ

0の  う7

イ
　
ア
　
ア

同

⑩

⑮

旧□塵D
(1)「 10月 は 1年の 10番 目の月です。」

(2)「その少女はかばんに数冊の本を持っています。」

*可算名詞が続くので数を表す形容詞を選ぶ。直前に a

があるので someは不可。

(3)「昨年の冬,た くさんの雪が降りましたか。」*不可算名

詞が続くので量を表す形容詞を選ぶ。

(4)「先月,あ まり雨が降りませんでした。」

*muchは 否定文で用いると「あまり…ない」という

意味を表す。

(5)「あなたは大阪に何人か友達がいますか。」*疑問文なの

で anyを 用いる。

(6)「彼らといっしょにダームをするのはとても楽しいで

しよう。」*fun「楽しみ」は不可算名詞。

(7)「わたしはまったくお金を持ち合わせていません。」

*money「お金」は不可算名詞。

(8)「昨年は夏にはとんど雨の日がありませんでした。」

(9)「今年は雨がほとんど降っていません。」

(10)「 1週間,ずっと雨が降っていません。」*否定文なので

anyを用いる。

(■)「 きのうはとても寒くてわたしたちは泳ぐことができま

せんでした。」

*too― 。おr― ω～「とでも…なので―は～できない」

0,「わたしはまだ朝食を食べていません。」

(19「ここから駅まで遠くはありません。」*距離の長さを表

す場合はねrを用いる。

(14)「 あなたの学校はここからどれくらいの距離ですか。」

―「約2kmです。」
*Howね r… ?は距離をたずねる表現。

(15)「あなたはどれくらい北海道に滞在するのですか。」

*How long… ?は期間をたずねる表現。

(16)「 あなたは何回ハワイヘ行ったことがありますか。」

*How many times… ?は 回数をたずねる表現。

(3)Э  I

⑤ l

(4Ю⑤

(5)Э⑤

(6)①⑥

(7)Э⑤

「わたしの母はとでも慎重な運転手です。」

「わたしの母はとても慎重に運転します。」

「その角ではたくさんの自動車事故が起こります。」

「その池には水がまったくありません。」

「ここでは冬にたくさんの雪が降ります。」

硼日圏D
(1て)「父はとても上手に料理をします。」

① 「父はとても上手に料理をする人です。」
(2XЭ 「彼はスピーチをするのが上手です。」*be good at

…「…が上手である」

⑤ 「彼は上手にスピーチをします。」

(1) something good

(4) was little
(2)ね w,little

(5)Few

(3) enough

(1) good cook

(4) many
(7) had no

(2)

(5)

makes, well

not any

(3) drives, carefully
(6) have much snow

57

「先週はまったく雨が降りませんでした。」

1形容詞・副詞

3



(l) He has / more money than I do.

(2) I have / finished my homework.
(3) Would you like to have something / to drink?

(4) They are / clever students.
(5) The rich are not / happy.
(6) / AII the students in my class like English.

(7) He is wise / not to do such a thing.

■囲孤D
(1)somethingの ような‐thing形 の代名詞を形容詞が修

口日圏D
(1)「彼はわたしよりもずっとたくさんのお金を持っていま

す。」*muchは比較級の直前に置く。

(2)「わたしはちょうど宿題を終えたところです。」 *just

はhave[has]と 過去分詞の間に置く。

(3)「何か冷たい飲み物はいかがですか。」*《 something

+形容詞+to～》の語順。

(4)「彼らは非常に利口な生徒たちです。」*《such(+a

飾する場合は《‐thing+形容詞》という語順になる。

(3)「十分な」enough

[an])+形 容詞+名詞》の語順。

(5)「 金持ちがいつも幸せであるとは限りません。」*not

alwaysで部分否定を表す。

(6) 「わたしのクラスのほとんどすべての生徒は英語が好き

です。」 *almostは修飾する形容詞[副詞]の直前に置

く。

「彼はとても賢いのでそのようなことはしません。」

*enoughは形容詞[副詞]の直後に置く。

(7)

■ 』画□

(1)ウ

(6)ア

(10  フア

ア

ウ

イ

②

０

０

イ
‘
　

エ

　

エ

０

●

０

(4)工

(9)工

01  [E

イ
　
ア
　
ア

Ｑ

０

０

覇日暉D
(1)「そのタンカーは中にたくさんの油を積んでいました。」

*不可算名詞が続くので,量 を表す形容詞を選ぶ。

plenty ofは数と量のどちらも表すことができる。

(2)「わたしの兄[弟 ]は昨夜早く帰宅しました。」*ふつう,

副詞(句 )は 《場所+時》の語順に並べる。また 《時》を

表す副詞(句 )が複数並ぶ場合は,単位の小さいものが

前に来る。したがって,こ こでは 《場所(home)+時

(early+last mght)》 の語順となる。

(3)「わたしはサッカーが好きではありません。」一「わたし

もです。」*否定文を受けて「…も(～ない)」 という場

合は,tooではなくeLherを用いる。

(4)「マイクはきのう,図書館へ行きました。」―「わたし

も行きました。」*肯定文を受けて「…もそうだ」とい

う場合,tooを 用いて表す他に,soを 用いて 《So do

[does/did/助動詞]+S.》 の形で表すこともできる。

(5)「昨年の冬は雪が少しも降りませんでした。」

「彼はしばしばうそをつくので,ほ とんど友達がいませ

ん。」

「急ぎなさい。コンサート開始までほとんど時間があり

ません。」

「この小さな部屋にはほとんど余分な空間がありませ

ん。」

「あなたはどのくらいの頻度で市立図書館へ行きます

か。」―「月に2回 くらいです。」*How often…?は

頻度をたずねる表現。

「その知らせを聞いたとき,彼はかなりうれしそうに見

えました。」*補語なので形容詞を選ぶ。

「トムはわたしよりずっと速く走ることができます。」

*比較級を強める場合はmuchを用いる。

「太郎は次郎よりも宿題が少ない。」*homeworkは不

可算名詞。lessは httleの比較級。

「彼の部屋は20人がすわれるほどの広さです。」

*アだと「とても広くて20人はすわれない」の意味。

“

０

い

０

⑩

回

り

⑬

―形容詞・副詞- 58
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に 日

(14)「 もう少しコーヒーをいかがですか。」―「はい,い た

だきます。」 *も のを勧めるような場合には疑問文でも

someを 用いる。

(15,「夜.どれくらい早くショーが始まるか,あ なたは知っ

ていますか。」

(3XЭ⑤ 「もう1杯紅茶はいかがですか。」
(4)C)「ジャックもわたしもそのとき,家に不在でした。」

*neither И nor B「スもBも・̈ ない」

⑥ 「ジヤックはそのとき家に不在で,わたしも不在でし
た。」

(5)Э⑥ 「トムは英語が好きで,ジェリーも英語が好きです。」
(6運)「ほとんどすべての女の子はケーキが好きです。」

⑥ 「女の子の大部分はケーキが好きです。」

(5)

(of the)・ で̈表すことができる。

「…が残っている。」はThere isEare]¨・left.で表すこ

とができる。le乱 はleave「…を残す」の過去分詞。

(2)「この2週間」these[おr the last]twO weeks

(3X4)部分否定。

(5)「 1年のうちのこの時期」this time ofthe year

嘔田鵬D
(1運)「 この建物は80年前に建てられました。」

⑤ 「この建物は築 80年です。」*建物の築年数なども,
…year(s)oldで 表すことができる。

(2()「わたしたちは幸せなときもあれば,不幸なときもあ

ります。」

⑤ 「わたしたちはいつも幸せなわけではありません。」
*部分否定。

ロ

(1) can't, either
(4) Almost all[Most of ]

(2) every, months
(5) a little, left

(3)拠w ofthem

ロ

(1) We had little snow this winter.

[There was little snow this winter.]

[It snowed little this winter.]
(2) We have had little rain these[for the last] two weeks.

[There has been little rain theseffior the last] two weeks.l

[It has rained little these[for the last] two weeks.l
(3) I have notfhaven't] read aII of these books.
(4) It is not[isn't] always easy for you to see[meet] him.
(5) Few people come here at this time of the year.

―(2)「¨ことに」くevav+数日+複数名詞〉
(4)「 ほとんどの…」1ま almost an the… . またはmost

■圏調D
(1)「雪が少なかった」→「雪が少ししか降らなかった」と

否定的に考える。

(1)old

(4)either

(2)

(5)

always

so does

(3) another
(6) Most
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P74´ヽ́77

口置霊D
(1)「彼は2週間, 日本に滞在するつもりです。」*期間の長

さはおr「…の間」を用いる。

(2)「彼は 1999年 から2001年 までロンドンに滞在しまし

たc」 *缶om 4 toβ「スから3まで」

(3)「壁に1枚の絵があります。」*表面に接していることを

表す場合にはonを 用いる。

(4)「月は地球の周りを回ります。」

(5)「わたしは1時間で戻ります。」*「…で,・―たてば」を

表す in。

(6)「あなたは今度の月曜日までに宿題を終えられますか。」

(7)「 ロンドンでの滞在中に,わたしはその博物館を訪れま

した。」 *特定の期間を表して「…の間に」はduring

を用いる。whileは「…の間に」という意味の接続詞で

ある。

(8)「 3時 までここで待っていてください。」

2

田□目D
(1)「彼は8月 20日 にニューヨークヘ発ちました。」*特定

の日はonを用いて表す。

(2)「彼は昨年の8月 からずっと北海道に住んでいます。」

(3)「あなたは2,3日でその仕事を終えられますか。」*「…

で,・…たてば」を表す ln。

(4)「 この手紙は英語で書かれています。」*《in+言語名》

「…語で」

(5)「 わたしたちが駅に着くとすぐに雨が降り出しました。」

*get to…「…に着く」

(6)「 わたしをパーテイーに招待してくれてどうもありがと

「その都市は海抜500メ ートルです。」*abOveは相対

的に「…より上の方に」という意味を表す。

「向こうの川にかかっている大きな橋をごらんなさい。」

「わたしはきのう,腕時計をなくしたので,それを探し

ています。」*lookおr―・「…を探す」

「わたしは長いことメアリーから便りがありません。」

*hear from・ 「̈…から便りがある」

「ロケットは月へ向けて地球を発ちましたc」 *leave

…おr～「～へ向けて…を出発する」

「彼は先週の火曜日から学校を休んでいます。」*be

absent iom… 「…を欠席する」

「その部屋は子供たちでいっぱいでした。」*be filled

with…「…でいっぱいである」

「そのりんごはナイフで切られました。」*《with+道

具》「…を使って」

う。」*Thank you(very much)for¨・.「・・を(ど う

も)あ りがとう.」

(7)「彼は父親を誇りに思っています.」 *be proud of…

「…を誇りに思う」

18)「わたしの姉[妹]はふだん, 歩いて学校へ行きます=」

*onわ ot「歩いて」

(91「わたしたちの学校の 一―部の生徒は自転車で学校に来ま

す.」 *《 by+乗 り物》「…で」

110)「 メアリーは長い髪のかわいい女の子です。」 *《with

+物〉「…を持った」

Ｏ
　
　
　
⑩
　
Ｏ
　
　
　
⑫
　
　
　
⑬
　
　
　
ｍ
　
　
　
ｍ
　
　
　
ｍ

乙旦生_

I・ ∵ .

(1)イ

(6)イ

00 ウ

(16)イ

(2)ア

(7)ア

(12)オ

(3)オ

(8)工

(13)イ

(4)イ

(9)ア

(14)ア

エ

ウ

ウ

同

⑩

ｍ

(1)on

(6)br

(2)

(7)

slnce

Of

(3)in

(8)on

(5)

⑩

to

with
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(4)in

(9)by



3

(1) before

(4) from, to, in
(7) wrote to

0o) from

(2)As

(5)in front of

(8)with

(11)be afraid of

(3) for, against
(6) of, without saying
(9) for, tiII[until]
(12) on, on, to

(1)「 よく考えてから答える」→「答える前によく考える」

と考える。

(2)「…として」はasを用いる。*adv■se… to～「…に

～するよう忠告する」

(3)「…に賛成の」はbr,「…に反対の」はaga“ tを用いる。

(5)「一の前に」in"ont of…

(6)「…から外へ」out of… ,「～せずに」without～ ing

(7)「…に手紙を書く」w五te to¨・

(8)「…の～を手伝う」help・ ẅith～

(9)「…を待つ」wait br… ,「…まで」t皿 [until]・¨

⑩ 「…と違う」be drSerent from…
00「…を恐れる」be a■aid of¨・

Ca「〔人〕を訪ねる」call on… ,「…へ行く途中で」on

one's way to・ …

L立二」■

(1)イ

(6)ウ

(2)ア

(7)ウ

(3)ウ

(8)イ

(4)ア

(9)ウ

(5)イ

(10)イ

目■圏D
(1)「あなたの時計では何時ですか。」 *「…の時計では」は

byを用いる。

(2)「彼は5月 5日 の朝に出発するでしょう。」*特定の日の

朝を表す場合はonを用いる。

(3)「太陽は朝,東から昇ります。」 *「…の方角に」と方向

を表す場合はinを 用いる。日本語では「から」と訳す

のが自然であるが,■omは用いないので注意する。

(4)「 わたしの祖母は年のわりには若く見えます。」 *おr

one's age「 年のわりには」

(5)「 わたしを見送りに来てくれてあなたはとても親切で

す。」*形容詞 kindが人の性質を表すので ofを用いて,

ロ

目田園D
(1)「彼らは初めてパリを訪れました。」 *おr the irst

time「初めて」

(2)「わたしは1954年 8月 20日 に生まれました。」

(3)「わたしはあなたにその仕事を今週の終わりまでに終え

てもらいたい。」

It is… of― to～ .「―が～するのは…だ。」とする。

(6)「小麦粉からバンが作られます◇」 *ス is made■ om

a=B is χnade into 4。 「Bか らン4が作られる。」

(7)「 自分の体に気を使いなさい。」*be careful of…「…

に気をつける」

(8)「すぐに出発すれば,列車に関に合うでしょう。」*in

time br… 「…に間に合って」

(9)「 多くの学生たちがボブに同意しました。」*agree

with…。「…に同意する」

(10)「わたしの父はコンピュータなしでは済ませられないと

言います。」*do without¨・「…なしで済ます」

(4)「彼は自分の村を 12月 の寒い朝に出発しました。」*特

定の日の朝であることに注意する。

(5)「学校に遅れてはいけません。」*be late br・・・「…に

遅れる」

(6)「 この橋は石でできています。」*be made of…「…〔材

料〕でできている」

(1)おr

(6) Of

aD  for

(2)On

(7) to

02  of

Ｖ
υ
　

■

■
υ

　

・
Ｈ

(4) on (5)br

(10)of( (9) at
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(7)「わたしはラジオを聞いています。」*listen to¨・「…

を聞く」

(8)「彼女はコンテストで1等賞を取ることに成功しまし

た。」*succeed in・・・「…に成功する」

(9)「彼女は3歳のときにスキーのし方を習いました。」

*atthe age of¨・「…歳のときに」

日

爾斑罰D
(1)「…な声で」はinを用いる。

(2)「事故で」はinを用いる。

(3)「…に似ている」look like¨

編置圏D
(1てて)「ニューヨーク滞在中に,わ たしは数回彼に会いま

した。」

(2C)「彼は新聞を読み,それから出かけました。」

⑤ 「新間を読んだ後で彼は出かけました。」

(3XЭ⑤ 「わたしは長いしっぼをした犬を飼っています。」

(4C)「あなたが助けてくれなければ,わたしは仕事を終え

ることができません。」

⑤ 「あなたの助けなしにわたしは仕事を終えることがで

きません。」

(50 「あなたが助けてくれたので,わたしは仕事をするこ

とができました。」

⑤ 「あなたの助けのおかげで,わたしは仕事をすること

ができました。」*thanks to・ 「̈…のおかげで」

(6て)「わたしの父はとても上手にスキーをすることができ

⑩ 「わたしの姉[妹]の心は愛でいっぱいです。」*be full
of…「…でいっぱいである」

(■)「その都市は何で有名ですか。」*beねmous br…。「…・

で有名である」

02)「その辞書はとても役に立ちます。」*of great use「 と

ても役に立つ」(=very useful)

(5)付帯状況を表す with。

(6)「…の世話をする」take care of

(7)「…にもかかわらず」in spite of

ます。」

⑤ 「わたしの父はスキーがとても上手です。」*be good
at・ 「̈…が上手である」

(7X⊃⑤ 「あなたは白い帽子をかぶった女の子を知っていま
すか。」*付帯状況を表すwithを 用いる。

(8)④ 「激しく雪が降ったので,わたしたちは時間通りに来
られませんでした。」

⑥ 「激しい雪のため,わたしたちは時間通りに来られま
せんでした。」*because of…「〔原因・理由を表して〕

…のために」

(9運迩)「わたしの父はきのう,飛行機で沖縄へ行きました。」

(10運 )「あなたの意見はわたしのと違います。」

⑥ 「あなたの意見とわたしの意見の間には違いがありま
す。」*betweenス and B「スとBの間に」

(1)in

(4)are,100king for

(7) in spite of

(2)in

(5)with, in

(3) Iooks like[takes after]
(6) takes care of

(1)During,stay

(4)without

(7)with

(10)between,and

(2) After

(5)to,help

(8) Of

(3)with

(6) good at

(9)by planelairplane/air]
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P78～81

1 練成問題

匡 1

I P79 3

…過去から現在まで「ずっと～している」とある動作が継続
していることを表すときには現在完了進行形 くhⅣe[has]

…過去のある時点を基準にして.そのときまでの く完了).
(積栞).く構掟).く経験〉などを表す場合は.過去完了 くhad

+過去分嗣～〉を用いる。時間の基準は.文中の劇詞句[節 ]

などから読み取れる場合が多い。

(5)こ この bebreは過去のある時点を基準にした場合の「

前」という意味。

(6)be sick in bed「 病気で寝ている」

(4)「わたしの父は1時間ずっと公園を散歩しています。」

*take a walk「散歩する」

(5)「健は家に帰ってからずっと音楽を聞いています。」

(6)「 わたしたちは2時間ずっとテレビで野球を見ていま

す。」

been+～ ing》 を用いる。

(4)「…を待つ」wait for t"'llL.l more than

2

田□獲D
現在進行形から現在完了進行形への書きかえ。

(1)「彼らは6時からずっと働いています。」

(2)「わたしは2日 間ずっと物語を書いています。」

(3)「彼女はけさからずっとビアノの練習をしています。」

63

(l) has been reading
(4) have been waiting
(7) has, been snowing

(2) has been doing

(5) has been making

(3) has been raining
(6) has, been running

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

わたしが駅に着いたときには,最終列車はすでに出発してしまっていました。

あなたに初めて会う前から,わたしはあなたのお兄[弟 ]さ んのことを知っていました。

彼がわたしに食べ物をくれるまで,わたしは 2日 間何も食べていませんでした。

わたしは昨年,大英博物館を訪れました。それ以前には 1度 も訪れたことはありませんでした。

わたしはその少年の名前を知っていました。というのは,その 1週間前に彼に会っていたから

でした。

彼は自分の父が2か月間病気でずっと寝ていると言いました。

わたしが彼とロンドンで会ったときには,彼は3日 間そこにいました。

わたしは彼らが 1年前に大阪に引っ越 していたことを知 りませんでした。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

They have been working since six o'clock.

I have been writing a story for two days.

She has been practicing the piano since this morning.

My father has been taking a walk in the park for an hour

Ken has been listening to music since he came home.

We have been watching baseball on TV for two hours.

That child has been drawing a picture for three hours.

1現在完了進行形・過去完了



(7)「その子供は3時間ずっと絵を描いています。」

4

(1) had,finiShed[dOne]

(4) had lnade

(2)

(5)

had stayed

had, used

(3) had met[seen]

.5

a囲田勝
(1)「電話が来た」時点での 《完了》。

(2)「京都を訪れた」時点までの 《継続》。

鑑認睡D
主節の動詞が過去形のとき,従属節の動詞は時制の一致

を受ける。そのとき,《現在》→《過去》,《過去》→《過去完了》

と変化する。

(1)「わたしは彼がとても忙しいことを知っていました。」

(2)「わたしは彼女の母親が看護師だったことを知っていま

「話しかけた」時点までの 《経験》。

「ドレスを見せた」時点よりも前の動作。

「そのとき」までの 《経験》。

した。」

「わたしはトムが窓を割ったのだと思いました。」

「彼は父親が 3日 前にニューヨークヘ発ったと言いま

した。」*過去の時点よりもさらに3日前となるので,

agoではなくbeforeを 用いる。

(3)

(4)

(5)

(3)

(4)

(1)I knew(that)he was very busy.

(2)I knew(that)her lnother had been a nurse.

(3)I thought(that)TOnl had broken the Ⅵ′indow.

(4) :EIe said(that)his father had left for Nbw Y‐ ork three days before.

■

(1)ウ

(6)イ

(2)ウ

(7)ウ

(3)エ (4)ア (5)イ

∠」堅生

翻田圏D
(1)「彼らはけさからずっとサッカーをしています。」

(2)「 わたしたちはそれ以上食べらませんでした。というの

は,1時間ずっと食べていたからです。」

(3)「彼女は彼をよく知っていました。というのは,彼女は

彼にたびたび会っていたからです。」

(4)「 わたしの父は毎朝朝食の前に散歩をすると言いまし

た。」

C回田D
(3)「今まで」→「ある過去の一点から今まで」なので現在

完了進行形を用いる。

「彼女はその本を3日 前に読んだとわたしに言いまし

た。」

「彼女は病気で午後中ずっと寝ています。」*lying(lie

「横になる」の～lng形 )は has beenに つながっている。

「わたしはパリヘ来る前に3年間, フランス語を勉強し

ていました。」*《had been+～ ing》 は過去完了進行

形といい,過去のある時点まで「ずっと～していた」と

ある動作が継続していたことを表す。

(6)

(7)

日

(1) have been playlng

(4)had,le■

(2)have been studying since (3)have yOu been dolng

(5)had been to

(5)「 …へ行ってきたところだ」と表す場合には,goneで

はなくbeenを用いる。

一現在完了進行形・過去完了- 64
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□

(1) been

(4) had 10st

(2)

(5)

has been raining
had been

(3) has been

匡 ロ

嘔認腱D
(1)「わたしは30分以上ずっと彼を待っています。」

*more than・ …「・・・以_L」

(2)「わたしは雨にうんざりです。この前の日曜日からずっ

と雨が降っています。」

「5日 間ずっと雪が降っているそうです。」

「わたしは傘をなくしていたことに気がつきました。」

「わたしの祖父は亡くなったときは病気でずっと寝てい

ました。」

「トムは2時間,ずっとバイオリンを弾いています。」

「わたしは本を買ってそれを彼にあげました。」

「わたしはわたしが買った本を彼にあげました。」

「彼は祖父が亡くなって 10年経つと言いました。」

*deadは形容詞。

「彼は祖父は 10年前に亡くなったと言いました。」

*この diedは動詞 dieの 過去分詞。

(3)

(4)

(5)

⑤

(3)④

⑤

(4)④

①

(1)

(4)

has been raining

died, before

(2) has been playing, for (3) had bought

ロ

●田匪D
(l① 「おととい,雨が降り始めました。そして,今でも雨
が降っています。」

① 「おとといからずっと雨が降り続いています。」*the
day beおre yesterday 「おととい」

(2()「 トムは2時間前にバイオリンを弾き始めました。彼

はまだそれを弾いています。」

…(l,「電話で」on the phone
(2)「…を揉す」]ook'or…

■臨田D
(2)「 どのくらいの間」How long… ?

(5)「 きのうまで3週間ずっと雨が降っていませんでした。」

という英文を完成させる。

(3)「 2年 間勉強していた」は過去完了または過去完了進行

形で表す。

(1) My mother has been talking on the phone for two hours.
(2) (This) is the CD I have been looking for.

(3) (I) had already gone to bed when my father came home.
(4) They caught the man who had stolen the ring from the shop
(s) It had not rained for three weeks until (yesterday.)

(1) He has been cleaning his room since this morning.
(2) How long have you been waiting for the bus?

(3) She had studied[been studying] Japanese for two years before she came to Japan.
(4) He said (that) he had heard the story before.

65 -現在完了進行形・過去完了一

6
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乙!壁L

∠旦旦二|

(1)ウ

(6)ア

(2)イ

(7)イ

(3) ア

ウ

(4)イ (5)ウ

(8)

2

a団瓢D
(1)「 ―が～するのを見る」は 《see+目 的語十原形不定詞》

で表す。

(2)「 ―が～しているのを聞く」は 《hear+目 的語+現在

分詞》で表す。

(3)「〔望みどおり〕―に～させる」は《let+目 的語+原形

不定詞》で表す。

(4)「〔強制的に〕―に～させる」は《make+目 的語+原形

□圏調D
(1)《see+目 的語+原形不定詞》は,動作の一部始終を見

ることを表し,《see+目 的語+現在分詞》は,動作の

一部を見ることを表す。

(2)《hear+目 的語+原形不定詞》は「―が～するのを聞

く」,《hear+目 的語+過去分詞》は「―が～されるの

を聞く」という意味。

(3)《 get十 目的語十to不定詞》は「―に～してもらう」,

不定詞》で表す。

(5X7)「 ―を～してもらう」は 《get[have]+目 的語+過去

分詞》で表す。

(6)「 ―に～してもらう」は 《get+目 的語+to不定詞》で

表す。

(8)《受け身・被害》を表して「―を～される」は《have[get]

+目的語+過去分詞》で表す。

《get+目 的語+過去分詞》は「―を～してもらう」と

いう意味。

(4)《 have+目 的語 +原形不定詞》は「―に～させる」,
‐《have+目 的語+過去分詞》は「―を～してもらう」

という意味。

(5)原形不定詞は,受動態ではto不定詞にかわることに注

意。

(1)ア

(6)イ

(2)ウ

(7)イ

(3)工 (4)ア (5)イ

(1)①

②

(2)①

②

(3)①

②

(4)①

②

(5)①

②

わたしはビルがコートでテニスをするのを見ました。

わたしはビルがコートでテニスをしているのを見ました。

彼はだれかが自分の名前を呼ぶのが聞こえました。

彼は自分の名前が呼ばれるのが聞こえました。

ホワイトさんは彼女にシャツを繕ってもらいました。

ホワイトさんは靴を修理してもらいました。

わたしは彼女に朝食を作らせました。

わたしは靴を磨いてもらいました。

彼は息子に 1人でその仕事をやらせました。

彼は父親に 1人でその仕事をやらされました。
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□田腱D
(1)「わたしは彼が窓を開けるのを見ました。」

(2)「 あなたは今までにその歌がフランス語で歌われるのを

聞いたことがありますか。」

(3)「 わたしはわたしの大が庭の本の下に横たわっているの

を見ました。」*lyingは lie「横になる」の～ing形。

(4)「先生はわたしにそれらの単語を何回か繰り返させまし

た。」

15)「 もしあなたがいい子にしていたら,今夜,テ レビを見

させてあげますよ。」

(6)「彼はその戦争で息子を殺されました。」

(7)「彼はその部屋に入るのを見られました。」

(1)heard,speak

(4)let her

(2) him swimming
(5) have[get]

(3) to make, do

(6) made

匡 |■

L塁ュ」□

□□調D
(1)「話すのを」なので原形不定詞speakを用いる。

(2)「泳いでいるのを」なので現在分詞 swimmingを 用い

(3)文脈から《強制》を表すとわかるのでmakeを用いる。

日

優田慶D
(1()「兄[弟 ]がきのう,わたしの写真を撮りました。」

① 「わたしはきのう.兄 [弟 ]に 自分の写真を撮ってもら
いました。」

(2X3)「 だれかがわたしのカメラを盗んでしまいました。」

⑮ 「わたしはカメラを盗まれてしまいました。」
(鍬Э 「わたしは人ごみの中で,だれかがわたしの名前を呼

ぶのを聞きました。」

⑥ 「わたしは人ごみの中で,わたしの名前を呼ばれるの
を聞きました。」*crowd「人ごみ」

(4)①  「ジャックは彼女がパーテイーで踊っているのを見ま
した。」

⑤ 「彼女はジャックにパーティーで踊っているのを見ら
れました。」*《知覚動詞+目 的語+現在分詞》の文

の受動態では,現在分詞はそのままである。

*「～できるようになる」learn to～

文脈から《許可》を表すとわかるので letを用いる。

let herの 直後にgoが省略されている。

「何があなたにそのように考えさせたのですか。」という

文を完成させる。

「父はわたしに1人でそこへ行かせました。」

「わたしは父に1人でそこへ行かされました。」

「メアリーは彼がドラムを演奏するのを聞きました。」

「彼はメアリーにドラムを演奏するのを聞かれました。」

「あなたがいつ到着するかわたしに教えてください。」

「あなたがいつ到着するかわたしに知らせてくださ

い。」

「彼女は薬を飲んだので,よ りよい気分になりました。」

「薬が彼女をよりよい気分にしました。」

「わたしはどうして彼女がそんなことを言ったのか

知っています。」

「わたしは何が彼女にそのようなことを言わせたのか

知っています。」

「何が彼に考えを変えさせたのですか。」

「どうして彼は考えを変えたのですか。」

る

(4)

(5Ю

⑤

(6XЭ

⑤

(7Ю

⑤

(8XЭ

⑤

(90

⑤

11(,‐ |

(1)

(2)

(3)

(I)saw two helicopters flying over the river

(I)saw a cat run over by a car.

A big noise lnade the baby wake up.

―知覚動詞・使役動詞―

(1)hadigOt],taken

(4)was seen dancing

(7)know

(10) did he change his lnind

(2)had[gOt/gotten],stolen

(5) nlade to go

(8) Inade

(3)

(6)

(9)

called

heard to play

what, her say
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(4) I could not make myself understood in English.
(5) I was seen to come out of the garden by her.
(6) We were made to work till late last night.
(7) You had better have your hair cut.
(8) Mary said that she would have her watch repaired.

□圏ヨD
(2)「…をひく」run over¨・

(3)「目を覚ます」wake up

(4)「 自分を理解してもらう, 自分の話が(相手に)通 じる」

make oneself understOod

(7)「～した方がよい」had better～

□

(l) Have you ever seen him help his mother?
(2) I hear a child crying in the next room.

(3) (Please) Let me do it once again[more].
(4) Mr. Brown had[got] his car washed by Tom.

(5) I know(that)my watch is out of order, but I don't have enough money to have it
repaired[fixed].

C回瓢D
(2,「膵の」ne」

(3) 「もう1度」(once)again

(5)「～するだけのお金」→「～するのに十分なお金」

―知覚動詞・使役動詞- 68



P86～ 89

練成問題  ``

|_堅ユ_1

匡 3

2

□回田D
①はいずれも制限用法で,関係代名詞節が先行詞を限定的

に修飾している。②はいずれも非制限用法で,先行詞につい

C□田D
関係代名日輌 前 は先行日を合んでいて「～のもの.～

のこと」という意味を表す。

(1)「彼女の言つたこと」の部分をwhat節 で表す。この

whit節は主薔.

(2)「わたしが今.考えていること」の部分をwh“ 節で表

す。このwh“節は補薔.

て挿入的,補足的に説明している。

(1)①では, アメリカ人の友人は他にもいるかもしれない

が,②では 1人だけである。

(3)「わたしが欲しがるもの」の部分をwhat節で表す。こ

のwhat節 は動詞buysの目的語。

(4)「彼がしたこと」の部分をwhat節 で表す。このwhat

節は前置詞atの 目的語。「彼がした」は「彼らが笑った」

よりも時間的に前なので,had doneと 過去完了になっ

ている。

(1) What she said must be true.
(2) This is what I am thinking about.
(3) My father always buys me what I want.
(4) They laughed at what he had done.

(lXD

②

(20

②

(3)①

②

(4)①

②

わたしには日本語を上手に話すアメリカ人の友人がいます。

わたしにはアメリカ人の友人が 1人いますが,彼 [彼女]は 日本語を上手に話します。

彼女が興味を持った本はわたしにはあまりおもしろくありませんでした。

その本は,彼女が興味を持ったのですが,わたしにはあまりおもしろくありませんでした。

わたしたちの隣に住んでいる女性には,2人の息子がいます。
スミス夫人は,わたしたちの隣に住んでいるのですが,2人の息子がいます。

楽しそうにさえずっている鳥が数羽,屋根の上にいました。

屋根の上に数羽の鳥がいて,楽 しそうにさえずっていました。

(3)why(l ) where (2)when (4)hOw

a回田D
(1)先行詞が 《場所》を表すthe placeな ので,関係副詞

whereが入る。

(2)先行詞が 《時》を表すthe exact timeな ので,関係副

詞whenが入る。

(3)「そのため」と《理由》を表しているので,関係副詞

whyが入る。先行詞the reasonが省略されている。

(4)「どうやって」と《方法》を表しているので,関係副詞

howが入る。
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4

(1)where

(2)when

(3)why

(4)hOw

こちらがキャンプに必要なものを買うことのできる店です。

わたしは初めて飛行機を安全に着陸させた日のことを決して忘れないでしょう。

どうして一生懸命勉強したのに試験に失敗したかわかりますか。

わたしは教科書を声に出して何回も繰り返して[何度も何度も]読みます。このよう

にしてわたしは英語を勉強しています。

5

■圏田D
(1)先 行詞が 《場所》を表す the shopな ので,関係副詞

whereが入る。whatは関係代名詞。

(2)先行詞が 《時》を表す the dayな ので関係副詞 when

が入る。

日圏壺D
{1)「 わたしはあなたがわたしに言ったことがわかりません

でした。」

(2)「 わたしはその偉大な芸術家が生まれた町を訪ねまし

た。」=I vidted the town in which the great artist

was born.

(3)「 わたしが先月訪れたその村は美しかった。」 *先行詞

the villageが ,動詞visitodの 目的語にあたるので,

(3)文脈から《理由》を表すと考えられるので,関係副詞

whyが入る。

(4)文脈から《方法》を表すと考えられるので,関係副詞

howが入る。

目的格の関係代名詞が入る.

(4)「 日本で学校が始まる月は4月 です。」

`5)「
このようにしてわたしはこのコンピュータの使い方を

学びました。」

16'「あなたが学校を欠席した理由をわたしに教えてくださ

い.」

17)「わたしたちが今しなければならないことは.お ′,いに

助け合うことです。」*each other「 お互い」

(1)ウ

(6)イ

(2)イ

(7)イ

(3)ア (4)イ (5)ア

.1, P99, _

(1)ウ

(6)イ

(11)ウ

(2)ア

(7)イ

(12)イ

(3)ウ

(8)ウ

(4)イ

(9)ア

(5)ウ

⑩ イ

口□題D
(1)「家の最も低い部分は,地面の下にあって見ることがで

きませんが,土台です。」 *非制限用法の関係代名詞。

関係代名詞thatに は非制限用法がないことに注意する。

(2)「わたしはプラウンさんに会いました,彼は仕事から家

に帰る途中でした。」

(3)「彼女が働く事務所はこの都市にあります。」 *その事務

所 (の中)で働くので,in which(=where)。

(4)「 これが彼がここへ来た理由です。」*その理由で来たの

で,おr which(=why)。

(5)「彼女が言ったことは間違っていました。」

(6)「これがわたしがずっと考えていることです。」*think

about… 「…について考える」

17)「今度の金曜日がわたしがひまなときです.」 *先行祠

the timeが省略されている.

18,「わたしは彼がそのようなことをした理由がわかりませ

ん。」

191「なぜあなたは毎日,昼食を食べないのですか。一 それ

がわたしの減量法です。」

(10)「彼らはそこで見つけたものに驚きました。」

(H)「わたしたちが月へ旅行をできる日がすぐにやってくる

でしよう。」*先行詞はthe day。 先行詞と関係副詞が

―関係代名詞(whol)・ 関係副詞- 70

発展問題



離れているので注意する。

(12)「彼には本の大きなコレクションがありますが,それら

の多くは英語で書かれています。」 =He has a large

日

collection ofbooks, and many ofthem are written

in English.

(1)that[whO]  (2)whOse (3)what (4)whO t)l wnere

工 |ロ

G田睡D
(1)「彼がノーベル賞を受賞した初めての日本人です。」

*先行詞にthe firstと いう限定的な語がついているの

で,ふつう関係代名詞thatを 入れる。

(2)「わたしは父親が医者であるその男性を知っています。」

*先行詞the manと 直後の名詞htherが「その男性

の父親」のように所有関係にあるので,所有格の関係

代名詞を入れる。

(3)「父はわたしが欲しいものを買ってくれました。」

(4)「そこでわたしは友達に会いましたが,彼は自分のカメ

ラをわたしに見せてくれました。」

(5)「わたしは大阪へ行きましたが,そ こでわたしは5日 間

滞在しました。」 *先行詞が 《場所》を表す語なので関

係副詞whereが入る。関係副詞にも非制限用法がある。

(4Ю嘔田藤D
(1て)「彼は早口で話したので,わたしは彼の言葉を理解で

きませんでした。」

⑥ 「彼は早口で話したので,わたしは彼が言ったことを
理解できませんでした。」

(2XEC)「彼がピクニックに出かけた日はとても暑かった。」

*「その日に」はon the dayな ので,《前置詞+

関係代名詞》の前置詞にonを用いる。

(鍬ЭC)「ここは彼が住んでいる家です。」

□圏調D
(1)‐ A Lbrtty is a place m which we read boob

「その都市はこの国の首都です。彼はその都市で生ま

れました。」

「彼が生まれたその都市はこの国の首都です。」

「わたしは彼が事業に成功した方法を知りたい。」

「東京ドームは大きな野球場です。それは1988年 に

建てられました。」

「東京ドームは,1988年 に建てられましたが,大 き

な野球場です。」

|)

3.||〕

|)

□

a園田D
(5)先行詞the placeが 省略されている。

(1) A[The] Iibrary is (a place) where we read books.

(2) I know (the reason) why he failed.
(3) What she said cannot[can't] be true.

(2) =I know the reason for which he failed.

(3)「～のはずがない」cannot[can't]～

(1)

(4)

what he said

where

(2)

(5)

on which

how

(3)

(6)

WhiCh[that],in

which

(1)what

(4)when

(2)

(5)

reason why

where

(3) day when
(6) who
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P90～ 93

練成問題   ― ・

曜闘慶D
分詞構文の基本は,副詞節の接続詞と主語を取り去り,動

詞を現在分詞に変えることである。

(取Э① 「公園で歩いている間に,わたしは旧友に会いまし
た。」

(2運運)「病気だったので,わたしは泳ぎに行けませんでし

た。」

(3XttD「橋を渡れば,わたしたちの学校が見えるでしょう。」

(4て迩)「若いけれども,彼は自分の家を持っています。」

(5(通)「いすにすわって,彼は本を読み始めました。」

*《付帯状況》を表す分詞構文。

(6C邁)「何と言っていいのかわからなかったので,わたし

窪囲田D
分詞構文の表す意味は,文の前後関係から判断する。

(1)《条件》を表すと考える。

(2)《譲歩》を表すと考える。

(3)《理由》を表すと考える。否定形であることに注意する。

(4)《理由》を表すと考える。分詞構文になっている部分の

3

は何も言いませんでした。」*副詞節が否定文の場

合は,否定語(not)を 分詞の前に置く。

「雨の日だったので,わたしたちは 1日 中,家にい

ました。」 *副詞節と主節の主語が異なる場合は,

分詞の前に主語を残す。

「仕事を終えたので、わたしは何もすることがあり

ません。」*副詞節の時制が主節の時制よりも前の

ときは,《hav■ng十 過去分詞》の形にする。

「雪におおわれているので,その山は美しく見えま

す。」*副詞節が受動態の場合は,《being+過去分

詞》の形にする。beingは ,文頭にくる場合はふつ

う省略する。

(7)O①

(8)O⑤

(9)(D(D

∠」堅L

2

(1)右に曲がれば,左側に図書館が見つかるでしょう。

(2)少 し熱があったけれども,彼女は学校へ行きました。

(3)彼の電話番号を知らなかったので,わたしは彼に電話をかけることができませんでした。

(4)昨夜はとても暑かったので,わたしはよく眠れませんでした。

(5)や さしい英語で書かれているので,こ の本は多 くの学生に読まれています。

(6)先月はほとんど雨が降らなかったので,水不足になるかもしれません。

主語と主節の主語の違いに注意する。

(5)《理由》を表すと考える。過去分詞で始まっているので,

受動態の意味を表すことに注意する。

(6)《理由》を表すと考える。《Having+過 去分詞》の形か

ら,分詞構文の表す時制が,主節の時制 《現在》より前

の《過去》であることに注意する。

(1)ヽValking

(4)Being

(7)It being

(2)Being

(5) Sitting

(8)Havlng finished

(3) Crossing

(6) Not knowing
(9) Covered

(1)Being

(6) having

(2) Getting
(7) raining

(3)sinJng

(8)Hit
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分詞構文

(4) Looking (5) Turning



口日圏D
(1)「疲れていたので,彼は休憩を取りたいと思いました。」

《理由》

(2)「帰宅すると,わたしはテーブルの上に食べ物を見つけ

ました。」《時》

(3)「数人の子供たちが楽しそうに歌いながら通りを歩いて

いました。」《付帯状況》

(4)「見上げると,わたしは大きな鳥が空を飛んでいるのを

見ました。」《時》

…(1' When he mmehome tom eぬooIを分調構文で表し
た形。

(5)「左に曲がれば,ち ようど前方に高い建物が見えます。」

《条件》*こ こでのrightは 「ちょうど」の意味。

(6)「 自分のコンピュータを持っていないので,わたしはい

つも兄[弟」のを使います。」《理由》

(7)「雨がとても激しく降ったので,わたしたちは出かけま

せんでした。」《理由》

(3)「車にはねられたので,彼は病院に送られました。」《理

由》*受け身の内容を表しているので,《 (being)+過

去分詞》の形にする。

(2)As Tom is very kindを 分詞構文で表した形。

(3)受け身の意味なので過去分詞を用いる。

(4)As l wOrked all dayを分詞構文で表した形。

(1)

(4)

Being

being cold

(2) Studying hard

(5)NOt feeling

(3) saying good morning

□囲劃D
(4)Asit was c。ldを 分詞構文で表した形。

(5)As she didn'tおel very wellを 分詞構文で表した形。

(1)

(2)

(3)

(4)

Coming home from school(, he put his bag on the desk.)

Tom being very kind(, everybody likes him.)

Made of plastic(, this box is very light.)
Having worked all day(, I am very tired now.)

|‐i型_ロ
(1) Turning to
(4) As he was

(6) As it was snowy
(9) Seen by

(2\ Lying (3) Not being
(5) When[While / As] I was walking
(7) arrived, and (8) As there was

個日園D
(lЮ⑥ 「左に曲がれば,図書館が見えるでしょう。」
(2運邁)「わたしたちは芝生に横になって,マ ンガ本を読み

ました。」*layは lie「横になる」の過去形,lie

の現在分詞はlymg。

(3CS)「裕福ではないけれど,彼は幸せです。」

(4C巡)「病気だったので,彼はパーティーに来ることがで

きませんでした。」*前後関係から《理山》を表す

と考える。

(5)|)①  「通りを歩いているとき.わたしは友達に会いました。」
*前後関係から 《時》を表すと考える。過去進行形

とすることに注意。

(6)3CI「雪が降っていたので,列車は遅れて到着しました。」

(7XEてEI「 ジョンソン夫妻は羽田空港に着いて, タクンーに

乗りました。」

(8CI,(13,「 タクシーがなかったので,わたしは歩かなければ

なりませんでした。」

(9CI「少年たちがそのねこを見たとき,ね こは走って逃げ

73 -分詞構文―
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日

(1) Living in a big city, I sometimes want to go to (the country.)

(2) (He) had dinner, watching a baseball game on TV.

(3) Not having enough money with me, I couldn't buy (the book.)

(4) The museum being very famous, many people visit (it.)
(5) Spoken to by a foreigner, she was (surprised.)

(6) Having done everything I should do, I'm going (out now.)

ました。」

① 「少年たちに見られて,そのねこは走って逃げました。」

■回劃D
(4)主 語は慟er∝kなので.「 この場所から見られると」

a園劃鵬
(4) =As the museun■ is very faimous,…・

□□目D
(1,「とでもかっこいいので.彼は著者の同で人気がありま

す。」ホamong¨「…の同で」

(2)「
=官
を見かけたとき.彼は助けを求めました。」幸aよ

』or…「…を求める」

(3,「彼は電気をつけて.宿題をやり始めました。」準turn

on…「…をつける」

(4)「彼はすることが何もなかったので.故歩に出かけまし

*受け身の意味の分詞構文にする。

と考える。

(5)動詞句 speak to―・「…に話しかける」の受動態の形で

あることに注意する。

た_」

(5)「何と答えればよいのかわからなかったので.わ たしは

黙っていました_」

(6)「その仕事は彼にとって困難だったけれども,彼は挑戦

してみました。」

(7)「太陽が沈んだあと,わたしたちは家に帰り始めました。」

(8)「その女の子の赤ちゃんは夏に生まれたので, 夏子と名

づけられました。」

ド0■―‐_

□

(1) Being so cool, he is popular among young people.

(2) Seeing the police officer, he asked for some help.

(3) Turning on the light, he began to do his homework.

(4) Having nothing to do, he went for a walk.
(5) Not knowing what answer to make, I remained silent.
(6) The work being hard for him, he gave it a try.
(7) The sun having set, we started for home.

(8) (Being) Born in summer, the baby girl was named Natsuko

(1) Opening the window
(4) Seen from

(2) Being an honest

(5) Not wanting to

(3)It beil■g Sunday

(6) Having been to

一分詞構文- 74



P94～97

1 練成問題

に 1

(1)

(4)

told me that
told me to

(2)

(5)

asked him if[whether]

asked her to

(3) asked me what

2

(1)he had

(4) she wOuld play

(2) she was (3)he had finished

目■匿D
伝達動詞と接続詞などは,被伝達文の種類によって変化さ

せる。

(1運)「彼女はわたしに『あなたは勇敢な少年ですね。』と言

いました。」

⑤ 「彼女はわたしにわたしが勇敢な少年だと言いまし

た。」

(2C)「 わたしは彼に『あなたのお姉[妹]さんはピアノを弾

くのが上手ですか。』と言いました。」

⑤ 「わたしは彼に彼のお姉[妹]さんがピアノを弾くのが

自調圏D
伝達動詞が過去形の場合,被伝達文は時制の一致を受ける。

そのとき,《現在》→ 《過去》,《過去》→ 《過去完了》と変

化させる。

(lX⊃ 「彼は『わたしはよいギターを持っています。』と言い

ました。」

⑤ 「彼はよいギターを持っていると言いました。」
(2て)「彼女は『わたしはきょうはよくなりました。』と言い

ました。」

⑤ 「彼女はその日,自分はよくなったと言いました。」

目□塵D
(1で)「彼はわたしに『あなたは疲れているように見えま

す。』と言いました。」

① 「彼はわたしにわたしが疲れているように見えると言
いました。」*接続詞thatを省略した形。

{2C)「わたしは彼に『あなたは車を運転できますか。』と言

いました。」

75

上手かどうかたずねました。」

(3C)「彼はわたしに『あなたは何が欲しいですか。』と言い

ました。」

① 「彼はわたしに何が欲しいかたずねました。」

(4X⊃ 「わたしの母はわたしに『手を洗いなさい。』と言いま

した。」

⑤ 「わたしの母はわたしに手を洗うように言いました。」
(5て)「わたしは彼女に『窓を開けてください。』と言いまし

た。」*pleaseのついた依頼の文であることに注意。

① 「わたしは彼女に窓を開けるように頼みました。」

(30

⑤

(4)〇

⑥

「彼はわたしたちに『わたしはきのう,その仕事を終

えました。』と言いました。」

「彼は前日にその仕事を終えたとわたしたちに言いま

した。」

「わたしの姉[妹 ]はわたしに『わたしはあした,テニ

スをするつもりです。』と言いました。」

「わたしの姉[妹]は翌日にテニスをするつもりだとわ

たしに言いました。」*時制の一致では,助動詞を含

む被伝達文は助動詞を過去形にする。

(1)

(4)

(2)

(5)

told,1 looked

told,to be

asked, if[whether] he could (3) asked, she liked

asked, to show her

⑤ 「わたしは彼に彼が車を運転できるかどうかたずねま

した。」 *被伝達文が疑問文の場合は,間接話法では

平叙文の話順になる(間接疑問文)。 助動詞canが時

制の一致を受けることに注意。

(3〔)「わたしは彼女に『あなたは何の季節が1番好きです

か。』と言いました。」

⑥ 「わたしは彼女に何の季節が 1番好きかたずねまし

｝織
Ｖ

一
２



た。」

(4)①  「先生はわたしたちに『静かにしなさいt』 と言いました_」

(b)「先生はわたしたちに静かにするように言いましたc」

(5定)「彼女はわたしに Fわ たしにその写真を見せてくださ

い。』と言いました。」

0 「彼女は自分にその写真を見せるようにわたしに頼み

ました。」

・4 /P95

(1)ア (2)エ (3)イ (4)イ (5)ウ

暉麗睡D
(1)④ 「ジョンはお姉[妹 ]さ んに『それをわたしのところヘ

持ってきて。』と言いました。」

⑤ 「ジョンはお姉[妹 ]さ んにそれを自分のところへ持っ
てくるように言いました。」

(鍬Э 「わたしは彼に『あなたは旅行を楽しみましたか。』と
言いました。」

⑤ 「わたしは彼に旅行を楽しんだかどうかたずねまし
た。」

(3)C)「先生はわたしたちに『コロンブスは 1492年にアメ

リカを発見しました。』と言いました。」

⑤ 「先生はわたしたちにコロンブスは 1492年にアメリ

は順田D
(2) =She said to rne, “Vrhere、″ere you yesterday?"

力を発見したと言いました。」 *現在の事実・習慣 ,

不変の真理,歴史上の事実などは時制の一致を受けな

い(時制の一致の例外)。

「彼女はわたしに『あなたはどちらの色が好きです

か。』と言いました。」

「彼女はわたしにどちらの色が好きかたずねました。」

「彼はわたしに『このコンピュータを使ってはいけま

せん。』と言いました。」

「彼はわたしにそのコンピュータを使わないよう言い

ました。」 *被伝達文が否定命令文の場合は,不定詞

の否定形 not to～ を用いる。

(40

⑤

(5XЭ

⑤

*間接話法での「きのう」はthe day bebreと なる。

(4) =I said tO hiln,“ ]:11ave you been to Hawaii?"

(1)e I love you

(3)O me

(5e said, Don't

②  tells,she loves us

②  asked,to help her

②  told,not to

(2)I had been,befOre

(4)asked,if[whether],had

(6)C)1'1l  ② told,he would

ロ ∠」堅二

(1)that she was         (2)

(4)t01d,he had,befOre    (5)

(7)asked,1 1lad dOne,before(8)

(9)Do l have,lmy,now    (lo)

oa told,not t。             (lo

(15)How 01d,yOur

told, he wanted (3) he didn't

if[whether], was (6) iflwhetherl he could, there

Mary when the next train was

I will, tomorrow 0D tells me to, my

Please take me 04) to open

鬱配麗艤
(1)C'「彼女は『わたしは忙しいです。』と言いました。」

⑤ 「彼女は自分は忙しいと言いました。」
(劾Э 「彼はわたしに『あなたに会いたいです。』と言いまし
た。」

「彼はわたしに会いたいと言いました。」

「彼は彼女に『わたしはその映画が好きではありませ

ん。』と言いました。」

「彼は彼女に自分はその映画が好きではないと言いま

した。」

⑤

(3XЭ

O
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⑤

(5)①

(7XЭ

⑤

(8X⊃

(4)④

(6)①

⑤

⑤

(90

「彼はわたしに『わたしは2年前に京都に住んでいま

した。』と言いました。」

「彼はわたしに(そのときから)2年前に京都に住んで

いたと言いました。」*ago→ bebre

「彼はわたしに『あなたは音楽が好きですか。』と言い

ました。」

「彼はわたしに音楽が好きかどうかたずねました。」

「トムはわたしに『わたしはここにすわってもいいで

すか。』と言いました。」

「トムはわたしにそこにすわってもいいかどうかたず

ねました。」*here→ there

「彼女はわたしに『あなたはきのう,何をしましたか。』

と言いました。」

「彼女はわたしに前日,何をしたかたずねました。」

*yesterday―→the day before

「彼は『メアリー.次の列車はいつですか。』と言いま

した。」

「彼はメアリーに次の列車がいつかたずねました。」

「彼は自分がそのときに宿題をしなければならないか

どうか母親にたずねました。」

「彼は母親に『わたしは今,宿題をしなければなりま

せんか。』と言いました。」*間接話法から直接話法ヘ

の転換なので,then―・ nowと なる。

「彼は翌日に日本を発つと言いました。」

「彼は『わたしはあした, 日本を発ちます。』と言い

ました。」*間接話法から直接話法への転換なので,

the next day― →tornorrowと なる。

「母はいつもわたしに『あなたの部屋を掃除しなさ

い。』と言います。」

「母はいつもわたしに自分の部屋を掃除するように言

います。」

「彼はわたしに『うそをつくな。』と言いました。」

*tell a lie「 うそをつく」

「彼はわたしにうそをつかないように言いました。」

「年とった婦人がわたしに自分を警察署に連れていく

ように頼みました。」

「年とった婦人がわたしに『わたしを警察署に連れて

いってください。』と言いました。」

「マイクはわたしに『窓を開けてくれませんか。』と言

いました。」

「マイクはわたしに窓を開けるように頼みました。」

*被伝達文は疑問文であるが,依頼を表すので,《ask

+目 的語十to不定詞～》を用いて間接話法にする。

「彼女は彼に彼のお兄[弟 ]さ んの年齢をたずねまし

た。」

「『あなたのお兄[弟 ]さ んは何歳ですか。』と彼女は彼

にたずねました。」

⑤

(1lXめ

⑤

⑫④

⑤

(13X⊃

①

は4X3)

⑤

(15XЭ

⑤

⑤

(100

匡 日

(l) (The teacher) told him to write it on (his notebook.)
(2) I told Susan not to go out alone.

(3) (My sister) told me that she had had a good time at the party.
(4) (He asked) me why I was afraid of making (mistakes.)

(5) (He) asked me if I could go to the movies with him.
(6) Some students ask what language they should study (in college.)

■回調D
(3)「パーティーが楽しかった」は「言った」よりも時間的

ロ

に前なので過去完了となる。

(4)「～することを恐れる」be a■a週 of～ュng

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

Susie told me (that) she was so happy to hear the news.

He asked me how I came to school.

She asked me to help her with her homework.

She told me (that) the earth is round.

He said to us, "The machine doesn't work now."

She said to me, "Do you know my phone number?"
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(7) I said to Betty, "How many times have you been to Paris?"

(8) David said to us, "I will go back to my country tomoruow."

個国鵬D
(1)「スージーはわたしに『わたしはその知らせを聞いてと

てもうれしい。』と言いました。」

→「スージーはわたしにその知らせを聞いてとてもうれ

しいと言いました。」

(2)「彼はわたしに『あなたはどのようにして学校へ来ます

か。』と言いました。」

→「彼はわたしにどのようにして学校へ来るのかたずね

ました。」

(3)「彼女はわたしに『わたしの宿題を手伝ってください。』

と言いました。」

→「彼女はわたしに宿題を手伝ってくれるよう頼みまし

た。」

(4)「彼女はわたしに『地球は丸い。』と言いました。」

→「彼女はわたしに地球は丸いと言いました。」*時制

の一致の例外。

(5,「彼はわたしたちにその機械はそのとき動かないと言い

ました。」

→「彼はわたしたちに Fその機械は今,動かないt」 と

言いました。」

(6)「彼女はわたしに彼女の電話番号を知っているかどうか

たずねました。」

→「彼女はわたしに『あなたはわたしの電話番号を知っ

ていますか。』と言いました3」

(7)「わたしはベティーに何回パリヘ行ったことがあるのか

たずねました。」

→「わたしはベテイーに『あなたは何回パリヘ行ったこ

とがありますか。』と言いました。」

(8)「デビッドは翌日に母国へ帰るとわたしたちに言いまし

た。」

→「デビッドはわたしたちに『わたしはあした,母国ヘ

帰ります。』と言いました。
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P98～ 101

・ 練成問題

[_二望_1

(1)

(2)

(3)

もしわたしがひまならば,彼を訪ねるのですが。

もし彼女が病気でなければ,泳ぎに行けるのですが。

もしわたしが彼の住所を知っていれば,彼に手紙を書けるのですが。

□□劃D
仮定法過去は,現在の事実と反対のことを仮定するもので

口西圏D
(1て)「わたしは忙しいので,あなたと買い物に行けません。」

⑤ 「もしわたしが忙しくなければ,あなたと買い物に行

けるのですが。」*仮定法過去では,be動詞は主語の

人称・数に関係なく,ふつうwereを用いる。

(2)Э 「雨が降っているので,わたしたちはピクニックに行

きまtとん。」*go on a picnic「 ピクニック′ヽ行く」

⑤ 「もし晴れていれば,わたしたちはピクニックに行く
のですが。」

…仮定法過去完了は.過去の事実と反対のことを,定するも

「わたしは翼を持っていないので,あなたのところヘ

飛んで行けません。」

「もしわたしが翼を持っていれば,あなたのところヘ

飛んで行けるのですが。」

「彼はきょう,家にいなければならないので,わたし

たちとサッカーができません。」

「もし彼がきょう,家にいる必要がなければ,わたし

たちとサッカーができるのですが。」

ある。

2

(1)

(4)

were[was], could

didn't, could

\2) were[was], would (3)had,could

(3)0

⑤

(4Ю

①

3

(1)

(2)

(3)

もしわたしがそこにいたら,あなたを助けたでしょう。

もしあなたの助けがあったなら,彼はその仕事を終えることができたでしよう。

もし彼がその質問の答えを知っていたら,た くさんのお金を手に入れられたでしよう。

のである。

4

(1)had,been (2)had,le乱 (3)had had

個田圏D
(10 「わたしは忙しかったので.あなたに会えませんでし

た。」

0 「もしわたしが忙しくなかったなら.あなたに会えた
のですが。」

(2Ю 「彼女は早く家を11たので.′ (ス に乗れました。」

「もし彼女が早く家を出ていなかったなら,バ スに乗

れなかったでしょうt」

「わたしは十分なお金を持っていなかったので,そ れ

を買えませんでしたc」

「もしわたしが十分なお金を持っていたなら,それを

買えたのですが.」

⑥

(3XЭ

⑤

79
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5

(1)万一雨が降ったら,わたしは家にいます。

(2)万一彼が真実を知ったら, ショックを受けるでしょう。

(3)万一わたしが 100万 ドル持っていたら,貧しい人々を助けるのに使うでしょう。

(4)万一彼女があした,死んでしまったら,彼女の子供たちに何が起こるでしょうか。

/P99

6.

(1)

(2)

わたしはまるで飛行機に乗っているような気分です。

彼はまるでわたしに 1度 も会ったことがないようなようすです。

翻函囲D
shouldEwere to]～ は,未来において起こりそうもない

畷ド田鶴
(1)《 as■f+仮定法過去》は,主節と同じ《時》の内容を表

して「まるで…であるかのように」という意味を表す。

■回目D
(lX2)《I wLh+仮定法過去〉は.「・であるならなあ。」と

現在の事実に反した願菫を表す。

ことを仮定するものである。

(3)the p00r「貧しい人々」

(2) 《as r+仮定法過去完了》は,主節より前の 《時》の内

容を表して「まるで…であったかのように」という意味

を表す。

(3)《 I wish+仮 定法過去完了》は,「…であったらなあ。」

と過去の事実に反した願望を表す。

7

(1) were[was]

(4) as if[though], knew

(2) cOuld

(5)as if[though],had seen

(3)had had

8

(2) 、rish,had (3) have done(1) could

饉田畷D
(1で)「わたしはあなたを助けることができなくて残念で

す。」

⑤ 「あなたを助けることができたらなあ。」
(2〔)「わたしはたくさんお金を持っていなくて残念です。」

「たくさんお金を持っていればなあ。」

「わたしはその仕事をすることができなかったので残

念です〔」

「その仕事をすることができていたならなあ
`」

①

(3XЭ

⑤

■

(1)ア

(6)オ

(2)ア

(7)① ウ ② イ
(3)イ (4)ウ (5)ア

∠や」立≧

目西醸D
(1)「 もし空気がなければ,わたしたちは生きられないでしょ

う。」《仮定法過去》*air「空気」

(2)「 もし今.わたしがそこにいれば,彼 らを助けるのです

が。」《仮定法過去》

(3)「そのとき,時間が十分にあったならなあ。」《仮定法過

去完了》。

(4)「彼はまるですべてを知っているかのように話します。」

《仮定法過去》

(5)「母が今,家にいればなあ。」《仮定法過去》

(6)「 もしわたしがお金をたくさん持っていれば,その人形

を買えるのですが。」《仮定法過去》

(7)「もしわたしに時間が十分にあったなら,あ なたを訪ね

たのですが。」《仮定法過去完了》

一仮定法- 80
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ロ

(1)ア (2)ア (3)イ (4)エ

日配睦D
(1)「わたしはあんなふうに泳げないので残念です。」=「あ

んなふうに泳げたらなあ。」

(2)「 もしわたしが鳥ならば.あなたのところに飛んで行け

るのですが。」=「わたしは鳥ではないので,あなたの

ところに飛んで行くことができません。」

(3)「その家はとても高いので,わたしはそれを買えません。」

=「 もしその家があまり高くなければ,わたしはそれを

買えるのですが。」*expenswe「 〔値段が〕高い」

(4)「 もし彼がそこにいたら,わたしたちはその試合に勝て

たのですが。」=「彼がそこにいなかったので,わたし

たちはその試合に負けました。」

匝m二日
(1)knew,could

(4)O sOrry   ⑤  cOuld

AsIam
had studied, would have

(2)

(5)

(3)wish

G田畷D
(球Э 「わたしは何をすべきか知らないので,あなたを助け

ることができません。」

C)「 もしわたしが何をすべきか知っていれば,あなたを

助けられるのですが。」《仮定法過去》

(以⊃「もしわたしがお金持ちならば,車を買えるのです

が。」《仮定法過去》

⑤ 「わたしはお金持ちではないので,車を買うことがで
きません。」

(凛Э 「わたしは上手に料理ができなくて残念です。」

…(2)未来において起こりそうもないことの仮定。
(4)as r以下の内容は主節よりも前の く

"〉

を表している

C函田D
(詠0 「イングランドヘ行けるならなあ。」という文を完成さ

「わたしがよい料理人ならなあ.」 《仮定法過去》

「わたしはあなたほど上手に英語を話せなくて残念で

す。」

「あなたと同じくらい上手に英語を話せればなあ。」

《仮定法過去》

「彼は熱心に勉強しなかったので,試験に受かりませ

んでした。」

「もし彼が熱心に勉強していたら,試験に受かったで

しょう。」《仮定法過去完了》

⑤

(4Ю

⑤

(5XЭ

⑤

■

(1)had,would

(4) as if[thOugh],had

(2)shOuld,would[willl

(5) as if[though],knew

(3) had lived

ロ

(1) I wish you were iny brother.

(2)Ifl were[wasl nOt so busy,I would(like to)help you.

(3)①  (Iam)sorry(that)Icannot go to Endand.

②  (I wish)I could gO to England.

(4)ThOugh[Although]he is diligent[industriousI,I wish he were more careful.

[He iS diligent[induStriOuS],but I WiSh he Were mOre Careful.]

(5)Ifit should[were tol snow here,everybody[everyone]wouldlwill]be surprised

ので,《仮定法過去完了》を用いる。

(5)as if以下の内容は主節と同じ《時》を表しているので

《仮定法過去》を用いる

81 -仮定法―
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入試対策
贖慶■
P102へ 1́09

1 練成問題

//P102

(1) Though[Although]
(4) Both, and
(7) more difficult

0o) he could

03) were able

06) heard from

(2)Study hard,or

(5)Neither,nOr

(8) best

(11)Shall

(14)have[neett tO

(3) when, was
(6) well
(9) taller, any other

$2) Don't be

05) has been, since

鯛□慶D
(1に)「彼は彼女に手紙を書きました.しかし彼女は返信を

しませんでした。」

⑤ 「彼は彼女に手紙を書いたけれども,彼女は返信をし

ませんでした。」

(2C)「 もし一生懸命勉強しなければ,あなたは試験に落ち

るでしょう。」

⑤ 「一生懸命勉強しなさい,さ もないとあなたは試験に

落ちるでしょう。」

(3Ю⑥ 「彼は20歳のときに,東京へ行きました。」
*at the age of¨・「…歳のときに」

(4て)「太郎は英語を上手に話せます。恵子も英語を上手に

話せます。」

⑥ 「太郎と恵子は2人 とも英語を上手に話せます。」
*both 4 and B「スとBの両方とも」

(5て)「わたしの姉[妹]は, 1度 も外国へ行ったことがあり

ません。わたしもありません。」

⑥ 「わたしの姉[妹]と わたしは2人 とも, 1度 も外国ヘ

行ったことがありません。」

*neither И nor B「スもBも …ない」

(6C)「彼はわたしより上手にピアノを弾くことができま

す。」

⑤ 「わたしは彼ほど上手にはピアノを弾けません。」
(7て)「この質問はあの質問より簡単です。」

⑤「あの質問はこの質問より難しい。」

(8③ 「水泳は,わたしのお気に入りのスポーツの1つです。」

(100⑤

ll tl

か。」*want―・to～ 「́ ・̈に～してもらいたい」

⑤ 「あなたのためにこのかばんを運びましょうか。」
*Shall I～ ?「 (わたしが)～ しましょうか。」

0ズ〕Э 「この部屋でうるさくしてはいけません。」*must
not～「～してはいけない」

03K⊃⑤ 「わたしの父とわたしは,10時までに空港に着くこ
とができました。」*be able to～ 「～することが

できる」

(14〔邁)「あなたはきょう,傘を持っていく必要はありませ

ん。」*necessary「 必要な」,don't have to～「～

する必要はない」

05に)「母はきのう,病気になりました。彼女は今もまだ病

気です。」

⑤ 「母はきのうからずっと病気です。」
(16運)「彼女は2か月間,わたしに手紙を書いていません。」

*write to… 「…に手紙を書く」

① 「わたしは2か月間.彼女から便りがありません。」
*hear from・・・「…から便りがある」

「水泳は,わたしが最も好きなスポーツの1つです。」

「ジムは彼のクラスで1番背が高い男の子です。」

「ジムは,彼のクラスの他のどの男の子よりも背が高

い。」*《比較級+than any other+単 数名詞》「他

のどの～よりも…」

「彼はできるだけ早く家に帰ろうとしました。」

*as… as one can「できるだけ…」

「あなたはわたしにこのかばんを運んで欲しいです

①

(9XЭ

⑤

82
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(1) have never

(4) forget to
(7) necessary for

00) what to

03) enough to

06) fond, walking

(2) find
(5) to see

(8) me to

01) how to
(14) Helping

07) about going

(3) to eat

(6) It, to swim
(9) not to

(12) too, for

0s) enjoyed listening

08) good speaker

L‐塵 壼 __2

巨ュ」■_3

G日慶D
(1〔)「わたしにとってアフリカヘ行くのはこれが初めてで

す。」

⑤ 「わたしは以前, 1度 もアフリカに行ったことがあり
ません。」*have been to¨・「…へ行ったことがある」

(2に)「わたしは鍵をなくしてしまいました。」

C)「わたしは鍵をなくし, どこにもそれを見つけること

ができません。」

(3で)「 このねこは空腹で,食べ物が必要です。」

⑤ 「このねこは空腹で,何か食べるものが必要です。」
(以Э⑥ 「どうぞ忘れずにあなたのご家族によろしくお伝え

ください。」*say heno to・ …「…によろしくイ云え

る」

(5て)「その事故を見たとき,わたしは驚きました。」

⑤ 「その事故を見て,わたしは驚きました。」
(6C起)「 川で泳ぐことは楽しい。」*It is¨・(br― )to

～ .「 (― が)～するのは…だ。」

(7XD⑥ 「あなたはこの本を読む必要はありません。」

(8で)「あなたといっしょに行きましょうか。」

⑤ 「あなたはわたしにいっしょに行ってほしいですか。」
(9て)「先生はわたしに『ドアを開けたままにしてはいけな

い。」と言いました。」

⑤ 「先生はわたしにドアを開けたままにしないよう言い

ました。」*「～しないように」という場合は,不定

詞の否定形 nOt to～ を用いる。

{10)iC)「わたしは何と言えばよいのかわかりませんでし

た。」

(1lC 「あなたはこのコンピュータが使えますか。」

⑤ 「あなたはこのコンピュータの使い方を知っています

か。」

(12〔)⑤ 「この帽子はとても小さいので,わ たしはかぶるこ

とができません。」*too… for― to～ 「とても

…なので―には～できない」

(13[|「 わたしに道を案内してくれるとは,彼女は親切です。」

0「彼女は親切にも、わたしに道を案内してくれます。」
*… enOugh to～「～するのに十分…,～できるほ

ど…」

(14)`ib)「 お年寄 りを助けることはわたしたちにとって大切

です。」

(1)1)「 わたしたちはきのう, 計楽を聞きました.わたした

ちはそれをとても楽しみました。」

C)「わたしたちはきのう.音楽を聞いてとても楽しみま

した。」 *e刊 oy～ing「～して楽しむ」

(1000 「わたしは公園を散歩するのが好きです
`」

*be fond of～ ing「～するのが好きだ」

(17υG)「放課後,公園に行きませんか.」

*HOw abOut～ ing?「 ～しませんか。」

(18C)「 彼女は英語を上手に話します。」

0「彼女は L手な英語の話し手です。」

(1) had
(4) for me

(7) are taught
(10) kept open

00 written by

06) whose name

(2) belong to
(5) walks to
(8) were, taken

0il interested in
04) who[that] live
(17) he took

(3) does, have
(6) makes

(9) Is English spoken

(12\ watching, is

00 is
08) when Nancy left

83 ―入試対策 同義文完成―



優熙藤D
(1で)① 「ここでは6月 に雨がたくさん降りました。」
*《天候》を表す主語 it。

(家〕Э 「あの白い車はだれのものですか。」*belong to

…「…に属する」

(諏Э① 「この部屋には,い くつ窓がありますか。」
(4Э⑤ 「父はわたしに新しい野球のバットを買ってくれま
した。」*buyス B=buy B for 4

(以Э⑥ 「エディは毎日,歩いて学校に行きます。」
*onおot「徒歩で」

(6運)「わたしたちは,一生懸命働くことによって幸せにな

れます。」

C)「一生懸命働くことがわたしたちを幸せにします。」

*makeス β「スをBにする」

(70 「プラウン先生はわたしたちに英語を教えています。」

① 「わたしたちはプラウン先生から英語を教わっていま
す。」*受動態 《be+過去分詞》

(8て)「あなたはどこで, これらの写真を撮りましたか。」

① 「これらの写真はどこで撮られましたか。」
(蝋D⑤ 「イングランドでは英語が話されていますか。」
(10XЭ 「あなたはドアを開けたままにしておかなければなり

ません。」

① 「ドアは開けたままにされておかなければなりませ
ん。」*《助動詞+be+過去分詞》

01て)「わたしたちはこの本はおもしろいと思います。」

① 「わたしたちはこの本に興味があります。」

嘔田慶D
(以Э 「わたしはこの本の著者を知っています。」
⑤ 「わたしはだれがこの本を書いたのかを知っていま

す。」

(2()「あなたの誕生日を教えてください。」

⑤ 「いつあなたが生まれたのかを教えてください。」
*be born「 生まれる」

(3)④  「あなたは彼の年齢を知っていますか。」
⑤ 「あなたは彼が何歳か知っていますか。」

*be interested in… 「…に興味がある」

「その男の子はトムのお兄[弟 ]さ んです。彼はテレビ

を見ています。」

「テレビを見ているその男の子はトムのお兄[弟]さ ん

です。」

「ブラウンさんがこの本を書きました。それはとても

おもしろい。」

「ブラウンさんによって書かれたこの本はとてもおも

しろいっ」

「わたしたちの学校の一部の生徒は,学校からとても

遠いところに住んでいます。」

「わたしたちの学校には,学校からとでも遠いところ

に住んでいる生徒が何人かいます。」

「長いしっぼのそのねこはベティーのです。」

*tail「 しっぽ」

「しっぽが長いそのねこはベテイーのです。」

「昨晩,わ たしはジョンと呼ばれている人に会いまし

た。」

「昨晩,わたしは名前がジョンという人に会いました。」

「これは先週,彼によって撮られた写真です。」

「これは彼が先週,撮った写真です。」

「ナンシーはいつ高知を発ったのですか。あなたは

知っていますか。」

「あなたはナンシーがいつ高知を発ったのか知ってい

ますか。」*間接疑問文 《疑間詞+主語 +動詞～》

02③

⑤

(13〔 )

⑤

(14X3)

⑤

(15XЭ

①

060

⑤

(17)Э

⑤

(18X3)

⑤

(4()「 あなたのお母さんはなんて上手に料理をするので

しょう。」

⑤ 「あなたのお母さんはなんて上手な料理人なのでしょ
う。」*《What(+a[an])+形容詞 +名詞十主語+

動詞 !》

(ⅨЭ⑤ 「父は約30分前に帰宅しました。」*half an hour
「30分」

(60 「これらは彼の本です。」

① 「これらの本は彼のものです。」

(1) who wrote
(4) good cook

(7) said nothing
(10) good sleep

03) well

06) between

(2) when, born
(5) half an

(8) enjoyed herself

01) good at

04) either

07) Without your

(3) how old he is
(6) his
(9) is, old

(12) was absent

05) During, stay

08) on, way

―入試対策 同義文完成- 84
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(7)①①

(80

⑤

(9XЭ

⑤

(10XЭ

①

(1lK∋

①

,「彼はわたしに何も言いませんでした。」

「メアリーは昨年の夏,楽しいときを過ごしました。」

*have a good time「 楽しいときを過ごす」

「メアリーは昨年の夏,楽 しみました。」 *e刊 oy

oneser「楽しむ」

「この寺が建てられてから300年が経ちます。」

「この寺は築300年です。」*建物の築年数などを表

す場合にも,oldを用いることができる。

「あなたは昨晩,よ く眠れましたか。」

「あなたは昨晩,よい睡眠をとりましたか。」

「わたしたちの先生はバイオリンを上手に弾きます。」

「わたしたちの先生はバイオリンを弾くのが得意で

す。」*be good at～ ing「～するのが得意だ」

「彼はきのう.学校に行きませんでした。」

「彼はきのう,学校を欠席しました。」*be absent

iom・ 「̈…を欠席する」

「彼はとても上手な英語の話し手です。」

「彼はなんて上手に英語を話すのでしょう。」

「ジョンもメアリーも,パーテイーに行きませんでし

た。」

「ジョンはパーティーに行かず,メ アリーも行きませ

んでした。」

「ニューヨークにいる間,わたしは何度か彼に会いま

した。」*whileは接続詞。

「ニューヨーク滞在中,わたしは何度か彼に会いまし

た。」*du五ngは前置詞。

「あなたの計画はわたしのとは少し違います。」

*be dimerent ioln・ 「̈ ・̈と違う」

「あなたの計画とわたしのには少し違いがあります。」

*between И and β「/1と Bの間に [で ]」

「もしあなたが助けてくれなければ,わたしはその仕

事をすることができないでしよう。」

「あなたの助けなしでは,わたしはその仕事をするこ

とができないでしよう。」

「郵便局へ向かっている間に,わたしはアンに会いま

した。」

「郵便局へ行く途中,わたしはアンに会いました。」

*on one's way to・・。「…へ行く途中に」

⑤

05X3)

⑤

(16X⊃

①

07)④

⑤

08X⊃

⑤

むヽ
ン
鍬

①

Ю

①

Ю

ヒ聖二田

(1) must
(4) Nothing, so[as]

(7) No, since

0o) enough for

03) enjoyed watching

06) flies

later in winter

as[so], rain, as

visited

impossible to

without saying

spend

(3) best swimmer
(6) been dead for
(9) so, that, couldn't

02) It, of

05) beautiful garden he

(2)

(5)

(8)

(11)

0→

(10

G田畷D
(以Э「あなたが空腹だとわたしは確信しています。」

⑤ 「あなたは空腹に違いありません。」
(2連)「日本では,太陽は冬よりも夏のほうが早く昇ります。」

C)「日本では,太陽は夏よりも冬のほうが遅く昇ります。」

(3XЭ 「わたしのクラスのだれも,ジ ョンほど上手に泳げま

せん。」

① 「ジョンはわたしのクラスで1番の泳ぎ手です。」
(4()「健康がわたしたちの生活で1番大切なものです。」

① 「わたしたちの生活で健康ほど大切なものはありませ
ん。」

(椰Э 「ここでは,あなたの国ほど頻繁に雨が降りません。」
⑥ 「ここでは,あなたの国ほど多く雨が降りません。」
(6〔邁)「わたしのおばが死んで5年が経ちます。」

(nЭ  「トムは1980年 の1月 に,最後に目撃されました。」

① 「1980年の1月 以来, だれもトムを見ていません。」
(8て)「山田夫妻はオーストラリアに行ったことがあります。」

⑤ 「山田夫妻は1度オーストラリアを訪れました。」
*wentは不可。うしろに前置詞toが必要。

(以D⑤ 「きのう,わたしはとても疲れていたので宿題をす
ることができませんでした。」

*so・ ẗhat― can't～「とても…なので―は～

できない」

(10運)「 この帽子は安いので,彼女はそれを買うことができ

ます。」

① 「この帽子は,彼女が買うには十分な安さです。」
01て)「わたしたちはいつ彼がここに着くのかわかりません。」

⑤ 「彼の到着時刻を知るのは不可能です。」
*impossttle「 不可能な」

υ〔)「あなたは親切にもわたしを家まで車で送ってくれま

85 -入試対策 同義文完成―
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⑤

住3XЭ

①

00①

ロ

した。」

「わたしを家まで車で送ってくれるなんて,あ なたは

親切でした。」 *人の性質を表す形容詞の場合には,

It is… of― to～ 。となる。

「昨夜,わたしはテレビで野球の試合を見て楽しいと

きを過ごしました。」

「昨夜,わ たしはテレビで野球の試合を見て楽しみま

した。」

「彼は部屋を出て行きました。彼はおやすみと言いま

G□目D
(1運)「わたしは 10分で駅に着きました。」

① 「わたしが駅に着くのに10分かかりました。」
*《It takes+(人 )■ 時間+to～ .》「(― が)～する

のに〔時間が〕…かかる。」

(2連)「わたしたちはみんな,メ アリーのお姉[妹]さ んのナ

ンシーはよい先生だと知っています。」

⑤ 「メアリーのお姉[妹]さ んのナンシーはよい先生とし

て知られています。」

(3)① 「わたしたちはその大の世話をしなければなりませ

ん。」

⑥ 「その大は世話をされなければなりません。」

(4て)「 6月 8日 はわたしの誕生日です。」

⑤ 「わたしは6月 8日 に生まれました。」

(5C)「 これは先週,わたしの父が描いた絵です。」

⑤ 「これは先週,わたしの父によって描かれた絵です。」
(6運)「あの家はきれいです。それは丘の上に立っています。」

⑤ 「丘の上に立っているあの家はきれいです。」
(7()「加藤さんはねこを飼っています。それの名前はクロ

です。」

⑥ 「加藤さんはクロと名づけられたねこを飼っています。」

(8運)「わたしの父が切り倒した木はとても古いものでし

た。」*cut down…「…を切り倒す」

⑤ 「わたしの父によって切り倒された木はとても古いも

のでした。」

せんでした。」

⑤ 「彼はおやすみと言わずに部屋を出て行きました。」
*without～ mg「～せずに」

05()「彼の庭はなんてきれいなのでしよう。」

⑥ 「彼はなんてきれいな庭を持っているのでしょう。」
06〔邁)「わたしの父はよく飛行機で北海道に行きます。」

*fly to… 「飛行機で…へ行く」

(1つ④ 「あなたはきのう,何をしましたか。」

⑥ 「あなたはきのう, どのように過ごしましたか。」

(9て)「これはわたしが今まで読んだ中でいちばんおもしろ

い本です。」

⑮ 「わたしは今までにこれほどおもしろい本を読んだこ
とがありません。」

(10〔)「それらの本はとても難しかったので彼女は読むこと

ができませんでした。」

⑤ 「それらの本はとても難しかったので彼女はそれらを
読むことができませんでした。」*動詞readの うし

ろに,その目的語にあたる名詞(the books)を 代名詞

に置きかえたものを補う必要があることに注意。

01に)⑥ 「彼には話をする友達が何人かいます。」
020 「その質問に答えることはだれにも不可能です。」

⑥ 「だれもその質問に答えることはできません。」
(13に )「両親にたずねるまではわたしは電話を買えません。」

① 「電話を買う前にわたしは両親にたずねなければなり

■―■P107 .

ません。」

(14に )「あなたは夏休みに何をするつもりですか。」

⑤ 「夏休みのあなたの計画は何ですか。」
(15X〕Э 「わたしたちはすぐに出発することにしました。」

*make up one's nlind「 決心する」

06()「 わたしはこの本に1万円払いました。」*pay Иおr

B「βにスを払う」

⑥ 「この本は1万円しました。」
*《cost十 人+金額》「人に 〔金額が〕・̈かかる」

O④⑤ 「あなたは急ぐ必要はありません。」*⑤のneedは

(1) took Q) known
(4) was born (5) painted by
(7) named (8) which[that] was cut
(10) difficult that she couldn't read them

01) talk to A2) Nobody can

04) your plan 05) made

07) There is no 08) take[Iead] you

(3) be taken
(6) standing
(9) never read such an

09 have to, before

06) cost me
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匡 日

名詞。

08〔)「 もしあなたがこの道を行けば,あ なたは駅に着くで

しよう。」

|ヽ 「この道があなたを駅に連れていくでしょう。」

(9〔巡)「わたしのおじは17歳のときアメリカヘ行きまし

た。」 *at the age of… 「…歳のときに」

(10()「 激しい雨が彼の外出を妨げました。」

*keep・¨缶om～ ing「…が～するのを妨げる」

⑤ 「激しい雨のため彼は外出できませんでした。」
*because of… 「…のために」

(110 「なぜあなたはそんなに一生懸命働くのですか。」

⑥ 「何のためにあなたはそんなに一生懸命働くのです

か。」*W・hat¨・br?「何のために…」

(12〔邁)「わたしたちといっしょに泳ぎませんか。」

*Why don't you～ ?「～しませんか。」

03運)「この時計はよく動きません。」

⑥「この時計はどこかおかしい。」*The“ is something

wrong with… .「…はどこかおかしい。」

04運)「わたしは以前にこれほどすばらしい絵[写真]を見た

ことがありません。」

⑤ 「わたしにとってこれほどすばらしい絵[写真]を見る
のはこれが初めてです。」

(15′③ 「ケイトは5年以上日記をつけています。」*keep a

diary「 日記をつける」

⑥ 「ケイトは5年以上前に日記をつけ始めました。」
*mOre than… =over¨。「…以上」

(16()「 わたしはロサンゼルスからサンフランシスコまでど

のくらい遠いのか知りません。」

⑤ 「わたしはロサンゼルスとサンフランシスコの間の距

離を知りません。」*distance「 距離」

(170 「20分歩いた後,わたしたちは駅に着きました。」

⑥ 「20分の徒歩がわたしたちを駅へ連れていきました。」
08〔迩)「わたしたちは彼女が裕福だと思いました。」

目■畷D
(1て)「あなたはいつ生まれましたか。」

⑥ 「あなたの生まれた日はいつですか。」*b■rth「誕生」
(20 「この自転車はいくらですか。」

⑤ 「この自転車の値段はいくらですか。」*pnce「値段」
(3()「 クラスメートの全員がそのグームに興奮したわけで

はありませんでした。」*部分否定。

① 「そのグームに興奮したクラスメートもいれば,そ う
でないものもいました」

*sOme～ ,others…「～のものもあれば,・ の̈も

のもある」

(4C遍)「 カナダの子供たちはみんな,ウ ィンタースポーツ

が大好きです。」*everyは 《every+単数名詞》

の形で用い,単数扱い。

(5て)「 日本についてのあなたの意見は何ですか。」

*opinion「意見」

⑥ 「あなたは日本についてどう思いますか。」

*What do you think of… ?「…についてどう思い

ますか。」

(60 「わたしたちの学校は銀行の後ろに立っています。」

*behind・ 「̈…の後ろに」

⑤ 「銀行はわたしたちの学校の前に立っています。」
*in front of… 「…の前に」

(7C)「入るとき,あなたは帽子を脱がなければなりません。」

*take or―。「…を脱ぐ」

⑤ 「あなたは帽子をかぶったまま入れません。」
*with… on「…を身につけて」

(8運)「昼食後,わたしは海で泳ぎました。」

⑥ 「海で泳ぐ前,わたしは昼食を食べました。」

(l) birth
(4) child, loves

(7) with, on

0o) because of

03) wrong with
06) distance between

0s) she was

(2) What, price (3) Some

(5) What, think (6) front of
(8) before swimming (9) at, age

01) for 02) How about swimming

04) first, for 05) keeping, over, ago

07) walk took[brought] us to the station
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(1) nothing, to
(4) been heard to sing

17) asked, if[whether]

[0) asked, he liked

0s) be unable to

06) Who

(2) mind washing (3) of catching
(5) what (6) How exciting
(8) us to get up early (9) where I was going

0! wish, could 02) had had

04) to be married 05) enabled, to

0z) made your brother change his mind

■

爾認圏機
(1)C)「それがわたしが言いたいことのすべてです。」

⑥ 「わたしはこれ以上何も言うことはありません。」
(20⑤ 「わたしのために車を洗ってくれませんか。」
*Do you mind～ ing?「～してくれませんか。」

(以〕Э 「わたしはその列車に間に合うと確信しています。」
*be sure of…・「…を確信している」

(4)③  「わたしたちはよく,彼女が歌うのを聞きました。」
*《 hear+目 的語 +原形不定詞》「―が～するのを

聞く」

⑤ 「彼女はよく,歌を歌うのを聞かれました。」
*受動態では原形不定詞はto不定詞になる。

(5③  「わたしはあなたが理解できません。」
⑤ 「わたしはあなたの言うことが理解できません。」*先

行詞を含み「…のこと, もの」という意味を表す関係

代名詞。

「ビルはそのゲームが彼をとても興奮させると言いま

した。」

「ビルは『そのグームはなんて興奮するんだ。』と言い

ました。」*exciteは「…を興奮させる」という意味。

主語the gameは ,興奮させる側なので,exciting

を用いる。

「その審判は選手たちに『準備はいいか。』と言いまし

た。」*reおree「審判」

「その審判は選手たちに準備がいいかどうかたずねま

した。」

「わたしの先生はよく,わたしたちに『早起きしなさ

い。』と言いました。」

「わたしの先生はよく,わたしたちに早起きするよう

言いました。」

「『どこへ行くところですか。』とメアリーがわたしに

たずねました。」

⑤ 「メアリーはわたしにわたしがどこに行くところなの

かたずねました。」*代名詞の変化に注意。

(10〔)「わたしは彼に『あなたは何のスポーツが好きです

か。』と言いました。」

⑤ 「わたしは彼に何のスポーツが好きか聞きました。」
01④  「わたしは彼女ほど上手に英語が話せなくて残念で
す。」

⑥ 「彼女と同じくらい上手に英語を話せたらいいのに。」
*《I wish+仮定法過去》

02〔)「わたしはお金が足りなくて車を買うことができませ

んでした。」*lack「不足」

⑥ 「もし十分なお金を持っていたら,わたしは車を買え
ただろうに。」*仮定法過去完了。

(13運)「あなたがその仕事を完成するのは不可能でしょう。」

*complete… 「…を完成する」

① 「あなたはその仕事を完成することはできないでしょ
う。」*ableの反意語unableを 用いる。

04()⑥ 「メアリーは結婚しているそうです。」*They say

(that)ス is β.=A is said to be 3.

(15()「彼は勤勉だったので,その難しい仕事をすることが

できました。」*diligent「 勤勉な」

① 「勤勉さが,彼がその難しい仕事をするのを可能にし
ました。」*diligence「勤勉」,enable… to～「…

が～するのを可能にさせる」

(16運)「 だれも将来,何が起こるかわかりません。」

① 「だれが将来,何が起こるかわかるでしょうか。」
*修辞疑間。

07()「なぜあなたのお兄[弟]さ んは医者になるという気持

ちを変えたのですか。」

⑥ 「何があなたのお兄[弟 ]さ んに医者になるという気持
ちを変えさせたのですか。」

*《make+目 的語+原形不定詞》「―に～させる」

/P109

(6)Э

⑤

(7)④

⑥

(80

⑤

(9XЭ
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(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

(10

Get up before six, and you wiII be in time for the first train.
Jiro was so hungry that he couldn't sleep.

I am sorry that I have to say goodbye (now.)

(I don't) have as many books as he.

WiIl you tell me something about your hobbies?

Shall we ask her to help us?

How many songs have you Iearned in (English?)

It was difficult for me to read the book in a day.

I was too busy to take care of the flowers.
(The) important thing is working for world peace.

I enjoyed swimming in the sea last Sunday.

巨互:■_1

匡 2

―(1)「…しなさい.そ うすれば～」 く命令文….and～〉.「…
に間に,う 」be m tlmelor…

(2)「¨すぎて～だ」く8。 …that～ )

(3)「わたしは今. さようならを言わなければならないの本

残金です。」という芙文を完成させる。

(4)〈a8+溶 飼+名嗣+as〉 の動 になることに減 。
(6)「～しましょうか。」Sh」lwe～ ?.「…にヽするよう颯

む」ask… ね～

(7)「あなたはいくつの歌を英語で習いましたか。」という英

文を完成させる。

(8)「 ―が～するのは…だ。」It is… br― to～ .

(9)「 とても…なので～できない」《too・¨to～》,「…の手

入れをする」take care of…

(n)e可oyは動名詞だけを目的語にとる動詞。

(1) This book will tell you how to cook.

(2) What a pretty hat you have on your head!

(3) Do you know the name of the girl singing under the tree?

(4) That tall man who has just come in is (my father.)
(5) (Please) show me the pictures you took (in the park last week.)
(6) Who painted the beautiful picture on the wall?
(7) Do you know what he is looking for?

(8) (This) shows how little Tom knows the world.
(9) You have been to Canada before, haven't you?

00) (How) long does it take to get (there by bus?)

01) Few students were late for school this morning.
(t2) Something is wrong with this television.
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,3.'

(1) Hurry up, or you will miss the concert.
(2) She couldn't go there because she was sick in bed.

(3) She began to study as soon as she got home.

[As soon as she got home, she began to study.]
(4) (My) dog is not as big as yours.

(5) (Whictr is) the most interesting of these three books?

(6) (She) would like to study music in Italy (in the near future.)
(7) (Can) I have something hot to drink?
(s) (He told) me not to be late for (school again.)

(9) There are too many words to remember.

00) (There are) three hundred books in his room.

01) The famous temple was destroyed by the last earthquake.
(t2) (The) boy standing by the gate is my cousin.

00 Do you know the Ianguage spoken in Brazil?

04) (Do you know of) the scientist who wrote this book?

(15) Have you read the book I lent (you the other day?)

06) I wonder what happened to him.

0? (Do you have) anything a little cheaper?

a爾誡鰺
(1)「 この本はあなたに料理の仕方を教えてくれるでしょ

う。」という英文を完成させる。

(2)whatで 始まる感嘆文の語順は 《What(+a[an])+形

容詞十名詞十主語+動詞 !》 となる。

(7)間接疑問文 《疑間詞+主語+動詞～》の語順に注意。

*「…を探す」lookお r…

(8)「これはトムがいかに少ししか世間を知らないかを示し

目□醒D
(1)「急ぎなさい,さ もないとコンサートに間に合わないで

しよう。」*「…しなさい,さ もないと～。」《命令文…,

or～ .》

(2)「彼女は病気で寝ていたのでそこへ行くことができませ

んでした。」

(3)「彼女は家に着くとすぐに勉強をし始めました。」*「…す

るとすぐに」as s∞ n as…

(4)「わたしの大はあなたのほど大きくありません。」

(5)「これら3冊の本のうち, どれが1番おもしろいですか。

― おそらく真ん中のでしょう。」*「 3冊の本のうち」

と複数内容を表す語の範囲内なのでofを用いる。

(6)「彼女は近い将来,イ タリアで音楽を勉強したいと思っ

ています。」*would like to～ 「～したい」,

ています。」という英文を完成させる。

(9)付加疑問文。

00)「～するのにどれくらいかか りますか。」How long

does it take to～ ?

(11)「ほとんど…ない」おw,「…に遅れる」be lateお r・…

(12)「 …はどこか故障 している。」Something is wrong

wLh・….

in the(near)hture「 (近い)将来」

(7)「 きょうはとても寒い。何か温かい飲み物をいただけます

か。一 コーヒーを1杯いかがですか。」*《something

+形容詞+わ不定詞》の語順に注意する。

(8)「彼はわたしに再び学校に遅刻しないように言いました。」

*不定詞の否定形はnot to～ 。

(9)「 とてもたくさん単語があるので覚えられません。」

⑩ 「彼の部屋には本が300冊あります。」
(11)「その有名なお寺はこの前の地震でこわれました。」

*destroy… 「…をこわす」,earthquake「 地震」

(12)「門のそばに立っている男の子はわたしのいとこです。」

*cousin 「いとこ」

(13)「あなたはプラジルで話されている言葉を知っています

か。」

∠血圧

―入試対策 整序作文- 90



114)「あなたはこの本を書いた科学者について知っています

かし」

(15)「あなたはわたしが先日貸した本を読みましたか`,一 い

いえ.ま だです。」 *the other day「先日」

「彼に何が起こったのかしら。」

「何かもう少し安いものはありますか。」*《anything

+形容詞》の語順にする。ここでは a littleが cheaper

を修飾していることに注意。

幅

　
に

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10

01)

Football is one of the most popular sports in the United States.

(The) Mississippi is longer than any other river in the United States

This bridge is three times as long as that one.

(There) were no chairs for them to sit on.

I would like you to speak a little more slowly.

We found it difficult to solve the question.

(I) am sorry to hear that your father has been ill so (long) .

What kind of sports are you interested in watching?

Would you mind my opening the window?

He is looking forward to going swimming in the river.
(I) was spoken to by a stranger on my way (home).

匡 |■

L二笙ニロ

C回田D
(1)「最も…のうちの1つ」《one ofthe+最 上級+複数名詞》

(2)「他のどの～よりも…」《比較級 +than any other十

単数名詞》

(3)「～の一倍の一」《̈・times as+原級+as～》

(4)「いすの上に座る」のでonが必要。

(5)「 ―に～してほしい」《would like― to～》

(6)「～するのが…とわかる」負nd it…・to～  *このitは

形式目的語。

「～することに興味がある」be interested in～ ing

「(わたしが)～ してもよろしいですか。」Would you

mind my～■ng?

「～するのを楽しみにする」look brward to～ ing,

「泳ぎに行く」go swimmmg

「…に話しかける」speak to… ,「家へ帰る途中で」on

one s、″ay home

国
　
０
　
　
　
０
　
　
　
ｍ

(1) The hill covered with snow can be seen from here.

(2) This book gives us very little information about Canada.
(3) This zoo is not so large as that of Ueno.
(4) This is the most interesting book I have ever read.

(5) Is there anything you want me to do?

(6) We must always try to learn what is happening in the world.
(7) Who do you think is the best player of (them all?)
(8) (It) makes no difference to me whether (you go or not.)
(9) (Last night it) was so hot that I slept with the window open.

00) You had better not throw away what can still be (used.)

01) She watched her son cross the street.
(tz) You should not fail to have the door locked.
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日

(1) I'm afraid we'll have rain tomorrow.
(2) (It has about) eight times as many people as Japan.
(3) You had better not go out alone afler dark.
(4) (He) has gone to the station to meet his friend.
(5) (Well, first of all,) it is necessary for you to sleep well.
(6) She was kind enough to show me the way.

0) I'm looking forward to hearing from you.

(8) Reading books will make you wise.
(9) How many languages are spoken in the world?
(10) (I have never) read novels written in English.

0il (I) want to show you the picture he took (in London.)

02) Why don't we take a short walk (in the rose garden?)

03) He asked me what time it was.

04) (I) wonder how often he practices it in (a week.)

05) (What) is the name of the dog you are looking for?

06) (The movie) we are making will make many people happy

朝囲ピD
(1)「…でおおわれた」covered with…

(2)「 この本はわたしたちにカナダについての情報をほとん

ど与えてくれません。」という英文を完成させる。

(3)「上野のほど」→「上野のそれ(=動物園)ほ ど」となる

ように,名詞の繰り返しを避けるthatを用いて表す。

(5)「…に～してほしい」want… tO～

(6)「～するよう努める」try to～

(7)yes/nOで 答えられないので,疑間詞は文頭に出す。

(8)「…だろうがなかろうが」whether…・or not,「かまわ

なVヽ」it inakes no difference

額調畷D
(1)「 あしたはわたしたちの学園祭です。あなたはよい天気

になると思いますか。一 わたしは,あ したは雨ではな

いかと思います。」*I'm aiaid(that)・ .̈「…ではな

いかと思う。」

(2)「 インドにはどのくらいの人がいますか。一 日本の約8

倍です。」

(3)「暗くなってから1人で出かけないほうがいいですよ。」

(4)「 タケオはどこにいますか。一 彼は出かけています。友

達に会うために駅へ行ってしまいました。」

*have gone to・・・「…へ行ってしまった」

(5)「健康になるためにわたしは何をするべきですか。一 え

えと, まず,あなたにはよく眠ることが必要です。」

(9)「窓を開けたままで」は,withス B「スがBの状態で」

を用いて表す。

(10)「～してはいけないよ」―。「～しないほうがよい」と考

える。「まだ使えるもの」は関係代名詞 whatを用いて

表す。*「…を捨てる」throw away…

(11)「―が～するのを見る」 《watch十 目的語+原形不定詞》

*crossは 動 詞 , acrossは 前 置 詞 。

(12)「必ず～する」はnotね週to～ ,「 ドアにかぎをかけて

おく」は 《have+目 的語十過去分詞》「―を～させる」

を用いて表す。*「…にかぎをかける」lock…

*healthy「健康な」,necessary「 必要な」

(6)「彼女は親切にもわたしに道を教えてくれました。」

*… enough to～「～するのに十分…,～できるほど…」

(7)「 わたしはあなたからの便りを楽しみにしています。」

*hear iom… 「…から便りがある」

(8)「本を読んではいかがですか。読書はあなたを賢くする

でしよう。」*wise「賢い」

(9)「世界ではいくつの言語が話されていますか。」

(10)「わたしは英語で書かれた小説を1度 も読んだことがあ

りません。」*novel「小説」

(H)「 わたしは彼がロンドンで撮った写真をあなたに見せた

いと思います。これがそうです。」

(12)「バラ園の中を少し散歩しませんか。」*Why don't we

∠二壼 ,‐

―入試対策 整序作文- 92



～ ?「 (い っしょに)～ しませんか。」,take a(short)

walk「 (少し)散歩する」

(13)「彼はわたしに何時かたずねました。」

(14)「彼は柔道がとても得意です。わたしは彼が週にどの

くらいそれを練習しているのかと思います。」*how

oftenは 頻度・回数をたずねるときに用いる。

(15)「あなたが探している大の名前は何ですか。」

(16)「わたしたちが作っている映画は多くの人を幸せにする

でしょう。」

93 -入試対策 整序作文―



1 麺亘」互
|

(1)ウ (2)イ (3)エ (4)工

G回田D
(1)ア 文末のyetは否定文で用いる。

イ 「¨以来」m¨e…
工 期間を表すときはmではなく

`。

r。

(2, 7 80_e■mgを修飾する形容詞は後置。

ウ「 を設りに思う」壼 proud of…

工 現在完了は特定の過去を示す副詞 (句 )と ともに用
いない。

「…人の中で」《of the+数字…》

moneyは数えられないのでmuchを使う。

goodの比較級は better。

関接疑間は 《疑間詞+S+V》 なので what she

wm do～ が正しい。

否定文での「…も」はeiher。

付加疑問文の do theyは are theyが正しい。

(3)ア

イ

ウ

(4)ア

イ

ウ

ウ,キ ,コ

■口田D
ア 正しくはWhatis ths nower called'と なる.

イ pra“∝ に3人称単数を表す=をつける。

工 感嘆文は 《How+副詞+S+Vl)の 議順。

オ 「パスで」by bus

力 恒■igの次に
"[、
ith]が必要.

爾団囲D
(1)e可 oyの 目的語は名詞か代名詞か動名詞。

(2)「興奮した」excted

(3)形容詞を用いてhas been dead for ive yearsで「 5

ク It is difficultお r meto～ .が正しい形。

ケ memberの前に冠詞の aを入れる。

サ 主語はFollowing the rulesで 単数扱いなので,動詞
はis,thingsは thing Oこ。

シ a tigerは「トラというもの」なので特定できない。し

たがってitではなくoneを 使う。

年前に死んでいる」とする。

カナダの気候と日本の気候を比べる文。「日本の気候」

は名詞の繰り返しを避けるth乱 を用いて that of Japan

とする。

・
3

(t r to talk - talking
(4) Japan * that ofJapan

(2) exciting t excited (3) died―卜been dead

P¬ 1,‐

(4)

(1)

(4)

(5)

Which * How Q) have finished * finished (3) papers + paper

much better tennis player * a much better tennis player

little-few (6) I*me

94
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C国田D
ll)交通手段はHow～ ?でたずねる。

(2)agoが あるので現在完了ではなく過去形.

(3)paperは物質名詞なので単数形.

(4)名詞tennis playerに は冠詞が必要。

(5)fishは単複同形だが数えられる名詞。

(6)おrがあるので主格ではなく目的格に。

4 which - whose I before r till[until] + surprising - surprised

■麗田D
イ  2文 に分 ける と, There is a girl at the office

always forget her name.と なる。

「～するまで」t皿 [unt」 ～

surprisingは「驚くべき」の意味。「(人が)驚いた」は

surprisedで表す。

エ
　

キ

L塑Lロ
ア, ウ,オ ,ケ ,セ

■囲調D
イ basebanな どを修飾する形容詞はexcited「 興奮した」

でなくexciting「興奮させるような」。

工 「だれも～ない」はNoneで始める。
力 be madeinto¨・「…に作りかえられる」が正しい。

キ make oneself heard(過去分詞)「 自分の声を届かせ

る」

ク convenient(for… )「 (…にとって)都合がよい」は人

C回調D
(1)動詞 v■sitの 目的語になる関係代名詞に。

(2)「位置する」lie

(3)Would you mind～ ing?で「～していただけません

か」。mindの 次は動名詞。

を主語にしない。

Tokyoの前にinが必要。

「彼は～だそうだ。」はIt is said that he～ .ま たは

He is said to～ .と する。

newと manyを入れかえる。

「3年が過ぎた」はthree years have passed, または

it is[has been]three yearsで 1表す。

spokenの 次にtoが必要。

lookおrward to～ ing「～することを楽しみに待つ」

時を表す副詞節中では未来のことも現在形で表す。

特定の日の朝はonを使う。

waterは物質名詞なので単数扱い。

相手の所へ行くという場合は comeを使う。

コ
　
サ

　

　

ンヽ
　
ス

ロ

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

匡 日

(1)

(4)

(7)

(2)

(5)

(8)

where * which[that]
hear - hearing

were + was

Iays - lies

will come + comes

going - coming

(3) to open t opening
(6) in * on

(1)ア did

(4)オ  by

(2)ウ  is           (3)
(5)オ  Itis easy br him   (6)

4 were you surprised

V who speak

朝回囲鰺

(1)ア

(2)ウ

(3)イ

(4)オ

疑問詞whenは現在完了形では使えない。

条件を表す副詞節では未来のことも現在形で表す。

「…に驚く」be surpnsed at…

「…までに」と期限を表すのは by。

(5)オ 「彼が～するのは簡単だ。」はItで 始めて It is

easyお r hm to～ .で表す。

(6)ア 「彼は英語をとても上手に話す生徒のうちの 1人」

なので,whoの先行詞はstudentsで ある。

95 -入試対策 誤文判別・誤文訂正一

囲覗圃



□回調D
(1)「 ふたりのうちで…のほう」《the+比 較級+of the

two》

(2)「…を探す」lookおr…・

(3)「病気で寝ている」be sick in bed

(4)「彼らが必要としているのは…だけ」all they need is

(5)「だれも…わからない」no one knows¨・

(6)「 ―が～できるほど…」・…enough fOr― tO～

(7)「ス(材料=ミ ルク)を 3(製品=バター)にする」make

И into F

…(1)「いくら…しても～し過ぎることはない」cannot～ 姉

(2)「～する最初の人」the fir"to～

(3)現在完了(継続)の形にする。

(4)「ますます多くの」more and more

(5)「わたしが会いたかったその男の人」を主語にする。目

的格の関係代名詞が省略された形。

(6)「…と友人になる」imake■iends wlth…

(7)「…のために」because of… ,「…のふもとで」at the

(8)《所有格の関係代名詞+名詞》を入れる。

(9)「～するのを楽しみに待つ」lookお rward to～ ing

(10)「～するのに十分に…」…enough to～

(11)「…を見送る」see¨・or

(12)「…を休む」be absent iom…

(13)「…の準備をする」get readyお r・・・

(14《所有格の関係代名詞+名詞》を入れる。

05)現在完了の形にする。

(16)「スをBと いう状態にする」make 4 B

(17)《過去分詞parked+語 句》が前の名詞carを修飾する。

*pa量 …「…を駐車する」

foot of・ ¨

(3)「～するのを恐れる」be aiaid Of～ ing,「電話で」on

[over]the(tele)phone

(9)「スかBか どちらか」either 4 or B

(10)「…かしら」はI wonderの 次に間接疑間を続ける。

(11)「当時」in those days

(12)《過去分詞(caught)+語 句(by… )》 が前の名詞 fishを

修飾する。

(13)his gradesと B皿 's gradesの 比 較 で あ る。Bill's

gradesは 1語で B皿 'sと する。

∠」整:L

・ P121_

(1) the taller
(4) All they need

0) made into
(lo) enough to

03) get ready

06) made, angry

(2) Iooking for
(5) No one knows what
(8) whose roof
(11 to see her off

04) whose father is
(r7) parked, father's

(3) in bed

(6) small enough for me

(9) to seeing

(tz) has he been absent

0s) spoken, since

(l) cannot[can't], too careful
(3) have known each other since

(5) I wanted to see was
(7) Because of, at the foot of
(9) either you or, will have to

0il In those days, made of wood

03) not so[as], as Bill's

(2) the first to

(4) More and more Japanese are

(6) made friends with, whose parents were
(8) be afraid of, on[over] the (tele)phone

0o) wonder who is interested in

E2) for the first time, caught by
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|」五22__i3.

日■□ゞ ■

(1)

(4)

afraid, wrong

Take, easy

(2)

(5)

How come

about another

(3) your business

(1) You should not[ought not to / had better not] cross the road[street]

(2) from our son (living) in New York once a month

(1)「 ～すべきではない」《should not[ought not to/had

better not]+原 形～》

(2) 「月|こ 1度」once a lnonth

C囲田D
(1)「 (残念ながら)…と思う。」I am ataid… .,「電話番号

が違います。」You have the wrong number.

(2)「 どうして…,なぜ…」はここではHOw come… ?とす

C団田D
(2X3)現在の自分のいる位置をたすねているのでWller

am I'と する。

(4)助けることができないことを申し訳なく思っているので

rm eorry_… .とする。

る。

(3)「大きなお世話だよ。」Thatis none of your buSiness.

{4)「気楽にやりなよ。」Take it easy.

(5)「…はいかがですか。」How about… ?

(5)「この辺は初めてなので」とは,その土地に不慣れな人

(=stranger)と いうこと。

(6X7X8)「 どうしたらよいかわからなかった。」I didn't

know whatto do.

(4)「幸運を祈るよ。」

(5)「お目にかかれてうれしいです。」

(6)「お気の毒に。」

(7)「～していただけませんか。」Would you mlld～ ing?

対して〕…に思われる」という意味の第2文型の動詞。

look,seemは「〔日で見たことに対して〕…に思われる」

の意味。

(7)「～しましょうか。」Shall I～ ?

(8)「…への道のり,距離」a way to・¨

(1) Say, to @ What is, with
(4) wish,luck (5) to meet[see] you

(7) speaking, Iittle more slowly

(3) hear from
(6) too bad

C団田D
(1)「・ によろしく言う」myhdb to…

(2,「…はどうしたのか。」Whati=● e matter with '

(3)「 …から使う[電話]がある」hear¨m…

(lX2)「 天気予報」the weather brecast

(3X4)「雪が降る」は天候を表す itを主語にする。

(5)HowEWhat]about… ?は提案や勧誘の表現。

(6)賛成の意のあいづち。soundは 「〔耳で聞いたことに

(1) traveling

(6) didn't

(2)am

(7)what

(3)I

(8) to

(4) sorry (s) stranger

(l) weather
(6) sounds

(2) fOrecast

(7) Shall

(3)it

(8)way

(4) snow (5)how[what]

97 -入試対策 部分英作文―
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1、 結 鸞 闇 題 _  ―・   ・・   
‐  ‐  ..

1

(1) The book (which[thatl) he bought is on that desk.

(2) The girl playing tennis there is my sister.
(3) How many days a week do you work?

(4) It is very important (for you[us]) to study English every day

C翻田D
(1)「本」を先行詞とし,「本」を後ろから「彼が買った」が

修飾する構造を作る。

(2)「少女」を後ろから「そこでテニスをしている」が修飾

2

倒圏田D
(1) 「 ■̈こよると」according to・ 。・,「夕子U」 the evening

newspaper

(2)「急いで」be ln a hurry,「 …を置き忘れる」leave…

(3)「…以来何の消息もない」は現在完了で表現する。「…か

ら連絡がない」はhear nothing■ om… ,「…を卒業

口圏爾D
(1)「…を知っていますか。」はDO you knOw…

'で
始まる

疑間文を作る。「女性」を先行詞とし,「公園であなたの

お兄さんとテニスをしている」が後ろから「女性」を修

飾する構造を作る。

する構造を現在分詞で作る。

「…につき」は不定冠詞aを名詞の前に置く。

《It is¨・(br― )to～ .》 の構文「 (― が)～するのは…

である。」

(3)

(4)

3・

する」はgraduate■om… とする。

(4)「～する決心をする」はdecide to～, またはmake up

one's mind to～ で表す。「将来」はin the Future。

「貧しい人 」々はthe poorと する。 《the+形容詞》

で「…な人たち」(複数扱い)と いう意味になる。

(3)「 …を知っている」はI know… で文を始め,「たくさ

んの人」a lot of peopleを 「辞書を使わずに英語の雑

誌を読める」が修飾する構造を作る。 *「～せずに」

without～ ing

(4)「 窓をあけたとたん」はas soon as～ を用いて表す。

(1) Do you know the woman (who is) playing tennis with your brother in the park?

(2) I am[I'm] interested in English because it is one of the most important languages in
the world.

(3) I know a lot offlots of / many] people who can read English magazines without using

a dictionary.
(4) As soon as I opened the window, the bird[birds] stopped singing and flew away.

(1) According to the evening newspaper, it will be rainy all day tomorrow.

[The evening newspaper says it will be rainy all day tomorrow.]
* it will be rainy tt it will rain 6 EI.

Because[As] I was in a hurry, I left my umbrella on the train.
I[We] have heard nothing from his cousin since he graduated from high school.

The boy decided[made up his mind] to be[become] a doctor in the future and help the

poor. {< the poor [* poor people {,> EI.

(2)

(3)

(4)
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文全体の時制は過去であるのでas soon as以 下も過去 1   形にすること。*「～するのをやめる」stop～ing

匡 4

(1)Let's talk about[ove■ our plans for tomorrow.

(2)I was spOken to by a breign man when l was walking along[downi the street.

(3)Icame[got]home late yesterday because l dropped in at a bookstore.

(4)They say(that)we[yOu]may[can]enter American houses with our[you」 shoes on.

*They sayは It is saidま たはI hearも 可。

…(2,「話しかけられた」は受動態で表現する。「話しかける」
speak toは前置詞toま でを含めた形でbe"Oken"
とする。「通りを歩いているとき」lま くwhen+過去進

行形)で表現する.

…(1'「霧ないで起きている」stayいit]up.「 ―嘘中」dI
nght(bng)

(3)理由を説明している「…ので」はbecause…を用いる。

「帰りがおくれた」come home late,「 …による」は「…

に立ち寄る」ということなのでdrop in at・ で̈表現す

る。

(2)「人に～するように頼む」《ask+人 +to～》の形にす

る。 *「スをBに訳す」translate[put]ス into B

5

(1)

(2)

(3)

(4)

(Do) you have to stay[sit] up aII night (long) tonight?
(My father) asked me to translate[put] this letter into German.

(I) want[would like] you to come to my house by seven o'clock.

(I) don't know where your house is.

(1) (Then) you may[can] go, but before that you mustfhave to] clean your room(, Ken.)

[(Then) you may[can] go after you finish cleaning your room(, Ken.)]
(2) (Well, ) I want to buy a better dictionary than the one[dictionary](which[that]) I am

using now.

ている」が後ろから修飾するように,ぬe“ctiona,[One]

which[that]I am using nowと する。同じ名詞(dictionaly)

の反復を避けるため代名詞 oneを用いる。

(1)

(2)

「行ってもいい」は許可を表す助動詞mayを用いる。

「今使っている辞書」は「辞書」を「今(わたしが)使っ

巨望二田

(1)

(2)

Ybu are sure to pass the entrance exalm[exanlination].

[I'm Sure(that)you will pass the entrance exanlleXalminatiOn].]

I haVeiuSt been aSked the Way tO the rnuSeunl by that fOreign inan・

[I was asked the way tO the muSeulm by thatお reign man juSt nOW.]

[I haVejuSt been aSked hOW tO get tO the rnuSeunl by that fOreign man・ ]

「
was asked how to getto the museum by that breign manjuSt nOW.]

― 入試対策 和文英訳―99

発展問題



(3) On my[the] way to school I had my hat blown off (by the wind).

[On my[the] way to school the wind blew my hat off.l
(4) Thank you (very much) for coming all the way to the airport to see me[us] off

[It is (very) kind of you to come all the way to the airport to see me[us] off.l

ロ

■園轟D
(1'「あなたはきっと～します。」はYou 8“ 8uつ to～ Ⅲ

またはIm 8u“ (th工 )yOu～ .で表す。ホ「合格する」

p聰3.「入学言え験」ent,ance exan(ina●on)

(2,「今～したところ」|ま ju“ を使った現在完了. または

」■,t nowを使った過去の文で表す。「遺をきかれた」は

受動態にする。

…(1,「
¨しなさい.さ もないと～。」

`命

令文….or～ .)の

形にする。「起きるのはたいへんですよ。」1ま「～するの

は…だ。」LB― to～ .の構文を用いる。

日回調D
(1)「人が～しているのを見る」は 《see+人 +～ mg》 で表

す。

(2)「英語ほど役に立つ言葉はない。」は「Aほ ど…な3は

(3)「風に帽子を吹きとばされた」は《have+目 的語+過

去分詞》で表す。

*「…へ来るとちゅう」on one's[the]way to…

(4)「…してくれてありがとう。」はThank you for～ ing.

で表す。「わざわざ」は「遠いところをはるばる」と理

解し」lthe way to… で表現する。*「…を見送る」

see・・・o“

(3)「 3日前から寝床についている」は「3日 間寝床につい

ている」と解釈し,現在完了を用いた文にする。

*「ひどいかぜで」with a bad cold,「 …よりよく見

える」look better than…

ない。」《No other B十 比較級+than 4》 を使う。「相

手に意思を伝える」は make ourselves understOOd

を用いる。

(1) Go to bed as early as possible[you can], or it wil1be hard[difficult] for you to get up

at six tomorrow morning.
(2) Wiil[Would / Could] you tell me when I can[will be able to] see the old man who told

you the story?

(3) My father has been in bed for three days with a bad cold, but today he looks better

than yesterday.

(4) I was invited to my cousin's birthday party, but I couldn't be present[attend it]
because I had many other things to do.

日

(1) Nowadays[These days] we (often) see foreign people doing many kinds of work in
Tokyo.

(2) I think (that) no other language in the world is more useful than English (in order)

to make ourselves understood.

[I think (that) no other language in the world is so[as] useful as English (in order) to

make ourselves understood.]

一入試対策 和文英訳- 100



匡 |ロ

(I) I am (also) often asked if[whether] I have traveledfbeen] abroad.

(2\ I don't like traveling by plane[airplane / air], so I have never been out of Japan

日

…Ⅲ,「～かどうかたずねられる」は受動態be“kanlw"●a]
～で表ユする。「海外旅行の経験の有無」は「海外

C回調D
(1)「人に～するように頼む」は《ask+人 +to～》で表す。

*「…の計画を立てる」make plansお r…

(2)「…に手一杯で」は「…で忙しすぎる」ということなの

■回調D
(1)「わたしがこの高校に入学して半年になります。」は「わ

たしがこの高校に入学して以来半年が過ぎました。」と

いうことなので現在完了で表す。 *「…に入学する」

enter・¨

に旅行したことがあるかどうか」と解釈できる。r

[whether]以 下に肯定文の語順で I have traveled

bee」 abroadと続ける。

でbe too busy wlth… で表す。「彼の言い分」は「彼

がそれについて何と言うか」ということなのでwhat

he will say aboutitと する。

(2)「…に入ってきました」はcame in・ と̈表現する。「本

を1冊わきにかかえて」は《with+目 的語+前置詞句》

の付帯状況を表す構文を用いる。

(3)「…がほとんどいない」はたw・ と̈する。

(1) The other day, I asked Tony to make plans for spring break[vacation / holiday(s)],

but he hasn't done anything yet!

(2) Maybe[Perhaps] he is too busy with his homework, so he can't think of the spring

break[vacation / holiday (s) ] at all Anyway, let's hear what he will say about it.

ロ

( I ) It is [has been] half a year[six months] since I entered this high school,

[I have been (here) in[at] this high school for half a year[six months].1

[Half a year has passed since I entered this high school.]

(2) Ms. Green came in with a book under her arm.
(3) I am sorry (that) few students borrow them from this library.
(4) This is one ofthe best novels (that) I have ever read.

101 -入試対策 和文英訳―



P128へ′131

(1) worse

(6) wives

0l) northern

(2) queen

(7)fruit

aa entrance

(3) sailor
(8) borrow

0$ busier

(4) smell
(9) winner

(5)liお

OO sheep

2

亀翻田D
(1)比較級の不規則変化。good[well]― better― best,

bad[nl]― worse― worst。

(2)対義語。

(3)「～する人」はふつうは動詞の末尾に erをつけるが,

sailには例外的にorを つける。

(4)「 目」は「見る」,「鼻」は「においをかぐ」という関係。

(5X10 動詞と名詞。

(6)fや ねで終わる名詞を複数形にするときは原則としてf

やおをvesに変える。

曜回田D
(1)複数形の不規則変化。母音ooを eeに変えて複数形を

つくる。

(2)同 音異義語。rode(「乗る」の過去形),roadは [roud]

と発音し,threw(「投げる」の過去形),throughは

[Oru:]と 発音する。

(3)「すわる」は「いす」,「眠る」は「ベッド」という関係。

翻願田陶
コ four(4), fourteen(14)と ちがい, uが入らないこと

に注意する。

(7)「 ジャガイモ」は「野菜」,「オレンジ」は「くだもの」

という関係。

(8)反意語。

(9)winを名詞「勝者」にするときはnを重ね,erをつけ

る。

(10)名詞の単数形と複数形が同じ形。Japanese(日 本人),

percent(パーセント)も 同様である。

10 名詞と形容詞。

(13)比較級の規則変化。〈子音字+y〉 で終わる形容詞はy

をiに変えて erをつける。

(4X5X6)反意語。

(7)farの 比較変化。far― further[farther]― h■hest

[ね武hest]

(8)不規則変化の動詞。blow― blew― blown,shine―

shone― shone

(9)動詞と名詞。

[krismes]と 発音するため,つづりではtを落としやす

till(… まで)のつづりと混同じやすい。

左菫二

2 government

t until

コ forty

夕 calendar

i Christmas

シ

　

　

　

セ

(1)t00th      (2)through

(6)heavy[dar珂 (7)ねr

( ｐ

　

ｌｅ

ｅ
　
　
ご

ｌ
ｅ
　

ｈｉ

(4) bought
(9) choose

(5)weak

(

∠1‐12菫翌_

(1) rain (2) baby (3) letter (4) mouth (s) telephone

籠囮酸勝
(1)「雲からしずくの状態で落ちてくる水,あ るいはこれら

のしずくが落ちること=雨」

(2)「非常に若い子供,特にまだ話すことができない子供=

102
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Ｏ

ｍ

ｍ

ｍ

ｕ

０

０

赤ん坊」

(3)「通常は封筒に入れて送られる,書かれた, または印刷

された通信=手紙」

(4)「顔のあいている部分であり,動物や人間が食べ物を体

□田慶D
(1)「外国の物とは自分の国でない国の物のことです。」

(2)「アメリカの大統領はホワイトハウスに住んでいます。」

02)

「砂漠は雨が少なく,乾いた広い土地です。」

「 2月 は1年で最も短い月です。」

「レストランでは食事を買い,食べることができます。」

「隣人とは家の隣に住む人です。」

「2たす4は 6です。3たす5は 8です。」

「忙しい会社員は家族といっしょに時間を過ごすことが

できません。」

「非常に多くの種類の生物が地球上にいます。」

「ドルを表す記号は$です。」

「ジムを探しているのですか? 彼は5分前に去りまし
た。」

「空腹のとき, しばらくの間食べていないし, 胃が不快

内に取り入れたり,音が発せられたりする場所=口」

(5)「電気的な手段を使って音を伝達し,遠 く離れた場所に

いる人と話すための方法=電話」

または苦しい感じがするので物を食べたいと思います。」

「大陸とは周り, または周りのほとんどが海に囲まれて

いて,たいていいくつかの国がある大きな土地です。」

「彼がどこに住んでいるか知っていますか。知っていた

ら,住所と電話番号を教えてください。」

「この島を運転してまわるのには約 1時間かかります。

南北約 10キ ロの距離があります。」

「切符は印刷された紙です。それを持って飛行機や電車

などで旅行ができます。」

「わたしの友達は 13歳の誕生日の3日前に亡くなりま

した。彼はまだ 12歳でした。」

「読書のためのたくさんの本を所蔵している部屋あるい

は建物は図書館と呼ばれます。」

「アメリカの学生は「バケーションを取る」と言い,イ

ングランドでは「ホリデーを取る』と言います。」

(8)「 ニンジン,ジ ャガイモ, カボチャ,そ してそのほかの

野菜は健康にとってとても大切です。」

(9)「ほとんどの子供は動物園に行くと,サル, ライオン,

ゾウを見るのが好きです。」

(10)「 これらの花を植える最もよい季節は3月 , 4月 , 5月

のような春です。」

(H)「 わたしは学生のとき,理科,数学,体育が大好きな科

日でした。」

(1'「 ラグビー,テニス,サ ッカー・ クリケットは, イング
ランドの伝統的なスポーツです。」

(9)

(Ю }

(11)

L聖ユニ6

個謳畷鵬
(1)「米や野菜を育てる人は農民と呼ばれます。」

(2)「 くじらは海にすむ最も大きな動物です。」

(3)「病気のときはたいてい薬を飲みます。」

(4)「 この池はたいへん深い[汚い]ので水底が見えません。」

(5)「わたしは父のお気に入りの花びんをこわしてしまいま

した。彼はきっとわたしを怒るでしょう。」

(6)「父親の兄弟はおじです。おじの子どもはいとこです。」

(7)「 日本には北海道,本州,四国,九州の4つ の主要な島

があります。」

(1) foreign     (2)

(6)neighbo(u)r(7)

(11)le乱     (12)

(16)ticket    aつ

President

eittt

hungry

thirteenth

(3) desert

(8) spend

03) continent

08) library

(4) February
(9) earth

04) address

0e) holiday

(5) restaurant
(10) dollar

05) north

(1) farmers
(6) cousin

01) subjects

(2)Whales

(7) islands

(la  sports

( 3) sicklilll

8) vegetables

(4) deep[dirty〕

(9) zoo

(5)

⑩

angry

sprlng(
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(1)light

(6)run

(2) come (3)nlind (4) way (5)100k

自画慶D
(1)(Э 「それをお持ちしましょうか。」「いいえ,けっこう

です。それはとても軽いのです。」

⑤ 「明かりをつけましょうか。」 *turn… on「…(ラ
ジオ・テレビなど)をつける」

(2)① 「今夜,パーテイーがあります。来ませんか。」

*Why don't you～ ?「～しませんか。」

⑤ 「さくらはもうすぐ咲くでしょう。」 *come out
「咲く」

(3)○ 「彼はいつもぎりぎりになって考えを変えてばかり

います。」 *change one's mind「 考えを変える」

⑥ 「少しだけ外で待っていただけませんか。」
*Would you mind～ lng?「 ～していただけませ

んか。」

(4)① 「パリヘ行く最善の方法は列車と船です。」

「わたしは学校から家へ帰る途中でいつもその公園

を通り抜けます。」 *on one's way back hOme

from¨・「…から家へ帰る途中で」

「わたしの代わりに子供たちの世話をしていただけ

ませんか。6時 30分に出かけなければなりません。」

*look after¨・「…の世話をする」

「彼の電話番号を知っていますか。」「いいえ。電話

帳で調べてください。」 *look up¨ 。「(辞書など

で)… を調べる」

「2つの川が太平洋に流れ込んでいます。」

*run「 (り ||が )流れる」

「わたしの父は将来スーパーマーケットを経営した

いと思っています。」 *nm「 (店など)を経営する」
「その映画は長期間上演されました。」 *run「 (劇・

映画などの)連続上演」

⑥

(5)③

⑤

(6)③

⑤

◎

「 '3・

(1) aloud      (2) road (4)thrOugh    (5)write(3) sun

曜日朦D
(  )内の単語は意味は異なるが,同 じ音で発音される同

音異義語である。

(1)「生徒たちは授業中に大声で(=aloud)話すことを許さ

れ(=allowed)ま せんでした。」*al10wed(「 許す」の

過去形)も aloudも [oldud]と発音。

(2)「その少女は自転車に乗って(=Ю de),ゆ っくりと道路

(=road)を 走りました。」 *rodo(「乗る」の過去形)

もroadも [roud]と 発音。

(3)「父親は自分の息子(=son)に 日(=sun)の出とともに

起きるよう|こ言いました。」 *sonも sunも  [SAn]

と発音。

「そのどろぼうは窓を押し開けました(=threw)が ,そ

れは彼が通り抜ける(=through)に は小さすぎまし

た。」*threw(「投げる」の過去形)も throughも [Oru:]

と発音。throw open…「…(戸・窓など)を押し[ばっと]

開ける」の意味に注意する。

「子供たちはまだ十分小さいうちに右(=nght)手で書

く(=wnte)こ とを身につけるべきです。」*writeも

nghtも [rait]と 発音。

(4)

(5)

9

(1)①

(3Ю

(5Ю

(7)①

(9Ю

01XD

blew ②
Would ②
knows ②

waste ②

whole ②
peace  ②

blue

wood

nose

waist

hole

piece

(2)①

(40

(6)①

(8)①

(10XD

02XD

one

red

ours

seen

wait
guessed

②

②

②

②

②

②

won

read

hours

SCCNC

weight

guest
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錮爾霞D
(1)①  「冷たい風が吹きこみました。」
② 「空がなんて青いのでしよう !」

(2)①

(4)

(6)①

*blew(「吹く」の過去形)も blueも [bluI]と 発音。

「わたしはたくさん切手を持っています。あなたに

この切手をあげましょう。」

「きのう,試合でだれが勝ったか知っていますか。」

*oneも won(「勝つ」の過去形)も [WAn]と発音。

「紅茶をいかがですか。」―「はい,お願いします。」

「このテーブルは木で作られています。」

*wouldも woodも [wud]と 発音。

「秋には木の葉が赤くなります。」

「わたしは昨晩,その本を読みました。」

*redも read(「読む」の過去形)も [red]と 発音。

「地球が丸いことをみんな知っています。」

「顔についている鼻はにおいをかぐために使われま

す。」

*knowsも noseも [nouz]と 発音。

「あなたの子供はみんな男の子ですが,わたしたち

のはみんな女の子です。」

「大阪からニューヨークまで飛行機で約 13時間か

かります。」

「必要のない物を買ってお金をむだづかいしてはい

「大きな船が青い海を帆走しているのが見えまし

た。」

「湖の上にポートがあるのは美しい光景です。」

*seen(「 見る」の過去分詞)も sceneも [sixll]

と発音。

「まる 1日 ,雨が降りました。」

「ゴルフの試合では,地面の穴にボールを入れなけ

ればなりません。」

*wholeも holeも [houl]と 発音。

「F歳月人を待たず』ということわざがあります。」

「食べすぎてはいけません,さ もないと体重がふえ

ますよ。」

*waitも weightも Eweit]と 発音。

「第二次世界大戦の終結以来, 日本は平和を享受し

ています。」

「スミス先生はチョークを 1本取り,黒板に絵を描

き始めました。」

*peaceも pieceも [pils]と 発音。

「ホヮイトさんは 40歳 くらいだと推測したが,実

際には彼女は 53歳です。」

「バス,列車,飛行機などで運ばれる人は乗客と呼

ばれ,ほかの人の家やホテルに泊まっている人は(宿

泊)客と呼ばれます。」

*guessed(「推測する」の過去形)も guestも [gest]

と発音。

(8)①

0つ  ①

0,①

②

Ｃ

Ｃ

⑩ ①

②

①

②

①

② ②

②

(7)①

けません。」

② 「トムはメグの腰に腕をまわしました。」
*wasteも waistも [weist]と 発音。
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入試対策

∠墜
コ

一

工,オ ,キ,ク

鰹圏詔D
フア b`lance   イ 6ducate   ウ univ6rsity

h 6levator f pr6sident I c6lendar

２

一

ア,オ,力 ,サ,チ

□圏田D
ァ r“■。ad  ォ betw`ell  ヵ mys6r

t n6wspaper , guit6r

3・

イ, ウ,オ,サ,ス

□國田D
第 1音節にアクセント…ア,工 ,力 ,ク ,ケ, コ,セ ,ソ

・4

第 3音節にアクセント…キ, シ

(1)エ (2)ア (3)エ

錮田饉D
(1)ァ  be_“re  ィ be_gin

ウ a‐r6und  工 in‐ish

(2) フア  c6r_tam_ly    イ  tO_n16r‐ rowv

, al-r6ad-y .T. De-c6m-ber

(3) 76n-y-thing 4 f6m-i-ly

, n6ws-pa-per r an-6th-er

工,カ

C翻田D
ア t01d[Ou],ね 11[Э :],

イ  bOX[01, Only[Ou]

ウ talkb:], 10W〔 Ou]

工 すべて[au]

goldIou]

postIou]

oldIou]

オ dirty[0:(r)],

力 すべて[ou]
キ Wanted[id],

ク thOught[0:],

ケ SOuthern卜 ]

warm[c: (r)], early[a:(r)]

seemed[d], asked[t]

though[ou], through[ut

town[au], found[au]

6 ∠」重止

(1)ア (2)ウ (3)ア (4)イ

錮園田D
(1)[』  ア [SAm] イ [nO可   ウ DuЭ (r)]
工 [k16ubi]]

(2)[eO(r)] ア [Want] イ [iO(r)]

ウ beO(r)] エ レi:pl]

(3)[ei] ア [,eik]  イ [ぬ:6o(r)] ウ [m`五 ]

工 [og6u]

(4)[e] ア [i:] イ トёvi] ウ [tiI切
工

[ヽ 'ヽi:k]
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(1)工 (2)ア (3)イ

ウ [haI(r)d] 工 RAntri]

(3)[A] ア [W61tO(r)] イ [mAni]

ウ [kdinikS] 工 [1“1

(1)[e]  ア [kli:n]  イ [d5∝ pOniIZ]

ウ [9reit] 工 [ikSpё nSiV〕

(2)[ol(r)] ア [wol(r)ld〕  イ [tJeo(r)]

(1)ウ (2)工 (3)イ (4)ウ (5)ア

□回諷D
(1)ウ は[α:(r)],他 は[o:(r)] (2)工 は[ё].他は[0]

a回田D
(1)工 b:],他 は[o」   (2)イ ト],他は[u:]

(3)イ [Э :(r)],他 は[Э:(r)] (4)ア [可 ,他は[u:]

(4)ウ は田,他は[s]

(5)ウ [eo(r)],他は[o:(r)] (6)イ [s],他は田

(7)アロ〕,他は[]

|(3)イ はM,他は[d5]
|(5)アは[eil,他は[el

(1)エ

(6)イ

(2)イ

(7)ア

(3)イ (4)ア (5)ウ

(1)ウ (2)エ (3)工 (4)ウ (5)ア

…(1' ウ〔u].他は
「
] (2)エ ト1.他はF]

|(3)工 rel,他は「i:1

1(5)ア [u],他 は[u:]

(4)ウ [ol(r)], 他は[o:(r)]

匡 11

(1)ア (2)エ (3)エ (4)ア (5)オ

□団田D
(1)7回 .他はn (2)エ ロ .他は[eil

…(1)エ レu].他はい可  (2' オle〕 .他は卜i〕

頓臨田D
(1) abrOad[Э :]. bOat[Ou]

(3)工 [A],他は[u:] (4)ア国 ,他は卜]

(5)オ [司,他は[A]

(3)イ [α:(r)],他は[Э:(r)] (4)ウ ["],他は回

(5)イ [ei].他は[1:] (6)ア [o(1)],他は[o」

(2) allow[au], around[au]

(3) large[o:(r)], artist[o:(r)]

(1)×

(6)○

(2)○ (3)○ (4) × (5)○

(1)エ

(6)ア

(2)オ (3)イ (4)ウ (5)イ

107 -入試対策 発音・アクセントー
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(4)publish卜 ], dollar[司

(5)Children[il, buSineSS[i]

(6) measure[e], pleasant[e]

(1)イ

(6)イ

(2)×

(7)ウ

(3)ア

(8)○

(4)○ (5)×

C剛 田 D
(1)ア  [au]

(2)ア [ei]

(3)ア [ail

(4)すべて[t]

イ ト]
イ [e]

イ [i]

ウ [au]

ウ [“]

ウ [i]

(5)ア  [ou] イ [Э :]

(6)ア  [i:] イ [e]

(7)ア [』  イ [tЛ
(8)すべて[eil

ｕ

　

ｌ

　

ｌ

Ｉ

眸

ト

ウ

　

ウ

　

ウ

(1)イ (2)イ (3)イ (4)ウ

(1)interestは [], ev6nt, br6akfast, 16sson lま [e]

(2)pirentは [eo],mistike,ね vorite,literは [ei]

(3) ex6mple l*[a], surpris", 
"*.itir,g, 

scientist it[ai]
(4) bec6me il[rr], tom6rrow, f6llow, h6spital lt[o]

:● :「

'ヽ

(1)オ (2)ウ (3)ア (4)エ (5)イ

…(1, `ddiま F]. 。五
…
はロ

(2)f』 1はい1.■Wは 10」

(3) stringeは [ei], br6akfastは [e]

(4)dieは [ail, writtenは [i]

(5)c6uslnは
[′ ]ヽ, s61dは [o」

17

(1)エ (2)ア (3)イ (4)ウ (5)イ

(4)c16udは [au], f6und は[aul, thr6ugll lま [u:],

en6ughは [A]

(5)ヽ4`rchは [Q:(r)], girdenは [α:(r)]. 16arn lま [Э :(r)],

hardは [α:(r)]

(1) 6veningは [i:]. 6ightyは [eil, pr6tty は[il,

br6akfastは [e]

(2)tiught,th6ught,d`ughter,Augustす べて[o:]

(3)ingryは [“],drinkは [“],1`teは [ei],beginは [“ ]

(1)ア (2)エ (3)ア (4)イ

嘔園調D
(1)WOund卜:]  ア SOup[Su:p]  イ おund[ね un可

ウ thOught[00」     工 thousand[0`uZnd]

(2)c10se[s]は 形容詞。動詞のときは医louz]と 発音される。

ア 10Se[lu:Z] イ ad宙 Se[OdVdiZ]

ウ beCauSe[bikЭ :Z] 工 inCreaSe[inkriS]

(3)bow[bau]は 名詞で「おじぎ」の意味。

ア 」10W[Э l`u]  イ knOW[nOu]

ウ crow[kro可 「からす」 工 below卜i16u]

(4)tears[lo(r)]は 名詞で「涙」の意味。

ア bear[beO(r)] イ たar[fiO(r)]

ウ Wear[WeO(r)]  工 heard[hO:(r)d]

―入試対策 発音・アクセントー 108
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(1)イ (2)エ (3)イ (4)ウ

_解説 .

(1)read[e]…過去形  ア [ei] イ [e] ウ [i:]
工  [iI]

(2)lⅣ es[ai]… 名詞「命」 ア [i] イ [i] ウ [i]

工 [ail

(3)close[s]… 形容詞「親しい」 ア [z] イ [S]
ウ [Z] 工 田

(4)learned[id]… 形容詞「学問のある」 ア [d]
イ [t] ウ [id]  工 [t]

109 -入 試対策 発音・アクセントー
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入試対策

罐

1)① though his hthertold him notto do so

② エ

③ 工→ウ→ア→オ→イ

た。その少年は 父親の警告にもかかわらず.列車の窓から

はおまえが頭を窓の外に出していると,風で帽子が飛ばされ

てしまうと言ったじゃないか。」と父親は言いました。

すると,その小さな少年は泣き出し, とても悲しそうで

したので, とうとう父親は「さあ,泣 くんじゃない。わた

しが帽子が戻ってくるように,口笛を吹いてあげよう。」と

言いました。そう言って,父親は突然口笛を吹き,すばやく

自分の背後から帽子を取り出しました。少年は本当にとても

喜び, しばらくの問, どのようにしてお父さんが帽子を戻っ

てこさせたのかを不思議に思いながら静かにすわっていまし

た。とうとう.少年は父親の旅行かばんを突然手に取り,窓

の外へ放り投げました。「お父さん,旅行かばんのために口

笛を吹いて,戻ってこさせてよ。」と彼は叫びました。

どそのとき,彼はもう1つ のポケットに手を突っ込んだとこ

ろ,な くなったはずの財布が入っていたことに気づきまし

た。

「ああ,すみません。自分の間違いというのがわかりまし

た。」と男は叫びました。

もう1人の男はすぐに答えました。「やあ,気にしないで。

ぼくたちは2人 とも間違いをしていたのです。君はぼくを泥

棒と間違え,ぼ くは君を紳士と間違えていたのですよ。」

∠」塾墜

① 「彼の父親は彼にそんなことをしないように言ったのに」
という意味の文にする。tell―・not to～ で「…に～し

ないように言う」という意味を表す。*in spite of…

「…にもかかわらず」

② このlessonは「教訓」の意味。

日園饉D
小さな少年があるとき,父親と列車で旅行をしていまし

頭を出し続けました。とうとう父親は
③
少年に塾訓を与えよ

うと思いました。そこで,少年が列車の窓から頭を出してい

るときに,突然少年の帽子を取り,自分の後ろに隠しました。

「そら,見ろ。帽子をなくしてしまったじゃないか。わたし

曜剛田D
①④ hold… up「…を取り上げる」

① gobad「腐る,悪 くなる」

◎ 海からのニュースがあるかどうかを魚にたずねた。
② on earthで「一体」という意味で,疑間詞を強調する。

③ freshは「最新の」という意味。海に2週間以上いない

ので.海の最新のニュースはない。

■麗田D
ある日.男が夕食の魚を買いに魚屋べ行きました。彼は 1

びきの熱を取り上げて注意Ж 調べたあと.■のところまで

^持ち上げて.においをかぎました。
も
"~~~~~~
「おい。何をやっているんだ。」と店主が叫びました.「な

(2Ю

②

surprised to find

,

G願調D
① be surpnsed to～ 「～して驚く」

② mutualは 「お互いの」という意味。*最終段落参照。

■ 塵獄■D
ある日, 2人の男が路面電車に乗っていました。男の1人

が運賃を払おうと,ポケットに手を突っ込んで財布を取り出

そうとしました。ところが,驚いたことに,財布がそこにな

いことに気づきました。彼はもう1人の男の方を向いて「君

はぼくの財布を盗んだな。」と叫びました。しかし,ち ょう

(3てD④  held

② ア

③ イ

③  gone   ◎  asked

・解説
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匡 2

ぜ魚のにおいなんてかぐんだ。その魚が

でも思っているのか。」
♂i立空聖ヱと

「わたしはにおいなんてかいでいませんよ。」とその男は答

えました。

「それじゃあ,顔をそんなに魚に近くくっつけて何をして

いたんだね。」と店主はたずねました。

「わたしは魚のにおいをかいでいたのではなく,魚に話し

かけていただけなんですよ。」とその男は答えました。

「魚に話しかけていただって。」と店主は言いました。「ほ

◎_埜
なんて言ったんだい。」お ―

「何か海からのニュースはないかと たずねたのです。そ

れだけのことですよ。」と男は答えました。

「そうか,それで魚はその質問になんて答えたんだい。」と

店主はたずねました。

「もう2週間以上も海にいないんだから,① と生空ての新

しいニュースなんてないよ, と魚は答えましたよ。」

上に 1通の手紙を見つけました。それは知り合いからの手紙

でした。彼はそれを開けました。「敬愛なるウィルズ様」と

手紙は書き出してありました。「先日のあなたの助けに感謝

の気持ちをこめて,こ の手紙を書いています。手紙といっ

しょに, あの大試合の入場券をあなたに送ります。わたしは

自分用に買ったのですが,足を骨折してしまい,家にいなけ

ればならないのです。」 フレッドはその入場券を見つめまし

た。彼はそれを手にしていることが信じられませんでした。

多くの人々がその試合の入場券を手に入れようとし,そ して

今.彼, フレッド・ウィルズはそれを持っているのです。「あ

なたはとてもうれしそうね。何があったのですか。」ととな

りの机にすわっている若い女子社員が言いました。「
①
ぼく

は…」フレッドは話すのをやめました。「 れにも言うべ

きではない。」とフレッドは思ったのです。「いや,何でもな

いんだ。ちょうど幼なじみから手紙が届いてね。」と彼は言

いました。女子社員はまた仕事を始めました。フレッドは入

場券を見つめました。彼はそれを机の下で握っていました。

入場券をどうすればいいだろう。どうすれば会社から抜け出

すことができるだろう。彼は部長に具合が悪いとは言えませ

んでした。彼は自分が具合が悪いようには見えないことくら

いわかっていました。

フレッドは考えに考えました。彼は仕事がまったく手につ

きませんでした。それから約 1時間後,彼は何をすべきかを

思いついたのです。彼は机から立ち上がると,会社の外へと

出て行きました。彼は通りの角にある公衆電話のところへ歩

いて行き,妹のジーンに電話をしました。「ジーンかい。フ

レッドだよ。聞いて,ぼくのためにあることをしてくれ。ぼ

くの会社に 12時に電話をかけて。そして部長と話したいと

(1)エ

(2)オ

(3) do all l have said

(4)ア

(5) television

(6)ウ

□回ヨD
(1)フ レッドがうれしそうにしていた理由を表すものを選

ぶ。

(2)フ レットが手に入れたチケットで何をしようと考えたか

は.次のユ藩の内容からわかる。

(3)「あなたはわたしが言ったすべてをやるべきです。」とい

う意味の文にする。

(4)自分の計画通り鮨事が進んで. フレットが心の中で言っ

た言葉。

(5)直後に「部長がきのう. それをわたしたちみんなが試合

を見るために持って来た。」とあるので.「テレビ」だと

泄測できる。

(6)ウ  フレットは夕方に帰宅すると.ンーンにその朝なせ

会社 |こ電饉をかけるよう顔んだのかを教えた。(× )本

文 25行 日でフレットはその理由についてツーンに.

11l ten yOu● 8 0VeD■8と言っているが.実際にそ

うしたかどうかについては本文中に記述がない。

C■目国■D
大諮 が行われる日でした。家庭や会社.学校や工場でみ

んながそれについて議していました。

「きょうは休日にすべきだよ。そうすれば.みんな家にい

てその試合をテレビで見られるのに。」とフレッド・ウィル

ズは仕事に,く ときに同僚に言いました。同傑は実いまし

た。「多くの人は家にいるだろうな。彼らは具合が悪いとか.

露族のだれかが亡くなったとか言うのだろう。」と彼は言い

ました。「そうだろうな。それはいい言い訳だ。」とフレッド

1ま ,いました。

フレットは会社員として動めていて.会社になくと.机の

]11 -入 試対策 読解総合問題 (ユーモア)一
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頼むんだ。部長には,病院から電話をしていてフレッド・

ウィルズの母が病気だと言ってくれ。わかったかい。」と彼

は言いました。「いいけど, どうしてなの。」とジーンは聞き

返しました。「今晩,話すよ。いいかい ぼくが言ったこ

とを全部しなければいけないよ。」とフレッドは言いました。

彼は電話を切ると,会社に戻りました。12時を少し過ぎ

たころ,部長が彼のところへ歩いてきました。「君に悪い知

らせがある。フレッド。病院からだれかがわたしに電話をく

れたんだ。君のお母さんが病気だ。お母さんに会いに行った

方がいいよ。」と彼は言いました。フレッドは悲しそうな顔

を装いました。「部長,あ りがとうございます。早速行って

まいります。そして,で きる限り早く戻ってまいります。」

と彼は言いました。

フレッドはすばやく会社を出ました。彼は外に出ると,笑

い出し「 うまくいったぞ。」と心の中で思いました。彼は

バスに乗り,競技場へ行きました。その大試合は3時まで始

まりませんが, フレッドは早く競技場に着きたいと思ったの

でした。彼は前の方の場所をとりたかったのです。その試合

はたいへん興奮するものでした。両チームともとてもすばら

a□目D
(1)本文2～ 3行 日参照。

(2)bumと いう単語と,本文13行 日のOf course,they

おund no bomb.か ら推測する。

(3)difference between・ ・・「…間の違い」

(嶽Э 質問の英文は「その男性がするつもりだった旅行はど
んなものだったか。」という意味。

ア 「ロサンゼルスからオウクランド(Oakland)へ の飛
行」 *本文 14～ 15行 日参照。

② 質問の英文は「何が間違った飛行機に乗っているかも
しれないと,その男性を心配させたのか。」という意

しく,テ レビカメラはすべての動きを映し出していました。

観客は叫んで歓声をあげました。ときどき,テ レビカメラは

観客の方にも向けられました。カメラはみんながどれほど興

奮しているかも映し出していました。

翌朝,フ レッドが仕事にくると,社員みんなが彼を見ても

話しかけませんでした。そのとき,部長が彼のもとへ歩いて

きました。「きょうはお母さんの具合はどうかね。」とたずね

ました。「少しよくなりました,あ りがとうございます。」と

フレッドは答えました。「家に戻って,お母さんの世話をし

てあげなさい。それから, もうこの会社へは来ないでくれ。」

と部長は言ってその場を立ち去りました。「しかし…でも納

得できません。」とフレッドは言いました。

フレッドのとなりにすわっている女子社員が腕を上げて,

戸棚を指差しました。戸棚の上には
⑤
ァレ
.ビ
がありました。

「きのう,部長はわたしたちみんながあの試合を見られるよ

うにと持ってきてくれたんです。わたしたちは, フットボー

ル選手だけを見たんじゃないの。わたしたちは観客の何人か

も見たのよ。」と彼女は言いました。フレッドは
⑤
ァヒビを

見つめ,そ して理解 したのです。

(5)

味。

ウ 「飛行機の進んでいる方向」 *本文 18～ 19行 日

参照。

ア 英語を話す人だけがお互いに誤解する。 (× )*下
線部②の文参照。

イ 英語を学んでいる外国人だけがこのような誤解に陥
る。(× )*本 文 22～ 23行日参照。

工 誤解は,話す人が英語を使う人で,聞 く人がそうで
はないときにだけ生じる。(× )

第5段落の内容とget a plateの 発音から考える。

直後の1文に書かれている。

迫幽lL

(1)無賃でニューヨークヘ行けると思ったから。

(2)bOmb,爆弾

(3)よ く似た音の語の違いは,特に英語を外国語として話す人々にとって, とても聞き取りにくい

場合もある。

(4)① ア
② ウ

(5)ウ

(6)up late

(7)航空会社がその男の人のニュージーランドでのホテル代と食事代, カリフォルニアまでの帰り

の飛行機代を払ったこと。

(8)gO tO New Zealand

(6)

(7)
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(8)聞 き間違いからニュージーランドヘ行ってしまったが,

「わたしはいつもニュージーランドヘ行ってみたいと

思っていたのです。」と返せば失敗を実うことができる。

日日諷D
彼は汚れた髪と汚らしい身なりをした上,ポケットにはわ

ずか 35セ ントしか持っていませんでした。メリーランド州

のボルティモアで,彼はバスに乗り,ま っすぐトイレに行き

ました。彼はトイレに隠れていれば,お金を払わずにニュー

ヨークまで乗っていけると考えたのでした。しかし,バスの

うしろの乗客が彼を見ていました。彼女は自分の前の席の人

の肩を叩いて「トイレに浮浪者がいるわ。運転手に伝えて。」

と言いました。その乗客は彼の前の乗客の肩を叩きました。

「トイレに浮浪者がいると運転手に伝えてください。」と言い

ました。

このメッセージは人から人へと伝言されて,バスの前の席

まで伝えられました。しかし,その途中のどこかで, この伝

言は変わってしまったのです。この伝言が運転手に伝わった

ときには,「 トイレに浮浪者がいる。」ではなく,「 トイレに

①昼翌
がある。」となっていました。運転手はハイウェイの

端にバスを止めて,警察を呼びました。警察が到着すると,

彼らは乗客にバスを降りて遠くに離れているように言いまし

た。ハイウエイも閉鎖しました。それで 15マ イルもの渋滞

が起こりました。犬の助けを借りて,警察は2時間もバスの

中を捜しました。もちろん,彼 らは爆弾を見つけることがで

きませんでした。

似かよった発音の2つの英単語は,ロ サンゼルスからカリ

フォルニアのオウクランドまで飛行機で飛んでいきたいと

思っていた人にもトラブルをもたらしました。彼の問題はロ

サンゼルスの空港で始まりました。彼は自分の出発便のアナ

ウンスを聞いたと思い,出発ゲートまで歩いて行き,搭乗券

を見せて,飛行機に乗りました。飛行機が空へ飛び立った

20分後に,その人は心配になり始めました。オウクランド

はロサンゼルスの北にあるのに, この飛行機は西に向かって

いるように思い,窓の外を見たところ,見えるものはすべて

が海だったのです。「この飛行機はオウクランドに向かって

いますか。」と彼は未務員にたずねました。彼の質問に彼女

は驚きました。「いいえ違います。わたしたちはオークラン

ドに向かっています。ニュージーランドのです。」と彼女は

言いました。

多くの英単語の発音が同じように聞こえるために,英語を

話す人々は相手を誤解することがしばしばあります。もちろ

ん,多 くの誤解は上の例のように深刻なものではありませ

ん。毎日,英語を話す人々は「70それとも17と言ったの

ですか。」「来られると言ったのですか。来られないと言った

のですか。」というように,お互いに確かめています。
②
よ

く似た音の語の違いは,特に英語を外国語として話す人々に

とって, とても聞き取りにくい場合もあります。

ある朝,ア メリカに住んでいる韓国の女性が職場についた

とき,上司が彼女に「皿を手に入れましたか。」とたずねま

した。彼女は彼の質問をまったく理解することができません

でしたが,「いいえ…」と答えました。彼女は事務所の中で

働いていました。なぜ,上司は彼女に皿のことをたずねたの

でしょうか。彼女は1日 中,上司の奇妙な質問を不思議に

思っていましたが,引 っ込み思案な性格のために,彼にその

ことを聞けずにいました。 5時になり,彼女が帰り支度をし

ていると,上司が「あしたは時間どおりに来てください。け

さは 15分遅刻でしたよ。」と言いました。「すみません。車

が動き出さなくて…」と彼女は言いました。突然彼女は話を

やめてほほえみ始めました。やっと,彼女はわかったのです。

彼女の上司は「皿を手に入れたのですか。」と聞いたのでは

ありませんでした。彼は
Rメ星堕_墜ピ≧■主主

。」と聞いた

のでした。

同じように聞こえる英単語の発音によって誤解が生じたと

き,おそらく 最も有効なことはただ笑って失敗から学ぶこ

とです。もちろん, ときには笑いにくいこともあります。オ

ウクランドの代わりにオークランドに旅した人は,笑えるよ

うな気分にはなれませんでした。しかし,そのような誤解で

さえも,最後に すべてよい結果となったのです。その航

空会社はその人のニュージーランドでのホテル代と食事代,

カリフォルニアに帰る飛行機代を払ったのです。「実は,

わたしはいつもニュージーランドヘ行ってみたいと思っ

ていたのです。」とその人はのちに言いました。

113 -入試対策 読解総合問題(ユーモア)一



入試対策

1

□回田D
(lЮ `o‐e■om…「…1こ由来する」

② aner…「…にちなんで」

O be:L■ OWn a8~「 と̈して知られている」

④ betw∞n…「・ の間で」

O p工 И on β「スをβにのせる」

(20 m■out～ ing「～せずに」

0 「内.チーズと野栞が2夕のパンの間に置かれる」
0 血ake"a∞ be缶om…「―を和解させる」
(3)Э 直後の1文に書かれている。
0 下腱部を含む文以下に.説明と,麓 かれてある。
(4C)「食べ物の名前を使っている英語表制 という意味に

なるように.夕を分詞にする。

C)「～するために使われる」という意味になるように.

過去分詞にする。

(5)本文28～ 30行 日参照。

(6)so.that～ 「とても̈ 力ので～だ」.lt is… lor―

to～ .「―が～するのは…だ。」

…あなたは今までにサンドイッチを全べたことがあります
か。きっとだれも″今までにサンドイッチを食べたことはあ

るでしょう。「サンドイッチ」という単語は何に
。」
来して

いるのでしょうか。あなたはご存知ですか。この単語はある

男の人の名前に出来していて.その男の人とは.夫日のサン

ドイッチ伯爵(1718年～ 1792年)です。イ白爵はよく仲間た

ちと何時間もトランプをして楽しんでいました。彼はコッタ

に ラヽンプゲームを
。
=め =,ニ
 ベられる軽食を作るよう顔

みました。そうして.サンドイッチが生まれ.それは被
②!三

ちなんで名づけられたのです。肉やチーズ.野菜が2機に薄

はさまれているのです。サンドイッチはく切られたパンに

すぐに人々の間でたいへん人気になりました。サンドイッチ

伯爵は,当 時,英国の有名な政治家でしたが,今では政治

(lC)オ  ② キ ③ ア  ④ ウ ⑤ カ
(2)○ ウ  ① イ  ○ エ
(3XЭ 板ばさみの状態になること。  ◎ お世辞を言うこと。
(4X3)using   ◎ used

(5)イ ギリス人にはそれぞれ自分の好みの紅茶があるから。

(6)ケーキ1切れはとても小さく甘いので,英語を話す人々には食べやすいです。

(7)イ

P142～ 147

家
③
としてではなく,食べ物の方でとてもよく知られていま

す。

ところで,「サンドイッチにはさまれた肉」という英語の

表現があります。それはどういう意味でしょうか。おそら

く,伯爵の客人の2人が,互いにもめ事を起こし,ゲームに

ついて言い争いを始めたのでしょう。伯爵は両方の主張を聞

き,◎生塾しなければならなかったのです。しかし,ついに

は,彼らは意見が合わずに,伯爵に対して腹を立て始めたの

です。伯爵は立腹した2人の友人
④
の間にはさまれて,困難

な状況にいました。そこで 彼は「サンドイッチにはさま

れた肉だ」と言えるのです。人は両側から圧力を感じるとき,

サンドイッチにはさまれた肉なのです。

わたしたちは日常的な食べ物の名前を
③塁ュ主 語

の表現

をたくさん見つけることができます。いくつかほかの例を見

てみましょう。「だれかにバターをぬる」はおもしろい表現

です。バターは英語を話す人々にとってはとても大切な食料

です。バターは味を加えたり,他の食材の味を引き立てるた

めに
cβ望ヱE=主

。あなた方の多くはパン
♂
こバターをぬ

だれかにバター

をぬる」とは, また特別な意味も持っているのです。あなた

がだれかに自分をもっと気に入ってもらいたいとき,あなた

はその人にとてもよいことを言い, ときには,よすぎること

や実際よりもよいことを言うでしょう。あなたはその人に

「バターをぬろう」としているのです。たとえば,給料をもっ

とあげてほしいと思う会社員は,上司に「きょうはとてもす

てきなネクタイですね。」とか「ゴルフがたいへんお上手で

すね。」などと言って,「バターをぬろう」とするのです。

だれかが「 それはわたしの紅茶ではありません。」と言

えば,その人は,何かが好きではないことを意味します。英

国民は紅茶を飲むのが大好きです。味が異なる多くの種類の

紅茶があり,それぞれの人が紅茶に対する異なった好みを

もっています。この表現は,何かが「わたしの好みの味」で

∠1幽ヒ
‐

り,パ ンがよりおいしくなるでしょう。「
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はないということを意味しています。だれかが「それはケー

キの一切れだ」と言えば,その人にとって,何かをするのが

容易で簡単だということを意味します。 ケーキの一切れは

とても小さくて甘いので,英語を話す人々にとっては食べや

すいのです。

すべての言葉には,特別な意味を表すために食べ物の名前

を使う表現があります。わたしたちの日本語にもたくさんあ

ります。そのような表現を探して,英語と日本語との違いを

探ってみるのもおもしろいでしょう。

国において,退職した人々を支援することは最も大きな政府

支出の 1つです。

2つ 日の問題は,高齢者のための医療費が高いということ

です。彼らは若い人よりもよく病気になります。長期間入院

する必要もしばしばあります。高額の薬も必要になってきま

す。

その一方で,高齢者の人々は多くの面で社会を助けていま

す。彼らは若い人に与える知識と経験を持っています。たと

えば,退職した事業家の人は,新しいビジネスを始めようと

していたり, ビジネス上の問題を抱えている若い人に
①
アド

バイスを与えることができます。

退職者はまた,地域社会のためにボランティア活動を行う

自由な時間があります。高齢者が子供に読み方を教えると

いった例が多くあります。また,薬物使用者,受刑者,そ し

て家のない人といったような
②
困難な状況にいる人々の手助

けもしています。

高齢者は,両親が働いている間に子供の世話をする空き時

間もあります。彼らの知恵や経験のおかげで,子供の
③
面倒

をとてもよく見ることができることがしばしばあります。子

供と高齢者の触れ合いは重要なことなのです。なぜなら,子

供は彼らからやさしさと穏やかさを学ぶことができるからで

す。

社会の高齢化が,問題点よりもよい点の方を多くもたらす

か,わたしたちはわかりません。 題点を減らし,よ い点

を増やすためには,わたしたちは今,老後の準備を始めるベ

きです。幸せで健康的な老後のために,食べるものに気をつ

け,定期的に運動し,金銭面での(将来の)準備に取り組み,

過度のストレスを避けるようにしましょう。

―(1)graylllg「 白髪になること」―「高齢化」
(2,「 2つの間層」なので.The 5馘 (本文5行 日).■■e

8econd(本文11,日 )と いう書き出しの文に注目する。

(30 退職した事栞家の人力ヽ 新しいビジネスを始める者い

人などに与えることができるものを考える.

② inimヽ le「因摯な状況で.間燿を起こして」

O take(ve″ g∞d)care ol■ …「(と てもよく)…の画

倒を見る」

(4)不定目の副嗣的用法を用いた,い副詞●が

'頭
にあるこ

とに注意する。

ホpttpaЮ oit“r tr…「…の■●をする」

G■目圏■D
何世紀もの間.人間はふつう35歳から40歳以上まで生

きることはありませんでした。人々は若い年齢のときに精饉

し.できるだけたくさんの子供を藍みました。しかし.今で

は.人々はより高い年齢で指嬌し.よ り少ない子供をとみ.

そしてより長生きをしています。●福な日々におけるこの

。生菫

`≧

ュ■■はすでによ
い変化と思い変化の両方を引き

起こしています.

これらの変化によって.。 2.つ の間燿が生しています。 1

つ日の問題は.高齢者は世置をしてくれる人がしばしば必要

となるということです。高購 は容易,[1人で出かけること

も.手助けなしに多くのことをすることもできません。高齢

者に安全に事を運鮨することもできないかもしれません。■

らは買い場に行って.自分たちに■理を作ってくれる人も必

要かもしれません。高齢者が退職するとき.政府は彼らが生

活するための手助けとして年金を支払います。多くの浴福な

(1)社会の高齢化 [高齢化社会]

(2)老人は他の人の世話を必要とすること。

老人の医療費が高額であるということ。

(鍬Э 工  ② ア  ③ イ
(4)問題点を減らしてよい点を増やすためには わたしたちは老後の準備を今始めるべきです。
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(1)① 朝晩のラッシュのほかに,昼食と昼寝のために家に帰るときと,昼の休憩のあとに会社へ戻
るときのラッシュがあるから。

② 通常の料金の3倍を払うことを意味している。
③ 多くの歴史的建造物をこわしたくないため。
(2)① 混雑時に電車に乗る通勤者を車内に押し込む駅員
④ 車の相乗りで通勤する人々
(3) It took the city fifteen years to construct a new subway systenl.

(4)あ る日は車のナンバーの下一桁が0から4の車だけ走ることができ,他の日は5から9の車だ

けが走れるようにすることで交通量を半分にしようとすること。

`‐

1壼望鐘

□回調D
(lKD 質問は「をぜ世界のいくつかの都市では1日 に4回

ラッシユアワーがあるのか。」という意味。*本文4

～6行日参照.

② 質問|ま「タクシーに乗ろうとするソウルの一部の通勤
者が指を3本挙げるとき.それは何を意味するか。」

という意味。*本文 13～ 14,日参照.

③ 質問は「なぜローマでは通りを広くしたり.新しい道
路を作ることができないのか。」という意味。黎本文

16～ 18,日 参照。

(2Ю 直後の wear vh■ te」。ve"u述

“

]pp“L the∞m‐

muter8,却to t,he trains i″ hen the door closeと ,ヽ

う部分がpackび3を説明している.

0 直後の働 38ette roupe rii“ 。r mo聰 peopL
Who ф̈ c to and to‐ work togetherと いう文

がcapod3の説明になっている.

(3)Ot bke3・  +時間+to～ .)「¨が～するのに (時間

力
'〕

―かかる。」

(4)本文 22～ 24行日参照.

■ロヨD
ラツシエアワー時の交通は世界中の多くの大都市で問題に

なっています。通勤者は車や′《ス.地下銹.電車あるいは自

転車さえも利用して急いで仕事に出かけ.そ して帰宅しま

す。アメリカ合衆目の大都市にはラッシェアワーの時間帯ポ

2つあります。 1つは朝の時間帯. もう1つは夕方の時間帝

です。しかし.世界の他の地域の都市では.ラ ッシュアヮー

の時間市は4つあります。たとえば. アテネやローマでは.

多くの労働者が昼食をとって昼菫をするために帰宅します。

このお昼の休憩のあと.彼 らは急いで■専に戻り. さらに数

時間働くのです。

東京では.地下での大きなラツシユアワーがあります。東

京の大部分の人は地下螢を利用します。電率は非常に滉接し

ます。
c理上堡至堡

と呼ばれる地下離の駅員は白い手姜をし

て,電車のドアが閉まるときに通勤者たちを車両に押し込む

のを手助けします。彼らはすべてのハンドバッグやブリーフ

ケースそして服や手を確実に電車の中に収めます。

ソウルでは,多 くの通勤者が仕事場までタクシーを利用す

ることを好みます。タクシーを止めるのに,多 くの人は,交

差点に立ち指を2本あげます。これは,彼 らが通常の2倍の

料金をタクシーの運転手に支払うという意味です。なかには

3本指をあげる人さえもいます。彼らは通常の3倍の料金を

支払います。

ローマの街道は,ラ ッシュアワー時に自動車と原付自転車

で非常に混みます。この都市では,街道を広くしたり,新 し

い道路を作ることができません。なぜなら,フ オーラムやコ

ロッセウムといった。この都市のたくさんの歴史的価値のあ

る場所を侵害したくないのです。 この都市で新しい地下鉄

網を建設するのに 15年かかりました。作業員が古い工芸品

を見つけたり,考古学者が興味をもつ場所を発見するたび

に,建設工事を中断しなければなりませんでした。

アテネは,広い道路を作ることができないもう1つの歴史

ある都市です。ラッシェアワーの問題に対処するために,ア

テネ市の政府は
c漆塑爆髪」望型菫左生三二を決断しました。

ナンバープレートの下一桁の数字が0から4の ドライバーは

ある特定の日にだけ運転することができます。ナンバープ

レートの下一桁の数字が 5か ら9の ドライバーは,その他の

日に運転することができるのです。

多くの大都市では, 車を相乗りする人のために高速道路

に専用のレーンがあります。これらは,仕事場までいっしょ

に車で出かける,あるいは仕事から帰宅する3人以上の人の

集まりです。彼らは,ガソリンと駐車場の費用を分担し,都

市へ運転することを順番にしているのです。

通勤し帰宅することは世界中の多くの場所で困難になり得

ます。ラッシュアワー時の交通は世界共通の問題のようで

す。

―入試対策 読解総合問題(社会・文化)- 116
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□圏田D
(ⅨD 直前の 動 物を晨すとそのすべての部分を資べた。」
につながるよう.7を「食事のあと.何も残らなかっ

た。」という意味にしてあてはめる.

② 直前の「まだ食事には多くの種類はなかった。」につ

ながるよう.工を「人々は毎日.ほとんど同じ奎ベウ

を食べていた。」という意味にしてあてはめる。

(20 「人々は武器を持つ籠.枢物.本.魚.そ してときど

き卵や小動物を食べていた。」

*第 2段落参照。

② 「多くの人々は自分の知らない場所から来る食べ物を

食べている。なぜなら,それらを簡単に船,電車, ト

ラックや飛行機で運べるからである。」 *本文 32～

“

行日参照.

(3)ア  コロンプスは新世界を発見し.それといっしよに多

くの新しい食ベウも発見した。(× )

ウ 今日.わたしたちはほとんどどこべでも旅行をして

多くの種類の食べ物を楽しむことができる。(× )

工 わたしたちは.わたしたちにさまざまな種類の食べ

鮨を与えてくれたスベインの冒険家に感置しなけれ

ばならない。 (× )

オ 武書を使って.人々はさまざまな種猥の食べ輸を食
べて楽しむことができた。(× )

G■目目■D
ずっと昔.人々は食料を探すために時間の大部分を使って

いました。彼らは見つけた資料は何でも食べていました。

人々は.たいていの場合.植夕のみを食べることで生活し

ていました。彼らはほとんどとんな動 場でも食べまし

た。十分な食丼を見つけることができなかったときは.本の

との部分でも食べました。もしも.遷力
`よ
ければ.昴 0あ る

月の巣を見つけることができました。木辺で生活していた

人々は.魚やそこで構えることのできる他の多くのものも食

べました。容易に政せる小動勁さえ食べる人もいました。

その後.人々は武器を作れるようになりました。武器を

輸って.彼らは全丼のためにより大きな勲夕を取すことがで

きました。これら初期の人々はたくさん食べました。彼らが

117

(1)①  ア, nothing
(2運)工  ② ア
(3)イ

② 工,same

動物を殺したときは,そ の動物のすべての部位を食べまし

彼らの食事の後には何も残りませんでした。

初めは,人類は食料を手に入れるために場所を移動してい

ました。しかし,植物を育て始めると, 1か所に住み続け,

自分たちで育てることのできたものを何でも食べました。彼

らは動物も飼い。そしてその動物が自分たちのために働くよ

うに訓練しました。彼らはときどき動物を食料にするために

殺しました。その頃,生活は少しよくなっていましたが,ま

だ彼らの食事には多くの異なる種類の食べ物はありませんで

した。 毎日毎日,人々はほとんど同じものを食べていまし

た 。

まもなくして,人々はとても遠いところへ出かけるように

なりました。海を越えて旅をした探検家たちは新しい土地を

発見しました。そしてこれらの土地で彼らは新しい食物を見

つけ,それらを自分の故郷に持ち帰りました。

船でアフリカ大陸を回って,中国に着いたボルトガル人は

「中国のりんご」を持ち帰りました。今日,わたしたちはそ

の果物をオレンジと呼びます。その後,彼 らはオレンジの種

をブラジルに運びました。ブラジルからオレンジはカリフォ

ルニアヘもたらされました。これは, アメリカ合衆国で初め

てオレンジが栽培された場所です。他の多くの果物もまた中

国が発祥の地なのです。

アメリカでも,探検家は新しい食べ物を発見しました。こ

の地でスペインの探検家は初めてホットチョコレートを試し

ました。この新しい飲み物の名前がなかったので,彼らは外

国語をそのまま取り入れました。彼らはジヤガイモとサツマ

イモの両方を見つけました。彼らはまた,現在わたしたちが

食べている他の多くの野菜も見つけました。コロンプスはパ

イナップルを見つけてヨーロッパに持ち帰りました。そこで

彼らはそれを温かい建物の中で育てなければなりませんでし

た。なぜなら, ヨーロッパは非常に寒いからです。

あるスペイン人がアメリカに移住してきたとき,彼は自分

の故郷から植物の種や植物をしばしば持ち込みました。砂糖

キビやバナナは温かいカリブ海諸島ではよく育ちました。す

ぐに,彼らはそこで大規模にそれらを栽培し始めました。

そうして,色々な種類の食べ物が世界のある地域から別の

た。

入試対策 己望」□



2

(1)① between  ③ without
(2) Are,able

(3)○ イ  ⑤ ウ  ◎ ア
(4)② イ ④ ウ
(5) sixty thousand

(6) to

(7)ア , オ

地域へと広がりました。世界で少数の人々は今でも昔の人々

が何百年も前に食べていたものと同じ食べ物を食べていま

す。彼らは, 自分たちで栽培したり,家の近くで見つけた食

べ物を食べ続けています。しかし今日では,列車,ト ラック・

G回覇D
(取C)betweenス and B「スとBの間に」

③ without「…のない」

(2) can=be able to

(以Э wantto～ は「～することを望む」という意味で,

不定詞の部分は名詞的用法。ここでは意味を強めるた

め,very muchが置かれている。

① 「偵察するために送られた男たち」*「～するために
(…する)」 は副詞的用法。

C)「進む(ための)道」*「～するための(… )」 と直前の

名詞を修飾するのは形容詞的用法。

(4マ)直前の男たちの言葉と.あ とのナボレオンの言動から

考える。

④ 文屎を考えて「不可能」が,も適当。
(5)6万は千が60個 と考える。

(6)“ ndtheamy b lea、 e for lta,

(7)イ 本文8行日参照。離がいないとは言っていない。
ウ 本文 11～ 12行日参照.
工 本文 13行日滲熙。twentyは「20」。

C腱田D
およそ 100年前. ナボレオン・ボナパルトという偉大な

男がいました。彼はフランス軍隊の指寺者であり.フランス

は周囲のほとんとすべての国々と戦っていました。彼は自分

船そして飛行機のおかげで,た くさんの人々が今まで見たこ

ともない場所から運ばれてくる食べ物を食べ,会ったことも

ない人々によって育てられた食べ物を食べているのです。

の軍隊をイタリアに
④些
軍させたいと熱望 していましたが,

フランス軍とイタリア
①
の間には高い山脈があり,その山々

の頂上は雪で覆われていました。

わたしたちはこの山脈を越えられるだろうか。」とナポ

レオンは言いました。

山脈の向こうの道を 偵察するために送られた男たちは,

首を振りました。そのとき,彼らの1人が「それは可能かも

しれませんが,・……がないので」と言いました。

やめろ。おまえの話は十分だ。」とナポレオンは言いま

した。「イタリアヘ進軍。」

人々はあざ笑いました。⌒6万人の軍隊は道⌒のない山脈
|こ片~~     に片―――

を越えようとしていました。しかし,ナポレオンはすべての

準備が整うことだけを待って,そして
C魔整‐三二菫上乙生皇

けて進軍するように言いました。

軍隊,馬 ,大砲の隊列は20マ イルにも及びました。彼ら

が険しい場所や
◎
進む道のない場所に来たとき,ラ ッパは

「突撃せよ。」と鳴りました。するとすべての男たちがベスト

を尽くし,全軍は先に進み続けました。

まもなく,軍隊は無事に山脈を越えました。4日 後,彼 ら

はイタリア領内に進軍しました。

「勝利を決意した者は,決 して F④歪可能』とは言わない

ものだ。」とナポレオンは言いました。

′
‐P‡5(〕

「

一 入試対策 読解総合問題(歴史)- 118
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□団田D
(1)theyは直前の複数名詞 these buildingsを 指す。

(2)直後の4文参照。

(3)直後の文参照。

(4)直後にbutがあり,「同じことを楽しんだ」という内容

が続くので,「裕福な人々と貧しい人々の生活」は「異

なっていた」が適切。

(5)前の文から複数名詞を探すと,bathsと bodiesがある。

2イテ_[二にlarge bathsと Ыnaller bathsと いう言己述が

あることから,bathsが適切。

(6)so・ ―that～「とても…なので～」の文にする。

(7)イ  ローマ人は周囲のすばらしい眺めを楽しみたかった

ので,よ り高い位置にある道路を望んだ。 (× )

*本文 16～ 17行 日参照。

ウ 古いローマの道路と水路はすべてこわされ,今 日で

は使われていない。 (× )*本 文2～ 3行日参照。

工 小さい浴場では水をたくさん使えなかったので,た
いていの人々は大きな公衆浴場を訪れて体をきれい

にした。(× )*本 文 21～ 27行 日参照。小さい

浴場では水がたくさん使えなかったという記述はな

い 。

オ 水がローマに届いたとき,敵が水路をこわそうとし

ていたためローマ人は高い水路をはしいと思わな

かった。(× )*本 文 32～ 34行日参照。

日奎訳■D
今日のローマ市では,古代ローマの建造物を今でもいくつ

か見ることができます。そしてわたしたちはそれらの壮大さ

と実用性に大変驚きます。例えば,今日でもなお使われてい

る古い道路や水路がいくつかあります。ローマ帝国が終わっ

たあとも,人々はそれらを長い間使い続けました。これらの

建造物から それらが古代ローマの生活でいかに役に立っ

ていたかがわかります。彼らの生活には道路や水がとても重

要でした。

古代ローマの公共広場には大きな石がありました。それは

帝国内の別の都市までどのくらいの距離があるかを示してい

119 -入試対策 読解総合問題(歴史)一

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

エ

オ→ア→ウ→工→イ

ア

イ

エ

so,that

ア,カ

ました。帝国のすべての道はそこから始まっていたのです。

時がたち,新たな道路が加わりました。ローマ人は道路をで

きるだけ長く,そ してできるだけまっすぐに建設しました。

このことが古代ローマの軍隊に役立ち,彼 らはすばやく動き

回ることができました。すべての道路はローマに通じていま

した。多くの人々と物が道路を通りました。

古代ローマ人が 建設方法を知っていたということ

を知ってわたしたちは驚きます。ローマ人は地面を掘り下

げ,土や石を取り除きました。彼らは砂を敷いたあと,割れ

た石といっしょにコンクリートを中に敷きました。それから,

小石を敷きました。最後に大きくて平らな石を一番上に置き

ました。このようにして,じ ようぶな道路が建設されました。

中央が高くなっていました。雨水は道の両側に流れ

落ち,道の端に沿って流れて,それから地面の穴に落ちまし

た。兵士たちが周囲の区域を見る必要があったため,ロ ーマ

人はもっと高い道路がほしいと思うこともありました。中に

は土地より1メ ートル半高い道路もありました。何百年もの

間,道路はローマ人にとってとても有益なものでした。

裕福な人々と貧しい人々の暮らしは
④
異生って

いました

が,彼 らはよく同じものを楽しみました。ほとんどの浴場が

無料だったため,ほぼ全員が浴場に行きました。ローマ人は

働いたあとに体をきれいにするのが好きだったので,た いて

いの人々が 1日 に1度浴場を訪れました。ローマには大きな

浴場がいくつかあり, また,何百ものもっと小さな浴場もあ

りました。裕福な家庭には自分たちの風呂もありました。浴

場は体を洗うためだけのものではありませんでした。大きい

ほうの
⑤
全盪には美しい庭園がありました。図書館や会議室

や店もありました。ローマ人はそのあたりを歩いたり,友人

と話したり,ただ考えごとをしたりするのが好きでした。彼

らは 1日 の大半をよくそこで過ごしました。これらの大きな

浴場ではたくさんの水が使われました。

彼らはローマの浴場にどうやってそんなにたくさんの水を

運んだのでしょう。彼らには大きな川から都市に水を運ぶ水

路が必要でした。地面の上では,水路はしばしば橋のように

見えました。ローマ人はそれらを岩の中にも建設しようとし



丘の上に届いてほしいと思いました。 上の水路はとて

(1) top, bottom

(2)ウ

(3) the nuIIleral for ten looks a little like two crossed hands

(4)They[The Romans]could write Rom.an nuimerals in any Order

(5)主にスペースを省 くために

(6)イ

(7)⑦  ones   ③  tens

(8)Cl江

ました。彼らは冷たくてきれいな水がほしかったため,そ う

すれば,水が水路の大部分をトンネルの中を通って流れるこ

とができました。それに水を敵から隠すこともできました。

水がローマに届いたときには, ローマ人たちはたいてい水が

C圏瓢D
(1)top「 1番上」,bOttOm「 1番下」

(2)Э  hOld… up「…を上げる」

③ hold… together「 …をくっつける」

(3)「…に(少し)似ている」look(a little)like・…

(4)by…がないので,主語を補う。(古代の)ロ ーマ人と考

える。

(5)文脈からこのtoは不定詞の副詞的用法。mainly「 主に」

(7)全訳参照。どちらも複数形になることに注意。

(8)左側から順に,1000,900,60, 4に あたるローマ数

字が並ぶようになればよい。1000=M,60=50+10

=LX, 4=IVなので,900の部分を完成すればよい。

900==1000-100=CM

C■奎調■D
あなたは今までに右の絵のような時計を見たことがありま

すか。

この時計の文字盤の記号はローマ数字と呼ばれています。

ローマ人は大昔にイタリアに住んでいた人々のことです。わ

たしたちは,時計の(1～ 12の )時間の表示や.建造物の(表

面に刻まれる)日 付,そのほか特別なことのために今でもそ

れらの数字を使用します。

ローマ人は直線を好んだようで,彼らは自分たちの数字を

とても真っ直ぐで角ばったものにしました。それらは,①上

下に小さな横線がついていて, とてもしゃれたものでもあり

ます。しかし,た とえそうであっても.2500年前のローマ

数字は,本当に指を表した絵にすぎないのです。′循″(指 )

を表すローマ語はご′θグ放sで ,わ たしたちが使うごηJ′ (数字)

という言葉はそれに出来しているのです。そして,″グ
`は

も高いものでした。それで水は容易に丘を下って市の異なっ

た場所まで流れていくことができました。市内では,水は道

路の下のパイプを流れていました。何百年もの間, ローマ人

は何度も水路を直して新しい水路を建設しました。

0か ら9ま での数字を表すだけでなく,「指」を意味します。

見ておわかりのように, 1,2,3,4を 表す数字はちよう

ど真っ直 ぐ上に

は,(4本の)指 |

あげられた指のようです。 5を表す数字

た手のようです。そして

の手に少し似ています。

10を表す数字は交差させた 2つ

古代において ローマ数字はどんな順序でも書くことが

できました。なぜなら,それぞれの数字が常に同じ数を表し

ていたからです。しかし原則として,最初に1番大きな数字

が書かれました。

そのずいぶん後に,引 き算の考え方が,Cユ整ヱ菫菫二_杢主
節約するために,導入されました。

④二重旦2数
字が
⑤ヱ
番

目
.の
数字よりも小さいとき,それは

⑥
2_番 目の数字から引か

れます。だからIVは Vか らI(5か ら1)を引いたことを意

味します。すなわち4です。

あなたが時計の文字盤の絵を注意して見ると,初期のロー

マ数字である IIIIと 後に作られたローマ数字であるIXがあ

ることに気づくでしょう。何らかの理由で,時計職人はほと

んどいつもこれら2つの数字をこのように表します。

そのほかの大部分の数字には,ロ ーマ人は最初の 10個の

数字の組み合わせを作 りました。12は 10が 1つ と
⑦
lが

2つ で XII。 15は 10と 5が 1つずつなので XV。 20は

③12が
2つなのでXX。

大きな数字を表す記号には文字が使われました。ローマ

人は 50に はLを , 100に は Cを ,500にはDを。 そして

1000にはMを使いました。

親指から離して
③■
っつけた状態で

②
開い

I Pl‐獲:1‐ :|._
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に 1

G圏田D
(1)even「…できえ」

(2, 直前の文の■at以下を指す。

(3て)音楽を開くと植場力'強くなるかどうかの実験をするわ

けだから.「庭に2つの部屋を作って両方の部屋に同

じ種類の野案を置いた。」という意味にする。

② 主語はne tempera“
“
なので単数級い。

0 うしろが比鷲緻なので.それを強調させるmuaを
選ふ.

0 その前の内容から「音楽を聞いた野菜は.薇かな部屋
の野案よりもすoと 大きくなっていた。」という意床

にする。

(4)第 1■海では「音楽と人間の関係」. 第2■薔では「音

楽と植ウの関係」.そして第3段落では音楽だけでなく.

「動植動と晨音の関係」について書かれている。

C■目国■D
音楽の歴史はたいへん古いです。書案がいつとうやって始

まったのか.だれも知りませんが.せ界中の人々は■にそれ

を奮し続けてきました。青楽が好きでないという人がいるで

しょうか。答えはノーです。 ギターやビアノを弾かない人

でさえ,音楽が好きです。う く歌を歌えない人でさえ,音

楽を聞くことを楽しみます。音楽は常に生活のなかで最も必

要なものの1つであり続けてきました。おそらく音楽なしで

は人は生きていけないでしよう。

動物や植物も音楽が好きなのでしょうか。それらには音楽

がわかるのでしょうか。ある日,エバンズ夫人は新聞でとて

もおもしろい記事を読みました。大学の教授が,①自2の植

物が音楽を聞いていたらより丈夫になることを発見したので

す。最初,彼女はそれは冗談だと思いましたが,彼女は自分

で
③
それをやってみたいと思いました。彼女は庭に2つの部

屋を作り,両方の部屋に
①
同じ種類の野菜を置きました。部

屋の温度は同じで,一切雑音はありませんでした。片方の部

屋では音楽がかけられました。もう一方の部屋は静かでした。

わずか24時間後,彼女は何と驚いたことでしょう。音楽を

聞いた野菜は⌒静かな部屋の野菜よりも⌒ずっと大きくなっ
こ片―一-      6片 ―――

ていたのです。

今日,多 くの科学者が,人だけでなく,動物や植物も音楽

を楽しむのだと言っています。わたしたちのように,動物や

植物はよい音楽を必要とします。彼らは,大 きな,恐ろしい

音は好みません。科学者たちは,動物や,植物や人々を傷つ

ける騒音公害に不満をこぼしています。彼らは,わたしたち

が毎日出している多くの種類の騒音について考えることが必

要だと言っています。

オ

(7)ア

イルカは水中で生きることができる。(× )*本 文

2～ 3行 日参照t

イルカは一種の魚である。 (× )*本 文 1行 日参

照 。

イルカは卵を産む。(X)*本 文 4～ 5行日参照
`′

イルカは魚 と同じような方法で泳 ぐ。(X)*本 文

7～ 10行 日参照じ

イルカは体 と尻尾を横に動かすc(× )*本 文 9～

10行 日参照ぃ

(1)ギ ターやピアノを弾かない人でさえ,音楽が好きです。

(2)植物が音楽を聞くとより丈夫になること。

(3XD イ  ② ウ ③ ウ  ④ エ
(4)イ

睡m■_2

■園田D
(1)次の名詞 babiesを 修飾する分詞は,「生きている」の

意味のli宙ngが適切。

(2)「 より大きい魚から逃げるために」という意味にする。

(3)thisが指す内容は直前の文。

(4)「息をしたいときに水面にすばやく着くことができる」

という意味にする。

(5)「…で遊ぶ」play with…

(6)ア イルカは冷血である。 (× )*本 文 2行日参照。

エツ
　
　
　
　
エ

ウ

(1)エ

(6)イ

(2)エ

(7)イ

(3)ウ

(8)ウ

(4)ウ

(9)ウ

(5)ウ

(10)ウ
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エ イルカのひれは頭のまん中にある。(X)*本 文 6

行日参照。

オ イルカは泳ぐときに尻尾を使わない。(× )*本 文
9～ 10行日参照。

(8)ア  イルカには大きな口と大きくて鋭い歯がある。 (× )
*本文 13行 日参照。

イ イルカは歯を使わずに魚を捕まえる。(× )*本 文
13～ 14行日参照。

エ イルカは何度もかんで魚を食べる。(× )*本 文
14～ 15行日参照。

オ イルカは魚を食べない。 (× )*本 文 14～ 15行

日参照。

(9)ア  人々は海岸の近くでイルカを見ることができる。

(× )

イ 船に乗った人は船を追いかけて泳ぐイルカを見るこ

とができない。(× )

*本文 16～ 17行日参照。

二 人々はどこででもイルカを見ることができる。 (× )
オ 船に乗った人は船を追いかけて泳ぐのが好きなイル

カを見ることができない。 (× )

*本文 16～ 17行日参照。

⑩ ア わたしたちは海洋水族館でイルカを見ることができ

ない。(X)*本 文 19行 日参照。

イ わたしたちは海でしかイルカを見ることができな
い 。 (× )

エ イルカは空中に高く飛び上がることができるが,人
の手から魚をもらうことはできない。(× )

*本文 21～ 22行 日参照。

オ イルカは決して小さなボー トを引けるようにはなら

ない。 (× )*本 文 23行日参照。

□奎翻D
イルカはとてもおもしろい動物です。イルカは魚のように

見えますが,魚ではありません。魚は冷血動物ですが, イル

力は他の動物と同じように温血です。魚は水中でも生きられ

ますが,イ ルカは生きられません。長い問,水中にいること

はできますが,それから呼吸をするので上がってこなければ

なりません。魚は卵を産みますが,イ ルカは
①
(生
_き
ている)

子供を産みます。子供は,他の動物と同じように母親の乳を

飲みます。

イルカの姿は魚のようです。背中の真ん中にひれがありま

す。魚のように尻尾もあるし,その尻尾を泳ぐために使いま

すが,魚 と同じ方法ではありません。魚は体と尻尾を横に動

かします。魚は他の魚を捕まえたり,②よ
_り
大きな魚から泳

いで逃げるために,すばやく横に動くことができます。イル

カは移動するとき,体と尻尾を上下に動かします。
③
Lの よ

2!こすると,呼吸をしたい④
とき,水の 1番上まですばやく

到達することができます。イルカは水の外に飛び跳ねること

もとても簡単にできます。空中に高く飛び上がることができ

ます。あなたたちはこれを見ることができます。

イルカは大きな口と,小さいが鋭いたくさんの歯を持って

います。食べるための魚を捕まえるのにこれらの歯を使いま

す。捕まえた魚を食べるのには歯を使いません。魚をかまず

に食べる(飲み込む)のです。

イルカはどこで見ることができるでしょうか。大きな船に

乗れば,何頭か見ることができるでしょう。なぜなら.イ ル

カは船のあとを(追いかけて)泳ぐのが大好きだからです。船

に乗った人はイルカを何時間も見ることができます。そのあ

とイルカは去って行ってしまいます。

海洋水族館でもイルカを見ることができます。ここでは,

多くの海の魚や動物が,人 々が観察できるように飼われてい

ます。みんなイルカを見るのが好きです。なぜなら,彼 らは

賢くて,いろいろなことができるようになっているからです。

彼らは人の手から魚をもらうために空中に高く飛び上がりま

す。彼らはボール
⑤
で遊びます。たとえば,は っきりと頭の

上に乗せたり,お互い投げ合ったりします。小さなボートを

引けるようになったイルカもいます。

3

(1)チ ンバンジーはほほえみや鳴き声,他の顔の表情を使って意思の伝達をするよりも,手を使っ

て意思の伝達をするほうが得意であること。

(2)O ウ  ① イ
(3)ア

(4)顔の表情と鳴き声。

(5)① オ  ② ウ
(6)わ たしたちが毎日使う手のジェスチャーは,わたしたちが話すことばと同じくらい大切です。

(7)イ

_旦劃
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―(1)直前の文の that以下を指す。
(2XЭ 同じ文の前半の wordsと 同意のものを選ぶ。

① 前の段落で, 1つの手のジェスチャーが複数の意味

を表すことが述べられているので,「動物のジェス

チャーは,顔の表情や鳴き声よりも難しい情報を与え

ることができる」という意味にする。

(3)下 線部③第 1文 で,some areas of our ancestors'

brainsと あり,次の文にthese areas ofthe brainと

あること, また下線部⑥最後の文にも,use the same

areasと あるので,手のジェスチャーと言語は,理解す

る脳の領域が同じであることがわかる。

(4)直後の文より,hand gesturesを 除くfacial expres‐

sionと cry that～ を抜き出して答える。

(5X⊃ 空腹のときにする手のジェスチャーが意味するものを

選ぶ。

② けんかをしているときにする手のジェスチャーが意味

するものを選ぶ。

(6)the hand gestures we use every day と, the

words we speakと を比較した文。

(7)ア チンパンジーの個々の顔の表情には2つ以上の意味

があることを科学者たちは発見した。(× )*本 文

17～ 18行 日参照。

ウ チンパンジーは他者にメッセージを伝えるのに手の

ジェスチャーのみを使う。 (× )*本 文3～ 5行 日

参照。

工 動物が意思の伝達をするとき,動物が出す鳴き声は

手のジェスチャーよりも重要である。(X)*鳴 き

声と手のジェスチャーの重要さを比較する文は本文

にない。

C■奎調■D
親指を立てる。愛想よく手を振る。これらの手のジェス

チャーはみな,わ たしたちが毎日,意思の伝達をするのに使

う身ぶり言語の一部です。チンバンジーも他者にメッセージ

を伝えるのに手を使うことができます。チンバンジーはほほ

えみや鳴き声や他の顔の表情を使って意思の伝達をするより

も,手 を使って意思の伝達をするほうが得意であることを,

科学者たちは発見しました。チンパンジーは人間に近いの

で,c二_2菫星は人間がどのようにして話し始めたかについ

ての重要なヒントをわたしたちに与えてくれます。

人間だけがことばを使って意思の伝達ができ,科学者たち

は長年,わたしたちの先祖がどのようにして
④
言語を使うこ

とができるようになったのかを見出だそうとしてきました。

彼らは,類人猿に近いわたしたちの先祖は最初に手のジェス

チャーを通して意思の伝達をしたのだと言います。
③
菫がて ,

わたしたちの先祖の脳のいくつかの領域がこの種の意思伝達

のためにさらに発達しました。ついに,脳のこれらの領域は

簡単な言語が理解できるようになりました。今日の類人猿は

手のジェスチャーを考えるのに脳のいくつかの領域を使うこ

とを科学者たちは知っています。彼らはまた,今日の人類が

ことばを理解するのに同じ領域を使うことも知っています。

アメリカの大学の科学者たちは,手のジェスチヤーや

類人猿が意思の伝達をする他の方法を研究するために

47頭の類人猿を観察しました。科学者たちはすべての手の

ジェスチャー,顔の表情,1頭の類人猿が他の類人猿に対し

て出す鳴き声を記録しました。彼らはまた,その動物たちが

いつ遊んだり食べたり他のことをしているかも記録しまし

た。個々の顔の表情と鳴き声は,例 えば,その動物が恐れて

いるとき, というように,ほぼいつも1つの状況だけで使わ

れることがわかりました。

けれども,個 々の手のジェスチヤーは2つ以上の意味を示

すことができます。例えば,動物が空腹のとき,手のひらを

上向きにして手を仲ばすことは「 もっと食料をください。」

ということを意味します。けんかをしているとき,同 じジェ

スチャーは「⌒助けてください。」を意味します。
しだ
~~~~~~~~~

このことは,類人猿が手のジェスチャーを柔軟な方法で使

うことを示しています。人間の言語と同様に,動物のジェス

チャーは顔の表情や鳴き声よりも難しい
⑤
情報を与えること

ができるのです。

人類とチンバンジーは同じ先担を持ち,この2つのグルー

プは約 250万年前に互いとは別のものになったと科学者た

ちは考えています。人類の言語は,類人猿に近いわたしたち

の先祖が使っていた手のジェスチャーから来ていると,科学

者たちは考えています。それゆえ,⌒わたしたちが毎日使う
υ戸
~~~~~~~~~~~~

手のジェスチャーは,わたしたちが話すことばと同じくらい

大切なのです。
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園 □

入試対策
■

P162～ 174

_里劃
(問)ウ ,力 ,ケ ,サ

□囲瓢D
(間)ア  グリーンバーグ氏は偉大なスポーツ選手であるだ

けでなく政府の役人でもあるので,ニ ューヨーク

でとても有名である。 (× )*本 文 1～ 2行日参
照。

イ グリーンバーグ氏は 21歳のときから, ニュー

ヨークの貧しい人々に手袋を与え続けている。

(× )*本 文19行 日参照。21歳のときではなく,
21年前。

エ グリーンバーグ氏は多くの書類といくつかの手袋
を書類かばんに入れて持ち歩いているのでビジネ

スマンのように見える。 (× )

オ グリーンバーグ氏は夏にときどき,ニ ューヨーク

でいくつか手袋を買うので,書類ケースの中に常

に手袋が入っている。 (× )*本 文 15～ 16行

日,参照、。During the rest Of the year「 1年の

残りの間」とあるので夏とは限らない。

キ 春と夏と秋に, グリーンバーグ氏はたくさんの手

袋の売買をしている。 (× )

*手袋を「売る」とは書かれていない。

ク グリーンバーグ氏が手袋の代金を欲しがっていた
のを見て,驚いた人もいた。 (× )

*本文 20～ 22行 日参照。

コ グリーンバーグ氏は,父親がしていたように貧し
い人々に手袋を与え始めた。(× )

*父親が手袋をあげていたとは書かれていない。

シ 多くの人々は,冬はニューヨークの貧しい人々に
とって厳しい時期だということが理解できなかっ

た。(X)

ス グリーンバーグ氏の父親はとてもお金持ちだった
ので,た くさんの贈り物でみんなをより幸せにで

きると信じていた。 (× )*本 文 23行 日参照。
The Greenberg faimily was poorと ある。

日 E事コID
マイケル・グリーンバーグは, 人気のあるニューヨーカー

です。彼は政府の人間ではありませんし,ス ポーツ界や芸術

の世界で有名なわけでもありませんが,路上の人 ,々 とりわ

け貧しい人なら彼のことを知っています。

この貧しい人たちにとっては,彼はマイケルでも, まして

やグリーンバーグ氏でもありません。彼らにとって彼の名は

「手袋 (Gloves)」 ・グリーンバーグなのです。「手袋が来る

ぞ。」と,彼 らは彼が通りを歩いて来るのを見ると言うので

す。どうして彼にはそのような名前がついたのでしょうか。

彼は他のビジネスマンと同じように見えます。彼はスーツを

着こなし,書類かばんを持ち歩いています。しかしながら,

彼は違うのです。彼の書類かばんには,書類や本が入ってい

るだけではありません。そこには,数組の手袋も入っている

のです。

冬の寒い日には,グリーンバーグ氏は他のニューヨーカー

と同じような行動はしません。彼は歩道を見ることも,通 り

を急いで歩くこともしません。彼は人々を見て回っているの

です。彼は冷たい手をした貧しい人々を探しているのです。

そういうわけで,彼は書類かばんに手袋を入れてあるので

す。彼は手袋をしていない人を見かけると立ち止まります。

その人が貧しそうであれば,手袋をあげます。「メリークリ

スマス。」と彼は言います。彼はその人と握手をします。そ

して, また冷たい手をした人を探して進み続けるのです。

冬の間は毎日,グ リーンバーグ氏は手袋を与え続けます。

1年の残りの間は,彼は手袋を買います。彼のことを知って

いる人々は,彼に手袋を送ります。彼のアパートには山のよ

うに手袋があります。子供用の手袋,仕事用の手袋,婦人の

夜会用の手袋と,あ りとあらゆる色とサイズの手袋があるの

です。

グリーンバーグ氏は21年前に手袋を与え始めました。今

では,ニューヨークの貧しい人々の多くは,彼のことを知っ

ています。彼らはなぜ彼が手袋を与えるのかを知っていま

す。けれども,中には驚く人たちもいます。彼らは,彼が手

袋代が目当てだと思っています。彼らは,彼が貧しい人々が

もう少し温かく,幸せな気分になれるように手助けをしたい

と願っているだけだ,と いうことを理解できないのです。

グリーンバーグ氏の家庭は貧しかったのですが・ マイケル

のお父さんはいつもものを与えていました。彼はそうするこ

とで,みんながより幸せになると信じていたのです。マイケ

ル・グリーンバーグも同じように感じているのです。彼は

ニューヨークの貧しい人々に何かしてあげたいと願っている

のです。彼は,冬は彼らにとって厳しい時期だと思っていま
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す。これらの貧しい人々の多くは,行 くべき暖かい場所も,

温かい洋服もありません。一組の手袋は小さなものかもしれ

ませんが,彼は冬に手袋があるとずいぶんと違うと思ってい

ます。彼がニューヨークの路上生活者たちに人気があること

は,驚 くべきことではないのです。

□圏調D
ダイアナ・ゴールデンは幸せな幼少時代を過ごしました

が,ス ポーツはあまり得意ではありませんでした。実際のと

ころ.彼女がチームの一員に選ばれるのはいつも最後でし

た。彼女はまったく選ばれないこともありました。しかし,

ダイアナがとても得意としていたスポーツが 1つありまし

た。それはスキーでした。冬には,週末のたびに,ダ イアナ

は家族といっしょにスキーをしました。彼女はスキーが好き

でした。なぜなら
①整
とりでできるからです。彼女は

①量塗
されるのを待つ必要がなかったわけです。

ダイアナが 12歳のある日,彼女は
①
脚に何か違和感を覚

えました。彼女は変だとは思ったのですが,①そ
.の
しとを忘

れてしまおうとしました。のちになって,それがまた起こり

ました。彼女の両親は彼女を医者に連れて行きました。不幸

なことに, ダイアナは骨肉腫で,片脚を切断しなければなり

ませんでした。そんなときでも, ダイアナは両親と医者の前

ではとても勇敢でした。しかし,彼 らが病室を去ると,彼女

は何時間も泣き続けたのです。彼女は自分の人生が不幸にな

ると思い続けました。

数日後, ダイアナは担当医の 1人にまだスキーをやれるか

どうか聞いてみました。彼は,ス キーができない理由はまっ

たくないと言いました。
◎
それを聞いて,彼女はとても元気

になりました。ダイアナは病院にいる間, ガンで亡くなって

いくほかの子供たちを目の当たりにしました。彼女は自分が

生きていることは,運がよいのだと気づき始めました。

数か月後, ダイアナは再びスキーに挑戦する準備ができま

した。彼女はもう1度スキーができるという確信がなく, 失

敗をこわがっていました。彼女の両親は,彼女を国立身体障

害者用スポーツというプログラムをもつスキー場へ連れて行

(1て)by ① with
(2)picked

(3)① 自分の足に何か違和感を覚えたこと。
◎ 医者にスキーができない理由がないと言われたこと。
(4X⊃ make,cOme  ① nothing,but
(5)she realized how ilnportant skiing was in her life

(6)① 工  ② イ  ③ ア  ④ ウ
(7()×   ② ×  ③ O ④ ×  ⑤ O

¨
(lo byOne,たr「ひとりで」

② 5methng“ wЮng wth…  「…は何かがおかし
い」

(2)●cL「選ぶ」

(3C)直前の文の ghe tlt gometh■ mnlg with her

Lgを指す。

0直 蘭の文のHesan theo was no rea∞ nwヽ■he
coulnt.を指す。

(4Ю)(mtte… +1動詞の原形～)で「¨を～させる」とい

う意味。*∞melぼ曖「実現する」

O nothng but…「…以外～ない」

(5)「復女は自分の人生において. スキーがいか1〔大切であ

るかを知った。」という意味の文にする。

(70 スキー 1ま ダイアナホできる唯―のスポーツだった。

(× )ネ スキー以外力'「できなかった」とは書かれて

いない。

② グイアナの病気は将来にオ鉢 てないほど飾 っ

た。(× )ホ本文策3～ 鍛 藩参照。

0 グイアナは猜院で足を切断する前.スキーチームに所
属していなかった。(0)

拿本文23～ 25行 日参照。スキーチーム1〔所属した

のは高機2年生のとき。

③ ダイアナは世界選手権で晨醸するために宗教団体に
入っていた。(X)

■本文 35～ 37,日鬱R。 スキーをやめているとき

に宗教団体に入っていた.

O ダイアナ本勝ち取った金メグルの合計は29だった。
(0)幸 本文第9露書参照。
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きました。彼女は身体に障害をもったほかの運動選手を見ま

した。また,彼女のスキーのコーチにも会いました。彼は戦

争で片脚をなくしていましたが,一流の選手のようにスキー

をしました。彼はダイアナに 彼女の夢を実現させる自信と

勇気を与えました。

熱心な努力と決意をもって, ダイアナはふたたびスキーを

始めました。それは驚くべきことでした。すぐに彼女は以前

と同じくらい上手にスキーをしていました。高校 2年生のあ

る日のこと,学校のスキー部のコーチが彼女の練習を見まし

た。彼は彼女にスキーチームに加わるように勧めました。彼

女はもっと強靭な身体, とりわけ,脚,背中,腕を作るため

にトレーニングを始めました。 1年後,彼女はノルウエーで

開かれた身体に障害をもつ運動選手のための世界大会で優勝

しました。同じ年に,彼女は世界身体障害者選手権のダウン

頓回轟D
(2)raceは もともと「速く走る」という意味。「気持ちが速

く走る」→「気持ちが動揺する」と考える。

(3)本文 21行日参照。drove the wrOng way On One_way

streetsと ある。

(4)ア  レスタークイット夫妻は車から警察に助けを求め
た。 (× )*警 察に助けを求めたのはレスターク

イット氏ひとりのとき。

イ 暴漢は警察署の前で二度発砲した。(X)*本 文
31～ 35行日参‐照。

エ レスタークイット氏は,若いとき映画スターだった。

(× )

(5)警察の注意をひくために考えついた計画のことである。

は大学の競技場でスキー部といっしょにトレーニングをしま

した。彼女は松葉杖を使わなければなりませんでしたが,彼

女は走ったり競技場の階段を駆け上がったりしました。

大学 2年生のとき ダイアナはスキーをやめましたc彼

女は自分の将来が心配だったのです。彼女は自分が何者であ

るかも,人生において何をしたいのかもわからなかったので

す。彼女は人生の意義について考え始めました。彼女は宗教

団体に参加しました。彼女は勉強をし,読書をしました。し

かし, しばらくして 彼女は自分の人生において,ス キー

がいかに大切なものなのかを知りました。

1984年 に卒業したあと ダイアナはスキー界に復帰し

ヒル種目で優勝しました。 ダイアナは大きな喜びに満ちて

いました。 彼女はスキーやレースに勝つこと以外は何も考

えませんでした。ついに, ダイアナは合衆国身体障害者ス

キーチームのスターになりました。新聞や雑誌は彼女を取り

上げました。彼女はチャンピオンやヒーローと呼ばれまし

た。しかし, ダイアナは自分がヒーローだなんて信じていま

せんでした。彼女はただ自分のベストを尽くしただけだった

のです。

高校卒業後 ダイアナは有名大学に進学しました。彼女

(1)① イ ② ウ ③ 工 ④ ア
(2)彼はゆっくり運転していたが,彼の気持ちは動揺していたということ。

(3)ウ

(4)ウ ,オ

(5)警察に気づいてもらえるよう,ス ピー ド運転や信号無視,逆走など気が狂ったような運転をす

ること。

3・

ました。彼女はふたたび, より強靭な身体を作るために,以

前にも増していっしょうけんめい練習に取り組みましたc彼

女は身体障害者のスキーヤー,健常者のスキーヤーの両方

と,い っしよにトレーニングをしました。大きな決意をもっ

て,彼女は身体障害者のスポーツ界の歴史の中で,最も偉大

なスキーヤーになりました。

ダイアナ・ゴールデンは,世界選手権と国内選手権で 28

個の金メグルを手にしました。ついに,彼女は 1988年 にオ

リンピックでも金メグルを手にしました。1980年代,彼女

は身体障害者の種日と健常者の種目の両方でメダルを獲得し

続けました。1988年 には,彼女はその年のアメリカ合衆国

アルペンスキーヤーと称されたのです。

直前の段落ですでに実●されている。

C■目目■D
ある夏の午後.ツーンとタロシルド・レスタークイット老

夫妻は.フ ランスのリールに住んでいる娘の家を訪ねまし

た。6時数分前に. レスタークイット夫妻は帰宅することに

しました。彼らは娘にきよならをして.事のところまですい

ていって乗‐り込みました。彼らは.檀やかでのとかな運転で

帰宅しようと思っていました。ところ力ヽ その トライプは

まったく穏やかでのとかなものではありませんでした。

レスタータイット氏が事を定らせようとしたとき. 後部座

席から暴漢が急に起き上がったのです。彼はレスタークイッ

ト氏の頭に銃口を実きつけました。「おれをパリまで連れて

行け。」と怒鳴りました。
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L旦壁二 4

「わかりました。 わたしはあなたが望むところならどこ

へでもお連れいたしましょう。けれど, まずはじめに,わた

しの妻を車から出させてください。」とレスタークイット氏

は答えました。

暴漢は同意しました。彼女が無事に車の外に出ると, レス

タークイット氏はエンジンをかけ,車を縁石から離し,通 り

に出て行きました。 彼はゆっくり運転 していましたが,気

持ちは動揺していました。銃やナイフなしでは暴漢と戦うこ

とができないと,81歳のその老人はわかっていました。彼

は自分には助けが必要なことを知っていました。警察はどこ

にあるだろうか。彼は交差点を通るたびに横の通りを見回

し,警察の車を見つけたいと願っていました。しかし視界に

は1台すら入ってきませんでした。

突然, レスタークイット氏は,警察の注意をひきつける

よい方法を思いついたのです。彼はアクセルを踏み込むと,

車は非常に速い速度で走り出しました。「 何をしているん

だ。」と暴漢は怒鳴りました。「逃げているんです。さっきの

ところで警察の車が見えたような気がしたのです。」とレス

タークイット氏はうそをつきました。

レスタークイット氏は気でも狂ったかのような運転を始め

たのです。彼は側道を時速 100キ ロで車を走らせ,赤信号

を無視し,一方通行の道を逆行しました。 2車線の道路で

は,対向車線を走りました。1人の警察官すら彼を発見して

くれなかったのです。

明らかに レスタークイット氏の計画はうまくいってい

ませんでした。彼には新しい計画が必要でした。しかし, ど

のような? 突然,彼はリール警察署はわずか数プロックだ

け離れたところにあることを思い出したのです。「よし」と

彼は思ったのです。「 警察を自分の車に連れてこられない

なら,わたしが自分の車を警察に持っていこう。」

角を曲がると,警察署は前方に見えました。次の瞬間,彼

はがっかりしてしまいました。警察署の前には中庭があり,

その中庭に通じる大きな2枚の扉は閉まっていたのでした。

レスタークイット氏はしばらく考えました。そして,彼はア

クセルが床につくまで踏み込んで,扉に向かって車をまっし

ぐらに走らせました。

車は扉を突き破って,中庭で止まりました。レスタークイッ

卜氏は「 けてくれ。ヤツがわたしを殺そうとしている。」

と叫びました。そして,彼は男の銃をつかもうと手を背後に

伸ばしました。彼が銃をつかんだちょうどそのとき,暴漢は

引き金を引きました。弾丸はレスタークイット氏の手を負傷

させ,フ ロントガラスを貫通しました。暴漢がもう1度引き

金を引く前に, レスタークイット氏は車の ドアを開けて,地

面に倒れました。車が扉を突き破る音を聞いて,警察署から

警官が走ってやってきて,すばやく暴漢を逮捕しました。

ジーン・レスタークイットは現実の世界にいるのではなく,

アクション映画の中にいるように思えました。アクション映

画につきものの暴漢,ヒ ーロー,暴走車,車の激突などさま

ざまなことがありました。ジーン・レスタークイットにとっ

て幸いなことは, たいていのアクション映画にあるもう1つ

のできごと,つ まリハッピーエンドがあったのです。

る。

(2)the right thingを he wanted for Janeが後ろから修

飾する形にする。

(3)othersは 他の商品のこと。only a few～ 「ごくわずか

の～」,likeは前置詞で「…のような」の意味。

(4C)前 にある Happyに続く語。

⑦ ジェーンの家に着いてからマイクの頭から離れなかっ

(lC)ウ  ② 力 ③ ア  ④ ア  ⑤ イ
(2) was the right thing he wanted for Jane

(3)イ

(4)⑥  birthday   ⑦  silver elephant brooch

(5)イ→工→ア→ウ

(6)イ

(7)も しすべてのろうそくが消えなければ,願いはかなわないだろう。

(8)he wanted Jane to be his wib

輌回田D
(1(⊃  before very long「 まもなく」

② 「彼女がどのように感じたか」という意味にする。

③ 単数名詞の前について「もう1人の」の意味を表す
anotherが 適1刀。

④ ■om one・・・to another「ある…から別の…へ」

⑤ 「気に入ったものを何も見なかった」という意味にす
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たものであり,ジェーンがほしがっていたものであ

る。

(5)アのButjust at this mOmentか ら, この前に別の場

面があるとわかる。また,someoneを 受ける初出の人

物 my aunt and undeがこれに続 くのでア→ウとな

る。イには代名詞や接続詞がなく,工 にはheと itが

あることから,イー・ 工とすると,he=Mike,it=the

broochで意味が通る。

(6)「このおいしい食事を食べるのに忙しい」というマイク

の返答から,「なぜあまり話さないのか」という問いが

適切。

(7)If all the candles do not go out,then you won't

get your wlsh.が 完全な文。

(8)本文5行 日参照。

―マイクは会社で初めてジェーンに会ったときに彼女を気に
入りました。マイクは会社の女子たちとはあまり出かけませ

んでしたが, ジェーンは違いました。彼女はかわいくておも

しろい人でした。彼らは何度かいつしよに昼食を食べ,マ イ

クは自分が好きなものと同じものをジェーンも好むのでうれ

しく思いました。
①
ま坐なく,彼 らはいっしょに夕食を食べ

るようになり,劇場に行くようになりました。数か月後,マ

イクはジェーンに自分の妻になってほしいということはわ

かっていましたが,自分のことを彼女力
bど
う感じているか

はわかりませんでした。会社にはジョージ・パーキンスとい

う
③
別の男性がいました。彼もときどきジェーンと出かけて

いました。マイクは, ジョージではなく自分がジェーンが夫

として選んだ人になることを望んでいました。

マイクは彼女の誕生日にとても珍しい贈り物をしたいと思

いました。彼はデパートに入りましたが,彼女に何を買った

らいいかわかりませんでした。店内のある場所から
④型
の場

所へ行ったあと,彼は宝石売り場にやって来ました。最初

は,そこでも気に入ったものは
⑤里
も見あたりませんでし

た。しかし,ち ょうど立ち去ろうとしたとき,象の形をした

小さい銀のプローチが見えました。そのプローチは
①
まさに

自分がジェーンのためにはしいと思うものだと,マ イクはす

ぐにわかりました。

「いいご選択ですね。この宝石はとても珍しいものなので

す。銀の見事な作品でよく知られた男性によってメキシコで

作られました。 そのようなものはほかにごくわずかしかあ

りません。」と店員が言いました。

「きっとジェーンは喜ぶだろう。彼女は高級な宝石が好き

だし,このプローチはとても珍しいから。」とマイクはその

夜,ジェーンの誕生パーテイーに行くときに思いました。

ジェーンの家に行く途中,マイクはジョージ・パーキンス

のことを考えました。「パーテイーにはジェーンの家族と数

人の友人がいるのだろう。でも,ジ ョージはその『数人の友

人』の1人なのだろうか。」

ジェーンがドアを開けると,彼は「ハッピー」と言い,そ

れから「
⑥全二乙三二

.ジェーン」と続ける前に一瞬しゃべ

るのをやめました。彼はただ自分の目を疑いました。ジェー

ンの緑色のドレスに,小さな銀の象のブローチがついていた

のです。それは彼のプレゼントの箱に入っているものと同じ

でした。彼はジェーンの目につかないうちにその小さな箱を

ポケットに入れました。

「早かったのですね,マ イク。ほかの人たちはまだここに

来ていないのですよ。何か飲み物をお持ちしましょうか。」

とウェスト夫人が言いました。

「まだ結構です, ウェストさん。」とマイクは答えました。

彼が考えることができたのは小さな銀の象のことだけでし

た。「ジョージが彼女にあげたのだろうか。もしかしたら会

社で。」

ジェーンの母親はまだ話をしており,マ イクは耳を傾けな

ければならないことはわかっていました。

「会社はどうですか,マ イク。ずっととても忙しいそうで

すね。」とウェスト夫人は言っていました。

「順調, ともかく順調です。そんなに忙 しくありません。

ちがいます。」とマイクは言いました。

「この夕刊はもう見ましたか,マ イク。いい話が載ってい

るのですよ…」とウェスト氏が言いました。

ジェーンの父親は話し続けましたが,その時間のほとんど

を,マ イクは聞いていませんでした。ときどき「おっしゃる

とおりですね, ウェストさん。」や「ぼくもそう思います。」

と言いましたが, ジェーンの父親が何を話しているのかはわ

かっていませんでした。彼は のプローチのことが忘

れられませんでした。彼はパーティーでジェーンヘの贈り物

を持っていないのはきっと自分だけだろうと思いました。

マイクはジェーンに, ドレスにつけてあるブローチがいい

ねと言い始めました。それがどこから来たのかがわかると彼

は思ったのです。しかし,ち ようどそのとき,だれかが戸口

に来ました。「きっとおばとおじだわ。友達のメアリーも来

るのよ。」とジェーンはマイクに言いました。

「会社からはかにだれか来ないの。」とマイクはたずねまし

た。

「ええ。」と彼女は答え,戸ロヘおじとおばを出迎えに行き

ました。

このときマイクは,プローチがジョージからのものだとほ

ぼ確信していました。「きっと昼間のうちに会社でジェーン

にあげたんだ。ぼくはどうしたらいいだろう。贈り物を家に

忘れてきたと言うべきだろうか。後であげると言うべきだろ
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うか。」

数分後にメアリーが入ってきて,全員が夕食を食べるため

にすわりました.

マイクは,自分は家族のパーテイーにいてジョージはいな

い.と いうことしか考えられませんでした。

ジェーンは彼に

ねました。

どうしてあまりしゃべらないのかたず

「このおいしい食事をいただくのに忙しすぎてね。」と彼は

答えました。彼は言うことをほかに何も思いつきませんでし

た。

それから,誕生日ケーキの時間になりました。「ケーキに

は21本のろうそくがあるわよ, ジェーン。全部を吹き消せ

ると思う ?」 とウェスト夫人はケーキを運んできて食卓に置

きながら言いました。

「最初に願い事をして。ろうそくを吹き消す前に願い事を

するのよ。全部のろうそくが消えたら,願いがかなうわ。

消えなかったら,かなわないわよ。」とメアリーはジェー

ンに言いました。

の象のプローチを持てるといいな。」とジェーンは言

い,すべてのろうそくを吹き消しました。

「何だって。何と言ったの。」とマイクが言いました。

「ドレスについているプローチは私のものではないの。メ

アリーのものなのよ。このドレスに合うと彼女が思って,今

夜持っていてもいいと言ってくれたの。とても珍しい宝石な

のよ。メアリーのお母さんがメキシヨにいるときに買ったの

よ。」

マイクは小さな四角い箱を他の贈り物といっしょに置きま

した。

「さあ,贈 り物を開ける時間よ, ジェーン。」とウェスト夫

人が言いました。

「そうだね。願いがかなうといいな。」と彼女の父親が言い

ました。

ジェーンはすべての贈り物を開けました。ジョージからは

便せん 1箱 をもらいました。彼は会社でそれを彼女にあげ

たのです。彼女の両親はコンピュータを,お じとおばはCD

を,メ アリーは本をあげました。それからジェーンは小さな

箱を開けました。彼女はプローチを見たとき,「マイク, ど

うしてわかったの。ずっとこれがはしかったの。あなたのお

陰でとてもうれしい。あなたの贈り物はとても珍しいものだ

ろうって,わかっていたわ。」と言いました。

ジェーンの願いはかない,そ してマイクも
◎
自分の願いが

かなうとこのとき確信しました。

に 5

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

イ

エ

ウ

もし彼がそのお金を小額紙幣に両替 したら,それが盗まれたものだとだれも証明できません。

ア

the holes fronl the pin

イ,オ ,ク

…(1, 本文 1～ 2行日と直前の文書晨。
(2, 直後の 3文 ,照.エ ミルがせいたのはポケットのお金が

なくなったからで.それは彼の母期が熱心に働いて得た

ものだoた ことから工が適切。

(3)直前の内容から.エ ミルは Lヽ Cneenを 泥捧と思い捕

まえようとしている。now oi neヽ erは.今をのがした

らもうその機会がないことを表す。

(4, 本文 53-54行日参円。

(5)下線

"は
.紙整がエミルのものだと証明できないのな

ら.エ ミルと支店長のやりとりはこれで終わりだという

ことをます。

(6)本文 79行 日参照.

ア エミルは洗面所で小さな袋から紙幣を取り出し,紙

幣にビンを突き刺した。(X)*紙 幣を袋から出し

てはいない。

ウ エミルは駅で鉄道警備員にすべてを話したが,警察

にはそれを言えなかった。(X)

エ グリーン氏はエミルのお金を盗み,エ ミルが眠っ

ている間に電車を乗りかえた。(X)*本 文 29～

30行日参照。

力 銀行員は盗まれたお金のことを聞くとすぐに銀行支

店長の執務室へと走った。 (× )

キ グリーン氏がポールを愚かな少年と呼んだとき,

ポールは警笛を吹いた。 (× )*本 文 55行 日の

You silly boyは ジョージに言つたことば。

(7)
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ク エミルがピンを机に置いたあとでさえ.泥肇は彙
行から逃げようとしなかった。 (× )串 本文 83～
84行日蓼

『

。

C■目国■D
そのときはエミルと黒いにうしをかぶった男性だけでし

た。彼はばかけた話をする見知らぬ男性とはいたくありませ

んでした.エ ミルはもう一度お全をさわって確かめたかった

のです● もう1人の男性の前ではそうしたくありませんで
した。エミルは客車の増にある手洗い所に,き ました。彼は

ポケットから小さな袋を取り出してお金を獄えました。それ

はまだそこにありましたが.どうすれ,ま より安全にできる
でしようか。そこで彼は思い出しました。上藩にビンが入っ

ていたのです。彼はそのビンを取り出し.袋.紙幣.内ポケッ

トの布に突き刺しました。お金はもう安全でした。

エミルは席に戻りました。グリーン氏は限っていました。

エミルは喜びました。彼は窓の外を見ました。彼は木や野

原や家を見て楽しみました。

数分後,彼は危うく座席から落ちそうになりました。「も

う少しで眠るところだった。それはいけない。」と心の中で

思いました。しかし,彼は本当に疲れていました…。

エミルは目覚めると,客車の床に横になっていました。電

車は動いていました。ゆっくりとエミルは思い出し始めまし

た。もちろん,自分は町に行くところだ。自分は眠っていた

のだろうか,黒いぼうしの男性のように…。しかし,その男

性はそこにはいませんでした。客車にはエミルだけでした。

彼は床から起き上がりました。それから,彼は内ポケットの

中を探りました。

お金はそこにありませんでした。

エミルは痛みを感じ,ポケットから手を出しました。ピン

から離した指には血がついていましたが,小さな袋はそこに

ありませんでした。 エ ミルは泣き出しました。もちろん,

血のことで泣いていたのではありません。彼はお金のことで

泣いていたのです。彼の母親はとても熱心に働きました。そ

して, このときには祖母のためのお金や町を訪問するための

お金がなかったのです。

「ぼくが不注意だった,そ れで泥棒がぼくのお金を盗んだ

んだ。次の駅で鉄道警備員を呼んで何もかも話さないと。鉄

道会社が警察に連絡するだろう。でも,そ うなると警察と問

題になるな。」と彼は思いました。彼は駅広場の中央にある

像を思い出しました。ある日,エ ミルはよじ登って鼻を赤く

塗りました。突然,警官が広場へやってきました。エミルは

逃げましたが,その警官が自分を見たと思いました。

いや,警察に言うことはできない。

電車が止まりました。 ドアが開き,人々が客車から降りま

した。突然,彼はその人たちの中に黒いぼうしを見ました。

泥棒だろうか。お金を盗んだ後,別の客車に移ったのかもし

れない。

エミルはすばやく降りました。黒いぼうしはどこだ。彼は

できるだけ速く走りました。あそこだ。泥棒グリーン氏がい

ました。彼は大急ぎでゲートを通り抜けていました。

「捕まえてやる。」とエミルは怒って思いました。

彼は鉄道員に切符を渡し,黒いぼうしの後を追いました。

やるなら今しかない。」と彼は思いました。

エミルは泥棒の後を追って走りました。泥棒をつかまえよ

うとあらゆる方法を試しましたが,つかまえられませんでし

た。それから彼はジョージ,ポールと他の男の子たちに会い

ました。彼らは親切にもエミルを手伝うと言ってくれまし

た。彼らは泥棒を追っていっしょに走りました。ついに,彼

らは泥棒が銀行に入っていくのを見ました。

ジヨージはドアのところで他の少年たちを止めて,「ポー

ルとぼくが中に入る。エミルはここにいていいよ。ポールが

警笛を鳴らしたら,エ ミルと他のみんなは銀行の中に入れ。」

と言いました。

ジョージとポールは銀行の中に入りました。グリーン氏は

机の前に立っていました。その机の後ろでは,銀行員が電話

で話していました。

ジョージは泥棒に近付き,ポールは彼の後ろに立ちまし

た。ポールはポケットに警笛を入れており,吹 く用意はでき

ていました。

銀行員が電話を終え,机のところに来ました。

「ご用件をお伺いいたします。」と彼はグリーン氏に言いま

した。

この 70ポ ンドを両替してもらえますか。10ポ ンド紙

幣を5ポ ンド紙幣に, 5ポ ンド紙幣を1ポンド紙幣にしてく

ださい。」彼はポケットからお金を取り出しました。

「待て。そのお金は盗まれたものだ。」とジョージが叫びま

した。

「何だって。」と銀行員が驚いて言いました。

「この男はそのお金をぼくの友達から盗んだんだ。お金を

小額紙幣に両替したら,それが盗まれたものだとだれも証明

できなくなる。」とジョージが言いました。

「このばか者が。」とグリーン氏が叫びました。

ポールが警笛を吹きました。

エミルと他の少年たちが銀行の中に走ってきました。彼ら

はみなグリーン氏の周りに立ちました。

銀行の支店長が執務室から出てきました。

「この騒ぎは何事かね。」と彼がたずねました。

エミルが泥棒を指差しました。「ここにいるこの男がぼく

のお金を盗んだんです。ニュートンからの電車でぼくが眠っ

ていた間に取ったんです。」

「
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銀行の支店長は真剣そうでした。「さしあたり,私がこの

お金を預からなくてはなりません。」と彼は言いました。

彼は紙を1枚取り出し,彼 らの名前と住所を書きとめ始め

ました。

「この男の名前はグリーンです。」とエミルが言いました。

泥棒は大声で笑いました。「私の名前はミラーだよ, グ

リーンではなく。」

「こいつを信じないで。これはぼくのお金で,返 してもら

わないといけません。母がそのお金を祖母に届けてほしいと

ぼくに頼んだんです。」とエミルが大声で言いました。

「そうなのかもしれないが,君にたずねなくてはならない。

そのお金が君のものだって証明できるかね。紙幣の裏に君の

名前が書いてあるかい。紙幣の番号は書きとめたかい。」と

支店長が言いました。

「もちろん,書いていません。」とエミルが言いました。

「紙幣に何か目印はあったかい。」

「ないと思います。」

やれやれ,ではそれで終わりですね。そのお金は私の

ものです。私は決して子供から盗んだりしません。」と泥棒

が銀行の支店長に言いました。

「ちょっと待って。」とエミルが大声で言いました。「今,

思い出しました。紙幣に
⑥
目印があります。お金がポケット

の中にあると確信したかったので,ポケットの布と中にお金

が入った袋をピンで突き刺しました。紙幣をよく見れば, ピ

ンで刺した穴が見えます。」

銀行の支店長は紙幣を持ち上げて光にかざしました。だれ

もが静かに見守りました。泥棒は後ずさりしました。

「少年の言うとおりです。」と支店長が言いました。

「そしてここにピンがあります。」とエミルが言いました。

彼はピンを上着から出して机に置きました。

泥棒は振り返り,少年たちをかき分けました。「捕まえろ。」

と銀行の支店長が叫びました。

131 -入試対策 読解総合問題(物語)一 IMA_BJ‐ A
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